
実
証
主
義
国
際
法
学
の
確
立
過
程
に
お
け
る
合
意
主
義
の
系
譜
（
三
）	

	

―
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
共
通
の
同
意
理
論
を
中
心
に

―
小

栗

寛

史

序　

論

第
一
部　

予
備
的
考
察

―
先
行
研
究
の
到
達
点
と
そ
の
課
題

　

は
じ
め
に

　

第
一
章　
「
公
理
」
と
し
て
の
合
意
主
義

―
「
公
理
」
化
過
程
の
素
描�

（
以
上
、
第
七
一
巻
一
号
）

　

第
二
章　

国
際
法
（
史
）
研
究
に
お
け
る
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム

　

第
三
章　

実
証
主
義
国
際
法
学
の
確
立
期
に
お
け
る
国
際
法
研
究
の
状
況

　

第
一
部
の
ま
と
め

第
二
部　

間
主
観
的
合
意
主
義
理
論
の
形
成

―
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
共
通
の
同
意
理
論

　

は
じ
め
に

　

第
一
章　

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
国
際
法
論

―
共
通
の
同
意
理
論
に
着
目
し
て

　
　

第
一
節　

前
提

―
史
料
の
確
認�

（
以
上
、
第
七
一
巻
二
号
）

　
　

第
二
節　

国
際
法
の
基
礎
及
び
法
源
と
し
て
の
「
共
通
の
同
意
」

　
　
　

㈠　
「
法
」
と
し
て
の
国
際
法

―
そ
の
基
礎
及
び
法
源

　
　
　
　

⑴　

国
際
法
の
基
礎
（basis

）
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一

論
説



　
　
　
　

⑵　

国
際
法
の
淵
源
（sources

）
―
原
因
（cause

）
と
の
区
別

　
　
　
　

⑶　

方
法
と
し
て
の
実
証
主
義

―
非
実
定
的
要
素
の
排
除

　
　
　

㈡　

慣
習
国
際
法
と
黙
示
の
同
意

　
　
　
　

⑴　

慣
行
と
慣
習
と
の
区
別

　
　
　
　

⑵　

慣
習
国
際
法
の
妥
当
範
囲

　
　
　

㈢　

条
約
と
明
示
の
同
意

　
　
　
　

⑴　

立
法
条
約

―
条
約
の
法
源
性
の
限
定

　
　
　
　

⑵　

条
約
の
拘
束
力
の
問
題

　
　

第
三
節　

共
通
の
同
意
理
論
に
お
け
る
矛
盾
？

―
国
家
間
共
同
体
と
共
通
の
同
意

　
　
　

㈠　

共
通
の
同
意
は
一
般
性
を
有
す
る
の
か

―
国
際
法
の
基
礎
と
法
源
と
の
関
係

　
　
　
　

⑴　

共
同
体
の
構
成
員
の
圧
倒
的
多
数
の
同
意
と
し
て
の
共
通
の
同
意

　
　
　
　

⑵　

一
度
与
え
た
同
意
を
撤
回
す
る
場
合
に
要
求
さ
れ
る
共
通
の
同
意

　
　
　

㈡　

個
別
国
家
の
同
意
と
国
家
間
共
同
体
に
お
け
る
共
通
の
同
意
と
の
関
係

　
　
　
　

⑴　

著
作
間
の
整
合
性

―
慣
習
国
際
法
と
共
通
の
同
意
と
の
関
係

　
　
　
　

⑵　

も
う
一
つ
の
解
釈

―
国
家
間
共
同
体
へ
の
加
入
承
認
と
共
通
の
同
意

　

第
二
章　

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
国
際
法
論
と
そ
の
先
行
文
献
と
の
異
同

―
国
際
法
の
基
礎
及
び
法
源
に
着
目
し
て

　
　

第
一
節　
「
法
」
と
し
て
の
国
際
法

―
そ
の
基
礎
及
び
法
源

　
　
　

㈠　

国
際
法
否
定
論
へ
の
反
駁

　
　
　
　

⑴　

論
証
方
法

　
　
　
　

⑵　

同
質
的
な
国
際
社
会
（Fam

ily�of�N
ations

）
の
存
在

　
　
　
　

⑶　

共
同
体
の
行
為
規
範
の
外
的
な
力
に
よ
る
執
行
に
対
す
る
共
通
の
同
意
の
存
在

　
　
　

㈡　

法
源
総
論

　
　

第
二
節　

黙
示
の
同
意
と
し
て
の
慣
習
国
際
法

　
　
　

㈠　

前
提

―
慣
習
法
国
際
法
論
に
お
け
る
問
題
の
所
在

　
　
　

㈡　

黙
示
の
同
意
と
し
て
の
慣
習
国
際
法
と
そ
の
妥
当
範
囲
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二



　
　

第
三
節　

明
示
の
同
意
と
し
て
の
条
約

　
　
　

㈠　

前
提

―
条
約
の
法
源
性
と
条
約
類
型
論

　
　
　
　

⑴　

条
約
の
法
源
性

　
　
　
　

⑵　

当
事
国
数
を
基
準
と
す
る
類
型

―
一
般
条
約
と
特
別
条
約

　
　
　
　

⑶　

規
範
内
容
を
基
準
と
す
る
類
型

　
　
　

㈡　

立
法
条
約
論

―
ト
リ
ー
ペ
ル
理
論
の
受
容
？

　
　
　
　

⑴　

従
来
の
通
説
的
見
解

―
ト
リ
ー
ペ
ル
の
立
法
条
約
論
の
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
よ
る
受
容

　
　
　
　

⑵　

ト
リ
ー
ペ
ル
の
国
際
法
認
識
及
び
依
拠
さ
れ
た
理
論

　
　
　
　

⑶　

ト
リ
ー
ペ
ル
の
立
法
条
約
論

　
　
　

㈢　

条
約
の
拘
束
力
の
根
拠

　
　
　
　

⑴　

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
明
示
的
に
参
照
し
て
い
る
研
究
と
の
比
較

　
　
　
　

⑵　

参
考
文
献
に
挙
げ
ら
れ
た
研
究
と
の
比
較

　
　

第
四
節　

総
合
的
検
討

―
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
国
際
法
論
の
特
有
性

　
　
　

㈠　

異
同
の
比
較
作
業
の
た
め
の
視
座

―
国
際
法
秩
序
の
主
観
的
構
成
と
客
観
的
構
成

　
　
　

㈡　

慣
習
国
際
法
論
の
評
価

　
　
　

㈢　

条
約
論
の
評
価

　
　
　
　

⑴　

立
法
条
約
論

　
　
　
　

⑵　

条
約
の
拘
束
力
の
根
拠
と
し
て
の
慣
習
国
際
法�

（
以
上
、
本
号
）

　

第
三
章　

主
観
的
国
際
法
の
客
観
化
過
程
に
お
け
る
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム

―
国
家
間
共
同
体
と
個
別
国
家
と
の
関
係

　

第
二
部
の
ま
と
め
と
若
干
の
考
察

第
三
部　
「
公
理
」
化
過
程
に
お
け
る
間
主
観
性
の
喪
失

―
客
観
的
原
理
と
し
て
のpacta sunt servanda

の
成
立

結　

論
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三



　

第
二
節　

国
際
法
の
基
礎
及
び
法
源
と
し
て
の
「
共
通
の
同
意
」

　
　

㈠　
「
法
」
と
し
て
の
国
際
法

―
そ
の
基
礎
及
び
法
源

　
　
　

⑴　

国
際
法
の
基
礎
（basis

）

　

概
説
書
に
お
い
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
ま
ず
、
国
際
法
を
「
文
明
諸
国
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
相
互
間
の
関
係
に
お
い
て
法
的
に
拘
束

力
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
慣
習
上
及
び
条
約
上
の
諸
規
則
の
総
体
の
名
称
」
と
定
義
し
、
国
際
法
は
そ
の
当
事
国
数
（
妥
当
範
囲
）

に
応
じ
て
三
つ
に
分
類
さ
れ
得
る
と
い
う（

（34
（

。
即
ち
、
二
国
又
は
少
数
の
国
家
の
み
を
拘
束
す
る
の
が
特
別
国
際
法
（particular�

international�law

）
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
す
べ
て
の
文
明
諸
国
（「
同
質
的
な
国
際
社
会
（Fam

ily�of�N
ations

）」
の
全
構
成

員
）
を
例
外
な
く
拘
束
す
る
の
が
普
遍
国
際
法
（universal�international�law

）
で
あ
っ
て
、
こ
の
普
遍
国
際
法
と
区
別
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
、「
大
国
を
含
む
大
多
数
の
国
家
を
拘
束
す
る
」
も
の
が
一
般
国
際
法
（general�international�law

）
で
あ

る
。

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
に
定
義
し
た
上
で
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
（J.�A

ustin

）
に
代
表
さ
れ
る
国
際
法
否
定
論
に
反
駁
す
る
た
め
に
、
法
の

本
質
的
条
件
と
し
て
、
①
共
同
体
の
存
在
、
②
当
該
共
同
体
に
お
け
る
人
間
の
行
為
の
た
め
の
一
群
の
規
則
の
存
在
、
③
当
該
規
範
が

外
的
な
力
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
共
同
体
の
共
通
の
同
意
の
三
点
を
示
し（

（34
（

、
国
際
法
が
こ
の
意
味
に
お
け
る
法
で
あ
る

こ
と
の
論
証
を
試
み
て
い
る
。
即
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
、
①
共
通
利
益
及
び
こ
れ
に
資
す
る
国
家
間
の
交
際
に
よ
っ
て
個
別
国
家
は
不
可

分
の
共
同
体

―
「
同
質
的
な
国
際
社
会
」（
以
下
で
は
、「
国
家
間
共
同
体
」
と
互
換
的
に
用
い
る（

（34
（

。）
―
に
結
合
さ
れ
、
②
こ
の
よ

う
な
共
同
体
の
中
で
は
数
百
年
も
の
間
に
国
家
の
た
め
の
行
為
規
範
が
成
長
し
て
き
て
お
り
、
③
こ
れ
ら
の
規
範
を
執
行
す
る
た
め
の

中
央
集
権
機
関
を
欠
く
に
も
拘
わ
ら
ず
、
自
助
及
び
他
国
の
援
助
に
よ
っ
て
か
か
る
行
為
規
範
は
実
際
に
執
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

尤
も
、
法
執
行
機
関
が
存
在
す
る
国
内
法
と
比
較
す
る
と
国
際
法
は
弱
い
法
で
あ
る
が
、
弱
い
法
も
法
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い

た
め
、
法
の
本
質
的
三
条
件
を
充
足
す
る
国
際
法
は
「
法
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（3（
（

。
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こ
の
論
証
に
お
い
て
は
、「
実
行
に
お
い
て
国
際
法
は
常
に
法
と
し
て
承
認
さ
れ
て
き
て
い
る（

（33
（

」
と
い
う
説
明
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

彼
は
事
実
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
（
即
ち
、
現
実
の
同
意
の
存
在
）
に
基
づ
く
論
証
は
、
例
え
ば

法
の
本
質
的
条
件
の
三
点
目
を
論
じ
る
際
に
、「
国
際
法
と
呼
ば
れ
る
国
際
的
な
行
為
の
た
め
の
規
則
の
総
体
が
外
的
な
力
に
よ
っ
て
執

行
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
文
明
諸
国
の
元
首
も
政
府
も
議
会
も
、
そ
れ
に
全
文
明
人
の
世
論
も
賛
成
し
、
同

意
し
て
い
る（

（34
（

」
と
い
う
記
述
や
、「
様
々
な
国
家
の
政
府
及
び
議
会
は
〔
…
中
略
…
〕
道
徳
的
に
よ
っ
て
の
み
で
は
な
く
、
法
的
に
国
際

法
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
い
う
見
解
を
抱
い
て
」
お
り
、「
同
様
に
全
文
明
諸
国
の
世
論
も
、
す
べ
て
の
国
家
が
国
際
法
規
則
に

従
う
よ
う
に
法
的
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
」
と
い
う
記
述（

（34
（

に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
三
点
目
に
お

け
る
「
外
的
な
力
に
よ
る
執
行
」
は
、
内
的
な
力
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
道
徳
か
ら
法
を
区
別
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
機
能
す
る
も

の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
自
助
及
び
他
国
に
よ
る
援
助
の
二
点
に
加
え
て
世
論
の
機
能（

（34
（

に
つ
い
て
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
国
際
法
が
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
論
証
し
た
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
次
に
、
共
通
の
同
意
が
す
べ
て
の
法
の
基

礎
で
あ
る
旨
を
論
じ
る（

（34
（

。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
共
通
の
同
意
」
と
は
、
共
同
体
の
個
々
の
構
成
員
の
「
す
べ
て
」
に
よ
る
同
意
で
は

な
く
、「
構
成
員
の
圧
倒
的
多
数
の
明
示
的
又
は
黙
示
的
な
同
意
」
で
あ
り
、「
反
対
す
る
構
成
員
は
少
し
の
重
要
性
も
有
さ
ず
、
共
同

体
の
個
々
の
構
成
員
と
対
比
さ
れ
る
統
一
体
と
し
て
の
共
同
体
の
意
思
を
求
め
る
者
の
視
野
か
ら
は
完
全
に
消
失
し
て
し
ま
う（

（34
（

」
と
い

う
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
共
通
の
同
意
は
す
べ
て
の
法
の
基
礎
で
あ
る
た
め
、
法
で
あ
る
国
際
法
の
基
礎
も
そ
の
共
同
体
（
即
ち
「
同
質
的
な

国
際
社
会
」）
の
構
成
員
で
あ
る
諸
国
家
の
共
通
の
同
意
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
共
通
の
同
意
は
、
諸
国
家
が
既
に

同
意
を
与
え
た
国
際
法
規
則
か
ら
脱
退
す
る
際
に
も
必
要
と
な
る
旨
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
条
約
に
お
い
て
脱
退
が
明
示
的

に
許
容
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、
共
同
体
の
構
成
員
で
あ
る
諸
国
家
は
、
一
度
同
意
を
与
え
た
慣
習
法
及
び
条
約（

（44
（

を
一
方
的
に
改

め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
諸
国
家
の
共
通
の
同
意
の
み
が
か
か
る
同
意
を
変
更
し
得
る
と
い
う
の
で
あ
る（

（44
（

。
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五



　
　
　

⑵　

国
際
法
の
淵
源
（sources

）
―
原
因
（cause

）
と
の
区
別

　

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
国
際
法
の
基
礎
が
共
通
の
同
意
に
求
め
ら
れ
る
旨
を
以
上
の
よ
う
に
論
じ
た
後
に
、
国
際
法
の
基
礎
が
「
同

質
的
な
国
際
社
会
」の
構
成
国
の
共
通
の
同
意
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
た
め
、「
共
通
の
同
意
が
成
立
し
得
る
事
実
と
同
数
の
国
際
法
の
淵

源
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
し
か
存
在
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る（

（44
（

」
と
し
て
国
際
法
の
淵
源
（
法
源
）
に
関
す
る

議
論
に
着
手
す
る
。

　

ま
ず
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
淵
源
が
し
ば
し
ば
他
の
概
念
（
と
り
わ
け
、「
原
因
」）
と
混
同
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
注
意

を
促
す（

（4（
（

。
概
説
書
で
は
原
因
と
淵
源
が
混
同
さ
れ
て
き
た
旨
の
み
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
彼
の
講
義
録
に
お
い
て
は
、
こ
の
混
同
の

結
果
と
し
て
論
者
に
よ
っ
て
様
々
に
異
な
る
法
源
が
示
さ
れ
て
き
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
例
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
①
著
名
な
著

作
家
の
見
解
、
②
国
際
的
な
慣
例
、
③
捕
獲
審
検
所
の
決
定
、
④
仲
裁
裁
判
所
の
判
断
、
⑤
国
際
関
係
に
関
す
る
国
内
裁
判
所
の
決
定
、

⑥
国
際
条
約
、
⑦
外
交
使
節
及
び
そ
の
他
の
機
関
の
た
め
の
国
家
に
よ
る
指
示
、
⑧
外
交
政
策
に
関
す
る
国
家
の
公
文
書
、
⑨
国
際
問

題
に
関
す
る
国
内
法
、
そ
し
て
⑩
国
際
会
議
に
お
け
る
議
論
、
の
よ
う
な
様
々
な
も
の（

（43
（

が
国
際
法
の
法
源
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
と

い
う
。

　

そ
の
上
で
、
彼
は
泉
と
そ
こ
か
ら
湧
き
出
る
流
水
と
の
関
係
に
喩
え
な
が
ら
、「
歴
史
的
事
実
に
対
す
る
名
称
で
あ
っ
て
、
そ
の
事
実

か
ら
行
為
規
範
が
生
ま
れ
、
法
的
効
力
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
も
の（

（44
（

」
が
「
法
源
」（
泉
）
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
湧
き
出
る
も
の
が
法
規

則
（
流
水
）
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
実
が
二
つ
し
か
存
在
し
な
い
旨
を
指
摘
し
た
上
で
、「
当
事
国
の
将
来
の

国
際
的
な
行
為
の
た
め
の
規
則
を
定
め
る
条
約
を
国
家
が
締
結
す
る
場
合
に
与
え
ら
れ
る
明
示
的
同
意
」
と
「
あ
る
国
際
的
な
行
為
規

範
に
従
う
と
い
う
慣
習
を
国
家
が
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
黙
示
的
同
意
」の
二
つ

―
明
示
的
合
意
と
し
て
の
条
約
と

黙
示
的
合
意
と
し
て
の
慣
習

―
の
み
が
国
際
法
の
法
源
で
あ
る
と
論
じ
る（

（44
（

。
つ
ま
り
、
他
の
論
者
が
法
源
と
し
て
挙
げ
る
も
の
の
多

く
は
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
と
っ
て
は
国
際
法
の
「
原
因
」
で
し
か
な
く
、
そ
れ
ら
は
あ
る
規
範
が
国
際
法
規
則
と
な
る
過
程
に
お
い
て
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影
響
力
を
有
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
決
し
て
国
際
法
の
「
淵
源
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　

⑶　

方
法
と
し
て
の
実
証
主
義

―
非
実
定
的
要
素
の
排
除

　

既
に
第
一
部
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
実
証
主
義
国
際
法
学
者
と
し
て
一
般
的
に
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、

か
か
る
評
価
は
以
上
の
検
討
を
通
し
て
も
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
際
に
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
国
際
法
学
（science�

of�

international�law
）
に
は
三
つ
の
方
法
論
が
あ
る
と
し
て
、「
自
然
法
学
派
」、「
実
証
主
義
学
派
」、
前
二
者
の
折
衷
型
と
し
て
の
「
グ

ロ
テ
ィ
ウ
ス
学
派
」
を
挙
げ
、
国
際
法
の
歴
史
的
展
開
を
振
り
返
り
つ
つ
、
代
表
的
な
著
作
が
そ
れ
ぞ
れ
何
れ
の
学
派
に
属
す
る
か
と

い
う
点
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
、
一
九
世
紀
末
に
は
実
証
主
義
学
派
が
勝
利
を
収
め
た
旨
を
論
じ
て
い
る（

（44
（

。

　

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
よ
れ
ば
、
実
証
主
義
学
派
の
国
際
法
論
と
い
う
の
は
、「
慣
習
及
び
条
約
に
基
づ
く
実
定
国
際
法
の
み
を
認
識

し
、
自
然
法
及
び
自
然
国
際
法
の
存
在
を
否
定
す
る（

（44
（

」
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
⑵
で
確
認
さ
れ
た
講
義
録
に
お

け
る
法
源
と
混
同
さ
れ
て
き
た
も
の
の
例
示
か
ら
も
、
自
然
法
・
理
性
等
の
非
実
定
的
要
素
を
排
除
す
る
と
い
う
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の

姿
勢（

（44
（

が
理
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
一
般
法
学
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
研
究
者
に
対

し
て
、
そ
の
意
図
及
び
目
的
に
拘
わ
ら
ず
、
国
家
の
慣
習
的
な
実
行
又
は
立
法
条
約
に
見
出
さ
れ
る
現
行
の
国
際
法
規
則
の
検
討
か
ら

始
め
る
こ
と
を
要
求
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
と
論
じ
ら
れ
る（

（44
（

。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
も
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
自
ら
を
実
証
主
義

学
派
に
属
す
る
と
自
認
し
、
法
源
か
ら
非
実
定
的
要
素
を
排
除
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（44
（

。

　
　

㈡　

慣
習
国
際
法
と
黙
示
の
同
意

　
　
　

⑴　

慣
行
と
慣
習
と
の
区
別

　

以
上
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
国
際
法
の
基
礎
及
び
淵
源
を
同
意
に
よ
っ
て
説
明
す
る
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
ま
ず
「
元
来
の
法
源
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（the�original�source

）」
で
あ
る
慣
習
に
つ
い
て
論
じ
る
。
慣
習
を
慣
行
（usage

）
と
の
対
比
を
通
し
て
論
じ
る
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム

に
よ
れ
ば
、「
あ
る
行
為
が
法
的
に
必
要
で
あ
る
か
又
は
法
的
に
正
し
い
と
い
う
確
信
の
下
に
、か
か
る
行
為
を
す
る
と
い
う
明
白
且
つ

継
続
的
な
習
慣
（habit

）
が
生
じ
て
い
る
」
場
合
に
慣
習
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、「
あ
る
行

為
を
す
る
と
い
う
習
慣
が
、
か
か
る
行
為
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
の
確
信
を
伴
わ
ず
に
生
じ
て
い
る
」
場
合
は
慣
行
に
つ
い
て
論
じ
ら

れ
る
と
い
う（

（44
（

。
そ
し
て
、
慣
行
は
慣
習
に
な
る
傾
向
を
有
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
（
理
論
上
の
問
題
で
は
な
く
）
事
実
の
問
題
に
過
ぎ

な
い
の
で
あ
っ
て
、「
頻
繁
に
実
践
さ
れ
て
い
る
国
家
の
あ
る
国
際
的
な
行
為
が
法
的
に
必
要
で
あ
る
か
又
は
法
的
に
正
し
い
と
み
な
さ

れ
る
や
否
や
、
か
か
る
行
為
か
ら
抽
出
さ
れ
る
規
則
が
慣
習
国
際
法
規
則
で
あ
る（

（4（
（

」
と
論
じ
て
い
る
。

　

以
上
の
慣
習
法
論
は
彼
の
概
説
書
に
即
し
て
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
は
慣
習
国
際
法
を
主
題
と
す
る
論
考
を
一
九
一
五
年

に
公
表
し
て
い
る
た
め
、
以
下
で
は
概
説
書
に
お
け
る
記
述
と
の
異
同
に
着
目
し
な
が
ら
、
同
論
考
に
お
け
る
慣
習
法
論
を
確
認
す
る
。

概
説
書
第
二
版
と
第
三
版
の
間
に
公
表
さ
れ
た
同
論
文
に
お
い
て
も
、
国
際
法
の
法
源
は
条
約
と
慣
習
法
の
み
で
あ
る
旨
が
示
さ
れ
、

国
家
の
「
恣
意
（W

illkür

）」
に
服
す
る
国
家
法
と
は
異
な
り
、
国
際
法
は
「
一
度
発
生
す
れ
ば
個
別
国
家
の
恣
意
は
取
り
去
ら
れ
、

他
の
す
べ
て
の
当
事
国
の
同
意
を
以
っ
て
の
み
変
更
さ
れ
る
」
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（43
（

。
ま
た
、
概
説
書
と
同
様
に
慣
行

（Gebrauch

）
と
慣
習
（Gew

ohnheit

）
と
の
区
別
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
こ
の
よ
う
な
区
別
は
法
的
確
信
（Rechtsüberzeugung

）

の
有
無
に
見
出
さ
れ
、
か
か
る
法
的
確
信
は
支
配
的
利
益
（gebieterische�Interessen

）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い

る
（
（44
（

。

　
　
　

⑵　

慣
習
国
際
法
の
妥
当
範
囲

　

こ
の
よ
う
に
慣
行
と
慣
習
と
の
区
別
を
論
じ
た
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、同
論
文
に
お
い
て
次
に
慣
習
国
際
法
の
三
分
類
を
提
示
す
る
。

彼
は
「
慣
行
が
法
的
確
信
に
よ
っ
て
慣
習
に
変
わ
る
と
い
う
事
実
は
、
我
々
に
、
普
遍
、
一
般
及
び
特
別
慣
習
国
際
法
を
区
別
さ
せ
る
」
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と
述
べ
た
上
で
、外
交
関
係
法
の
よ
う
に
、「
あ
る
慣
習
法
規
則
が
共
同
体
の
す
べ
て
の
構
成
員
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
る
と
き
に
存

在
す
る
」
も
の
を
普
遍
慣
習
国
際
法
と
、
そ
し
て
「
国
家
間
共
同
体
の
構
成
員
の
す
べ
て
に
よ
っ
て
で
は
な
い
が
、
大
多
数
の
構
成
員

に
よ
っ
て
慣
習
法
と
認
め
ら
れ
て
い
る
規
則
が
存
在
す
る
」
と
し
て
、
こ
れ
を
特
別
慣
習
国
際
法
と
も
普
遍
慣
習
国
際
法
と
も
異
な
る

一
般
慣
習
国
際
法
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
般
慣
習
国
際
法
の
例
と
し
て
は
、
沿
岸
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
敵
船
の
捕
獲
免

除
に
関
す
る
規
則（

（44
（

及
び
本
国
軍
艦
の
護
送
を
受
け
る
中
立
船
舶
の
臨
検
免
除
に
関
す
る
規
則
が
示
さ
れ
て
い
る（

（44
（

。

　

さ
ら
に
、
普
遍
慣
習
国
際
法
と
一
般
慣
習
国
際
法
と
の
区
別（

（44
（

に
関
す
る
重
要
な
問
題
と
し
て
、
普
遍
慣
習
国
際
法
に
は
共
同
体
の
す

べ
て
の
構
成
国
に
よ
る
同
意
が
必
要
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
、
そ
し
て
新
国
家
は
既
存
の
慣
習
法
に
拘
束
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
が
考

察
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
普
遍
慣
習
国
際
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
成
立
の
た
め
に
は
す
べ
て
の
国
家
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
が
、

過
去
に
お
い
て
若
干
の
国
が
一
般
慣
習
国
際
法
規
則
の
承
認
を
拒
否
し
続
け
た
と
い
う
事
実
が
な
い
こ
と
に
言
及
し
つ
つ
、
例
え
ば
内

陸
国
で
あ
っ
て
も
、
海
洋
国
の
間
で
普
遍
慣
習
国
際
法
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
規
則
に
は
拘
束
さ
れ
る
と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
般
慣
習
国
際
法
に
つ
い
て
は
、
概
説
書
と
同
様
に
、
新
国
家
の
共
同
体
へ
の
参
加
に
は
「
新
た
な
構
成
員
が
普
遍
的
に
妥
当
す
る
法

に
従
う
と
い
う
暗
黙
の
条
件
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
新
国
家
の
成
立
以
前
に
存
在
す
る
普
遍
慣
習
国
際
法
は
新
国
家
を
当

然
に
拘
束
し
、
一
般
慣
習
国
際
法
及
び
特
別
慣
習
国
際
法
に
つ
い
て
は
当
該
新
国
家
の
同
意
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う（

（44
（

。

　

以
上
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
お
い
て
は
、慣
習
法
及
び
条
約
と
も
に
、そ
の
妥
当
範
囲
に
応
じ
て「
普
遍
」・

「
一
般
」・「
特
別
」
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
得
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
即
ち
、
概
説
書
に
お
い
て
は

必
ず
し
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た（

（44
（

が
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
構
想
し
て
い
た
慣
習
国
際
法
は
（
現
代
に
お
い
て
共
有
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
二
分
法
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
）
一
般
国
際
法
の
法
源
で
あ
る
こ
と
が
必
ず
し
も
前
提
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

（44
（

。
ま

た
、
新
国
家
が
国
家
間
共
同
体
に
入
会
す
る
際
に
は
既
存
の
普
遍
慣
習
国
際
法
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
暗
黙
の
条
件
が
前

提
と
さ
れ
て
お
り
、一
般
慣
習
国
際
法
及
び
特
別
慣
習
国
際
法
に
つ
い
て
は
新
国
家
の
個
別
の
同
意
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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さ
ら
に
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
構
想
し
て
い
た
慣
習
国
際
法
は
必
然
的
に
普
遍
的
妥
当
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
前
提
と
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
点
と
彼
の
国
際
法
論
に
お
い
て
非
実
定
的
要
素
が
排
除
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
と
を
併
せ
て
考
慮
す
る
と
、
同
質
的

な
国
際
社
会
の
す
べ
て
の
構
成
員
を
拘
束
す
る
普
遍
国
際
法
の
成
立
に
は
そ
の
全
構
成
員
の
明
示
又
は
黙
示
の
同
意
が
求
め
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
一
五
年
論
文
の
普
遍
慣
習
国
際
法
と
一
般
慣
習
国
際
法
と
の
関
係
を
論
じ
る
部
分
に
お
い

て
は
、
内
陸
国
が
海
洋
国
の
間
で
妥
当
す
る
普
遍
慣
習
国
際
法
に
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
例
が
示
す
よ
う
に
、
当
該
内
陸
国
が
実
際
に
同

意
を
与
え
て
い
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
普
遍
慣
習
国
際
法
の
成
立
に
際
し
て
そ
の
同
意
が
擬
制
さ
れ
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
次
の
よ
う
な

記
述
が
あ
り
、
同
論
文
に
お
け
る
彼
の
議
論
の
整
合
性
と
い
う
観
点
か
ら
問
題
と
な
る
。

こ
れ
迄
に
あ
る
規
則
が
適
用
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
す
べ
て
の
国
が
当
該
規
則
を
慣
習
法
と
し
て
承
認
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
且
つ
、
か

か
る
国
家
の
数
が
多
く
、
そ
し
て
そ
の
重
要
性
が
高
い
た
め
に
国
際
的
な
国
家
間
共
同
体
全
体
の
支
配
的
利
益
が
当
該
規
則
の
背
景
に
あ
る
と

想
定
で
き
る
場
合
に
、
我
々
は
当
該
規
則
が
普
遍
慣
習
国
際
法
で
あ
る
と
い
う
原
理
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

（
（44
（

。

　

慣
習
国
際
法
も
普
遍
・
一
般
・
特
別
国
際
法
に
分
類
可
能
で
あ
る
と
示
す
こ
と
で
、
普
遍
慣
習
国
際
法
の
成
立
に
は
す
べ
て
の
国
家

の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
彼
の
立
場（

（4（
（

に
鑑
み
る
と
、
右
の
一
節
は
普
遍
慣
習
国
際
法
の
成
立
に
お
い
て
恰
も
「
同
意
の
擬
制
」
を

許
容
す
る
よ
う
な
議
論
で
あ
り
、
彼
が
む
し
ろ
厳
格
な
同
意
要
件
を
緩
和
し
て
い
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

但
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
あ
る
規
則
が
適
用
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
す
べ
て
の

4

4

4

4

国
家
」
と
い
う
制
限
に
着
目
す
る
と
、
オ
ッ
ペ
ン

ハ
イ
ム
の
議
論
が
単
に
（
利
害
関
係
国
を
含
む
）
多
数
の
国
家
の
実
行
に
よ
っ
て
一
般
法
た
る
慣
習
法
が
成
立
す
る
と
い
う
現
代
の
支

配
的
理
解
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
即
ち
、
彼
が
挙
げ
て
い
る
海
洋
国
間
の
慣
習
国
際
法
と
内
陸
国
と
の
関

係
と
い
う
例
に
即
し
て
説
明
す
る
な
ら
ば
、
内
陸
国
の
同
意
が
擬
制
さ
れ
る
の
は
、
あ
る
規
則
が
す
べ
て
の
海
洋
国
の
間
で
普
遍
慣
習
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国
際
法
と
し
て
成
立
し
て
い
る
場
合
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
か
か
る
慣
習
法
規
則
が
海
洋
国
の
間
に
お
け
る
「
普
遍
」
国
際
法
で

な
け
れ
ば
、
同
規
則
に
対
す
る
内
陸
国
の
同
意
は
当
然
に
擬
制
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る（

（43
（

。

　

以
上
か
ら
、
普
遍
慣
習
国
際
法
は
共
同
体
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
国
家
に
よ
る
同
意
が
な
い
限
り
成
立
し
得
な
い
が
、
こ
こ
で
い
う

と
こ
ろ
の
「
す
べ
て
の
国
家
」
と
は
「
あ
る
規
則
が
適
用
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
す
べ
て
の
国
家
」
で
あ
っ
て
、
共
同
体
の
す
べ
て
の
構

成
員
を
必
ず
し
も
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る（

（44
（

。
そ
の
た
め
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
普
遍
慣
習
国
際
法

の
中
に
は
、
共
同
体
の
構
成
員
す
べ
て
の
実
際
の
同
意
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
、
あ
る
規
則
が
適
用
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
す
べ
て
の
国

家
に
よ
っ
て
慣
習
国
際
法
と
し
て
承
認
さ
れ
、
且
つ
、
そ
の
背
景
に
共
同
体
の
利
益
を
見
出
せ
る
場
合
に
、
実
際
に
黙
示
の
同
意
を
与

え
て
い
な
い
（
か
か
る
慣
習
法
に
合
致
す
る
形
で
行
動
し
て
い
な
い
）
国
家
の
同
意
が
擬
制
さ
れ
る
も
の
、
と
い
う
二
つ
が
観
念
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
が
二
点
目
に
掲
げ
て
い
た
条
件
か
ら
も
明
ら
か
な
通
り
、
普
遍
慣
習
国
際
法
の
成
立

に
お
け
る
国
家
の
同
意
の
擬
制
に
お
い
て
も
、
国
家
が
国
家
間
共
同
体
へ
入
会
す
る
場
合
と
同
様
に
、「
共
同
体
の
利
益
」
が
重
視
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
併
せ
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
同
意
の
擬
制
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
共
通

の
同
意
理
論
に
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
批
判
も
あ
る
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
て
後
に
（
本
章
第
三
節
）

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　

㈢　

条
約
と
明
示
の
同
意

　
　
　

⑴　

立
法
条
約

―
条
約
の
法
源
性
の
限
定

　

次
に
、
二
番
目
の
法
源
で
あ
る
条
約
に
つ
い
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
「
立
法
条
約
（law

-m
aking�treatie

（
（44
（s

）」
の
み
が
国
際
法
の

法
源
と
な
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
即
ち
、
数
多
く
の
目
的
の
た
め
に
条
約
は
締
結
さ
れ
る
が
、
国
際
法
の
法
源
と
し
て
の
条
約
は
、
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「
将
来
の
国
際
的
な
行
為
の
た
め
に
新
た
な
規
則
を
定
立
す
る
も
の
、
又
は
、
既
存
の
慣
習
法
規
則
を
確
認
、
明
確
化
若
し
く
は
廃
止

す
る
も
の（

（44
（

」
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
法
条
約
と
区
別
さ
れ
る
条
約
類
型
は
、「
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

目
的
の
た
め
」
に
締
結
さ
れ
る
条
約
で
あ
る（

（44
（

。
ま
た
、
国
家
間
共
同
体
は
組
織
化
さ
れ
た
社
会
で
は
な
い
た
め
、
国
家
に
お
け
る
議
会

の
よ
う
な
法
定
立
の
た
め
の
中
心
的
権
力
は
存
在
せ
ず
、
慣
習
と
対
比
し
て
「
意
図
的
な
行
為
（deliberate�act

）
に
よ
っ
て
国
際
法

が
形
成
さ
れ
る
唯
一
の
方
法（

（44
（

」
が
条
約
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
よ
れ
ば
、
一
六
四
八
年
の
い
わ
ゆ
る
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
八
一
五
年
に
至
る
ま
で

に
締
結
さ
れ
た
条
約
は
世
界
規
模
の
重
要
性
を
有
す
る
立
法
条
約
と
は
評
価
で
き
ず
、
こ
の
よ
う
な
立
法
条
約
の
最
初
の
例
は
一
八
一

五
年
の
ウ
ィ
ー
ン
会
議
最
終
議
定
書
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ウ
ィ
ー
ン
会
議
最
終
議
定
書
か
ら
一
九
〇
一
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
に
至
る

ま
で
、
概
説
書
で
は
「
一
九
世
紀
に
お
け
る
重
要
な
立
法
条
約
」
と
し
て
合
計
一
三
の
具
体
例（

（44
（

が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
条
約
が
立

法
条
約
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
は
個
別
規
定
に
即
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
点（

（44
（

、
そ
れ
故
に
立
法
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
な
規
定
を
含
ま

な
い
も
の
も
立
法
条
約
と
観
念
さ
れ
る
点（

（44
（

、
そ
し
て
立
法
条
約
で
あ
る
こ
と
と
条
約
の
当
事
国
数
と
は
無
関
係
で
あ
る
点（

（4（
（

を
、
こ
れ
ら

の
具
体
例
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
国
際
法
を
そ
の
妥
当
範
囲
に
応
じ
て
普
遍
・
一
般
・
特
別
国
際
法
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
た
こ
と
は
既

に
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
彼
は
立
法
条
約
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
再
び
こ
の
三
分
類
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。
ま

ず
、
立
法
条
約
は
当
該
条
約
の
締
約
国
の
み
に
対
し
て
法
を
創
設
す
る
に
過
ぎ
ず
、
多
く
の
立
法
条
約
は
少
数
国
間
で
締
結
さ
れ
て
い

る
た
め
特
別
国
際
法
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
立
法
条
約
の
多
く
が
特
別
国
際
法
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
大
国
を
含

む
多
く
の
国
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
て
い
る
立
法
条
約
も
存
在
し
、
こ
の
よ
う
な
一
般
国
際
法
と
し
て
の
立
法
条
約
は
、
こ
れ
ま
で
そ
れ

に
対
し
て
同
意
を
与
え
な
か
っ
た
諸
国
に
よ
っ
て
、「
や
が
て
明
示
的
に
同
意
を
与
え
ら
れ
る
か
、
又
は
、
慣
習
を
通
じ
て
黙
示
的
に
各

規
則
が
承
認
さ
れ
る
か
の
何
れ
か
に
よ
っ
て
、
普
遍
国
際
法
に
な
る
傾
向
を
有
し
て
い
る（

（43
（

」
と
い
う
こ
と
が
付
言
さ
れ
て
い
る（

（44
（

。
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⑵　

条
約
の
拘
束
力
の
問
題

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
般
国
際
法
と
し
て
の
立
法
条
約
の
重
要
性
を
確
認
す
る
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
で
あ
る
が
、
最
後
に
は
条
約
の
法
源

と
し
て
の
地
位
が
慣
習
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
慣
習
こ
そ
が
元
来
の
法
源
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る（

（44
（

。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に

条
約
の
法
源
と
し
て
の
地
位
が
慣
習
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
お
い
て
は
条
約
の
拘
束
力
も
ま
た
慣
習
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る（

（44
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
条
約
の
拘
束
力
の
説
明
は
、
概
説
書
の
記
述
に
お
い
て
「
普
遍
的
に
承
認
さ

れ
て
い
る
」
慣
習
法
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
一
見
す
る
と
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
一
九
一
五
年
論
文
に
お
い
て
は
、
彼
が
構

想
し
た
慣
習
国
際
法
は
必
ず
し
も
普
遍
国
際
法
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
普
遍
慣
習
国
際
法
と
一
般
慣
習
国
際
法
と
の
間
に
区
別

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
共
同
体
の
す
べ
て
の
構
成
国
の
黙
示
の
同
意
が
な
い
限
り
、
普
遍
国
際
法
は
存
在
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
想

起
す
る
と
、
直
ち
に
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
条
約
の
拘
束
力
を
基
礎
づ
け
る
慣
習
法
が
概
説
書
に
お
い
て

は
一
見
し
た
と
こ
ろ
「
普
遍
国
際
法
」
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
条
約
の
拘
束
力
を
規
定

す
る
慣
習
国
際
法
が
普
遍
国
際
法
で
あ
る
か
否
か
に
関
す
る
検
討
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
の
点
に
つ
き
、
あ
り
得
る
一
つ
の
解
釈
と
し
て
、「
普
遍
的
に
承
認
さ
れ
た
」
と
い
う
記
述
が
概
説
書
に
お
い
て
単
に
欠
落
し
て
い

る
と
考
え
る
こ
と
で
、
こ
の
「
慣
習
法
」
は
「
普
遍
国
際
法
」
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
と
い
う
理
解
が
挙
げ
ら
れ
得
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
確
か
に
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
決
し
て
自
明
の
も
の
と
は
い
え
な
い
。
そ
し
て
、
一
般
的
に
国

際
法
体
系
に
お
い
て
か
か
る
規
則
が
普
遍
国
際
法
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る（

（44
（

に
も
拘
わ
ら
ず
、
概
説
書
及
び
一
九
一
五
年
論
文
の
両

者
に
お
い
て
、
か
か
る
規
則
が
普
遍
国
際
法
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
も
、
こ
の
点
に
関
す
る
よ
り
一
層
綿

密
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（44
（

。

　

こ
の
問
題
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、
ま
ず
は
条
約
の
拘
束
力
に
つ
い
て
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
確
認
し
て
み
た
い
。
オ
ッ

ペ
ン
ハ
イ
ム
に
よ
れ
ば
、
条
約
の
拘
束
力
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
非
常
に
多
く
の
見
解
が
提
示
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
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れ
ら
は
何
れ
も
説
得
的
な
も
の
で
は
な
く
、次
の
三
つ
の
問
い
に
分
解
す
る
こ
と
で
満
足
の
い
く
よ
う
に
処
理
さ
れ
得
る
と
い
う（

（44
（

。オ
ッ

ペ
ン
ハ
イ
ム
が
示
す
三
つ
の
問
い
と
は
、
即
ち
、
一
点
目
に
、「
条
約
が
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
の
は
何
故
か
」
と
い
う
問
い
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
て
は
、こ
の
旨
の
慣
習
法
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
断
定
的
な
回
答
が
示
さ
れ
て
い
る
。次
い
で
二
点
目
に
、「〔
条

約
は
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
と
い
う
〕
慣
習
法
規
則
が
存
在
す
る
原
因
は
何
か
」
と
い
う
問
い
が
示
さ
れ
、
こ
れ
は
複
数
の
原
因
に
依

る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
宗
教
・
道
徳
上
の
理
由
及
び
国
家
の
利
害
が
か
か
る
規
則
を
要
求
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
規
則
が
存
在
し

な
け
れ
ば
国
家
間
に
法
は
存
在
し
な
い
と
論
じ
て
い
る
。そ
し
て
最
後
に
、「
執
行
の
た
め
の
法
的
な
権
威
を
欠
い
て
い
る
に
も
拘
わ
ら

ず
、
何
故
条
約
の
法
的
拘
束
力
が
説
明
さ
れ
得
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
既
に
国
際
法
の
法
的
性
質
を
論
じ
た
部
分（

（44
（

で
述
べ

た
よ
う
に
、
国
際
法
も
か
か
る
法
的
権
威
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る（

（44
（

。

　

条
約
の
拘
束
力
を
慣
習
法
に
求
め
る
右
の
よ
う
な
議
論
は
一
九
一
五
年
論
文
に
お
い
て
も
展
開
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
結

局
の
と
こ
ろ
「
条
約
の
拘
束
力
は
慣
習
法
に
由
来
す
る
」
と
い
う
場
合
の
「
慣
習
法
」
が
「
普
遍
国
際
法
」
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た

か
否
か
に
つ
い
て
は
、
概
説
書
及
び
一
九
一
五
年
論
文
の
記
述
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
関

連
す
る
記
述
の
内
在
的
理
解
に
基
づ
い
て
か
か
る
規
則
に
つ
い
て
検
討
す
る
な
ら
ば
、
次
の
点
に
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
は
、
条
約
の
法
源
と
し
て
の
地
位
は
慣
習
に
基
づ
い
て
い
る
と
彼
が
概
説
書
で
論
じ
る
際
に
用
い
て
い
る
、「
慣
習
こ
そ
が

国
際
法
の
元
来
の
法
源
で
あ
る（

（4（
（

」
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
こ
の
点
に
関
連
す
る
概
説
書
の
記
述（

（43
（

を
確
認
す
る
限
り
で
は
、
こ
の
「
元
来
の
法
源
」
と
い
う
言
葉
に
は
慣
習
法
及
び
条
約

の
出
自
に
関
す
る
歴
史
的
な
前
後
関
係
が
含
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
し
て
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
よ
れ
ば
、
慣
習
法
規
則

自
体
の
成
立
及
び
発
達
は
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

同
質
的
な
国
際
社
会
の
構
成
国
は
、
そ
の
共
同
体
の
中
で
誕
生
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
共
同
体
の
中
で
成
長
す
る
の
で
も
な
い
。
新
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た
な
構
成
国
は
、
明
示
的
又
は
黙
示
的
な
承
認
を
通
し
て
共
同
体
に
単
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。〔
…
中
略
…
〕。

　

国
際
法
の
慣
習
規
則
は
、
諸
国
家
の
共
通
の
同
意
に
よ
っ
て
生
じ
る

―
即
ち
、
様
々
な
国
家
が
か
か
る
規
則
に
対
す
る
黙
示
的
な
同
意
を

含
む
よ
う
な
方
法
で
行
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
慣
行
が
生
じ
る
過
程
及
び
慣
行
が
慣
習
へ
と
変
わ
る
過
程
を
遡
る
限
り
、
国
際
法
の
慣
習
規

則
は
次
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
。〔
即
ち
〕
国
家
間
の
交
流
は
国
家
の
国
際
的
な
行
為
の
た
め
の
規
則
を
必
要
と
し
た
。
そ
れ
故
に
、
あ
る
場
合

に
様
々
な
国
家
が
同
一
又
は
類
似
し
た
方
法
で
行
動
す
る
こ
と
で
、
単
一
の
慣
行
が
次
第
に
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
世
末
か
ら
幾
つ
か
の

国
際
的
な
行
為
の
た
め
の
規
則
が
切
望
さ
れ
た
の
で
、
国
際
法
理
論
は
宗
教
、
道
徳
、
理
性
及
び
歴
史
的
考
察
を
基
礎
と
し
て
若
干
の
規
則
を

構
想
す
る
こ
と
で
、
国
家
の
国
際
的
な
行
為
に
係
る
規
則
の
発
達
の
た
め
の
基
盤
を
用
意
し
た
。〔
…
中
略
…
〕。
国
際
的
な
行
為
の
た
め
の
法

的
拘
束
力
の
あ
る
規
則
が
存
在
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
文
明
諸
国
の
政
府
及
び
世
論
の
確
信
が
一
方
に
お
い
て
存
在
せ
ず
、
か
か
る
規
則
の
発

展
に
対
す
る
利
益
及
び
必
要
性
に
よ
っ
て
国
家
に
与
え
ら
れ
る
圧
力
が
他
方
に
お
い
て
存
在
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
国
際
法
の
慣
習
規
則
は
決

し
て
生
じ
な
か
っ
た
だ
ろ
う

（
（44
（

。

　

ま
た
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
よ
れ
ば
、
慣
習
法
規
則
が
生
成
さ
れ
る
場
と
な
る
同
質
的
な
国
際
社
会
の
構
成
員
で
あ
る
諸
国
家
は
、

「
国
際
法
が
慣
習
又
は
条
約
を
通
し
て
次
第
に
成
長
し
た
た
め
に
、
元
来
か
ら
構
成
員
で
あ
る
か
、
又
は
、
国
家
が
誕
生
し
た
際
に
既

存
の
構
成
員
の
総
体
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
で
構
成
員
に
な
っ
て
い
る
か
の
何
れ
か（

（44
（

」
で
あ
る
。
そ
し
て
前
者
に
つ
い
て
は
、
国

際
法
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
の
間
で
慣
習
及
び
条
約
を
通
し
て
次
第
に
発
達
し
た
た
め
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
い
キ
リ
ス
ト

教
諸
国
が
同
質
的
な
国
際
社
会
の
元
来
の
構
成
国
で
あ
る（

（44
（

」
と
論
じ
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
同
質
的
な
国
際
社
会
の
構
成
員
と
認
め
ら

れ
る
た
め
の
三
つ
の
条
件
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
「
将
来
の
国
際
的
な
行
為
を
国
際
法
規
則
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
明

示
的
又
は
黙
示
的
に
同
意
す
る
こ
と（

（44
（

」
を
挙
げ
て
い
る
。

　

以
上
の
事
柄
を
纏
め
て
考
え
る
と
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
議
論
の
内
在
的
理
解
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
議
論
が
可
能
で
あ
っ
た
と
考
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え
ら
れ
る
。
即
ち
、
条
約
の
拘
束
力
の
根
拠
と
な
る
慣
習
国
際
法
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
い
う
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
い
キ
リ
ス
ト
教

諸
国
」
―
「
同
質
的
な
国
際
社
会
」
の
元
来
の
構
成
国

―
の
間
で
普
遍
慣
習
国
際
法
と
し
て
確
立
し
て
い
た
場
合
に
、
そ
れ
以
降

に
こ
の
共
同
体
に
入
会
し
た
諸
国
に
対
し
て
も
普
遍
慣
習
国
際
法
と
し
て
妥
当
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
説
明
で
あ
る
。
勿
論
、
条

約
の
拘
束
力
に
関
す
る
慣
習
法
が
同
質
的
な
国
際
社
会
の
元
来
の
構
成
国
の
間
で
普
遍
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
自
体
は
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
条
約
が
締
約
国
を
拘
束
す
る
と
い
う
こ
と
が
「
事
実
で
あ
る
」
と
い
う
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
書
き
ぶ
り
に
鑑
み
る

と
、
か
か
る
慣
習
法
の
存
在
が
所
与
の
事
実
と
し
て
彼
の
構
想
の
中
で
は
前
提
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（44
（

。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
点
を
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
疑
問
は
残
る
が
、以
上
の
よ
う
に
、

条
約
の
拘
束
力
を
基
礎
づ
け
る
慣
習
法
が
普
遍
慣
習
国
際
法
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
彼
の
論
考
の
内
在

的
理
解
か
ら
導
か
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
よ
う（

344
（

。

　

第
三
節　

共
通
の
同
意
理
論
に
お
け
る
矛
盾
？

―
国
家
間
共
同
体
と
共
通
の
同
意

　
　

㈠　

共
通
の
同
意
は
一
般
性
を
有
す
る
の
か

―
国
際
法
の
基
礎
と
法
源
と
の
関
係

　
　
　

⑴　

共
同
体
の
構
成
員
の
圧
倒
的
多
数
の
同
意
と
し
て
の
共
通
の
同
意

　

前
節
ま
で
に
お
い
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
お
け
る
国
際
法
の
基
礎
及
び
法
源
と
し
て
の
共
通
の
同
意
理
論
を
理
解
す
る
た
め
に
、

主
と
し
て
概
説
書
の
議
論
を
中
心
に
彼
の
見
解
を
検
討
し
て
き
た
。
既
に
確
認
さ
れ
た
通
り
、
彼
が
構
想
し
た
共
通
の
同
意
は
次
の
よ

う
な
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
即
ち
、
同
質
的
な
国
家
集
団
と
い
う
諸
国
家
間
の
共
同
体
に
お
い
て
行
為
規
範
が
存
在
し
、
か

か
る
規
範
が
外
的
な
力
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
共
通
の
同
意
が
存
在
す
る
た
め
、
国
際
法
は
国
内
法
と
同
様
に
法
で
あ

る
。
か
か
る
共
通
の
同
意
は
、
国
内
法
と
同
様
に
国
際
法
の
「
基
礎
」
で
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
共
同
体
の
個
々
の
構
成
員
の
す
べ
て
に

よ
る
同
意
を
意
味
せ
ず
、「
構
成
員
の
圧
倒
的
多
数
の
明
示
的
又
は
黙
示
的
な
同
意
」
で
あ
り
、「
反
対
す
る
構
成
員
は
少
し
の
重
要
性
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も
有
さ
ず
、
共
同
体
の
個
々
の
構
成
員
と
対
比
さ
れ
る
統
一
体
と
し
て
の
共
同
体
の
意
思
を
求
め
る
者
の
視
野
か
ら
は
完
全
に
消
失
し

て
し
ま
う（

344
（

」
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
国
際
法
は
共
通
の
同
意
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
条
約
に
お
い
て
脱

退
が
明
示
的
に
許
容
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、
共
同
体
の
構
成
員
で
あ
る
諸
国
家
は
一
度
同
意
し
た
慣
習
法
及
び
条
約
を
一
方
的

に
変
更
し
得
ず
、
共
通
の
同
意
の
み
が
か
か
る
同
意
を
変
更
し
得
る
の
で
あ
っ
た（

344
（

。

　

こ
の
よ
う
な
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
共
通
の
同
意
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
国
際
法
の
基
礎
で
あ
る
か
か
る
同
意
は
す
べ
て
の
国
家
の
同
意

を
必
要
と
し
な
い
た
め
、
普
遍
的
な
同
意
か
ら
は
区
別
さ
れ
る
一
般
的
な
同
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
、
既
に
確
認
さ
れ
た

よ
う
に
（
第
一
部
第
一
章
第
二
節
㈢
）、
先
行
研
究
の
中
に
は
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
共
通
の
同
意
を
ル
ソ
ー
の
「
一
般
意
志
」
と
し
て
理

解
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
理
解
の
下
で
、（
国
内
社
会
と
同
様
に
）
国
際
社
会
に
お
い
て
も
多
数
の
意
思
が
そ
れ
に

反
対
す
る
少
数
の
意
思
を
拘
束
す
る
こ
と
が
何
故
正
当
化
さ
れ
得
る
の
か
と
い
う
点
を
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
何
ら
説
明
し
て
い
な
い
、

と
い
う
旨
の
批
判
が
提
示
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る（

34（
（

。

　

そ
こ
で
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
共
通
の
同
意
の
定
義
を
再
度
確
認
し
て
み
る
と
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
提
示
す
る
共
通
の
同
意
の
定

義
が
国
内
法
及
び
教
会
法
の
基
礎
と
し
て
の
共
通
の
同
意
か
ら
類
推
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば
、
英
国
に
お
い
て
議
会
の
立
法
が
妥
当
す
る
た
め
に
は
、
英
国
と
い
う
共
同
体
に
属
す
る
全
員
の
同
意
は
必
要
で
は
な
く
、
構
成
員

の
圧
倒
的
多
数
の
同
意
で
十
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ル
ソ
ー
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
特
殊
意
志
の
総
体
と
し
て
の
全
体
意
志
で
は

な
く
一
般
意
志
が
法
の
基
礎
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
議
論
を
国
際
法
に
つ
い
て
援
用
す

る
な
ら
ば
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
い
う
国
際
法
は
、
同
質
的
な
国
際
社
会
の
構
成
国
す
べ
て
に
よ
っ
て
同
意
さ
れ
た
も
の
で
な
く
と
も
、

一
般
的
な
同
意
（
即
ち
、
一
般
意
志
と
し
て
の
「
共
通
の
同
意
」）
を
備
え
た
も
の
で
十
分
で
あ
る
と
構
想
さ
れ
て
い
た
と
理
解
で
き

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
共
通
の
同
意
を
こ
の
よ
う
に
「
一
般
性
」
を
備
え
た
同
意
と
し
て
理
解
す
る
な
ら
ば
、
我
々
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は
次
の
よ
う
な
矛
盾
点
を
彼
の
議
論
の
中
に
見
出
す
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
国
際
法
を
そ
の
妥
当
範
囲
に
応
じ
て

三
つ
に
分
類
す
る
中
で
、
少
数
国
間
に
の
み
妥
当
す
る
特
別
国
際
法
を
観
念
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
オ
ッ
ペ

ン
ハ
イ
ム
は
一
般
法
の
み
が
国
際
法
で
あ
る
と
の
立
場
を
採
用
し
て
い
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
一
方
で
は
特
別

国
際
法
の
存
在
を
認
め
、
他
方
に
お
い
て
共
通
の
同
意
を
一
般
的
な
同
意
と
同
視
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
構
想
と

し
て
矛
盾
な
く
理
解
し
得
る
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
概
説
書
に
お
け
る
国
際
法
の
基
礎
及
び
法
源
と
の
間
の
関
係
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解

す
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
国
際
法
の
基
礎
に
関
す
る
議
論
の
後
に
法
源
論
を
展
開
す
る
際
に
、
国
際
法
の

基
礎
が
同
質
的
な
国
際
社
会
の
構
成
国
の
共
通
の
同
意
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
た
め
、「
共
通
の
同
意
が
成
立
し
得
る
事
実
と
同
数
の
国
際

法
の
淵
源
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
し
か
存
在
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る（

343
（

」
と
論
じ
て
い
た
。
そ
れ
故
に
、
こ

の
基
礎
と
法
源
と
の
議
論
に
お
け
る
共
通
の
同
意
の
意
味
が
一
貫
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
提
示
し
た
「
共
通
の
同
意
」
と
い
う
観
念
を
我
々
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
国
際
法
の
基
礎
と
法
源
に
関
す
る
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
議
論
の
間
で
、
共
通
の
同
意
が
異
な
る
も
の
と
し
て
構

想
さ
れ
て
い
た
と
い
う
理
解
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
国
際
法
の
基
礎
と
し
て
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
共
通
の
同
意
を
論
じ
る
際
の
共

通
の
同
意
の
定
義
に
お
け
る
国
家
間
共
同
体
の
「
構
成
員
の
圧
倒
的
多
数
の
同
意
」
と
い
う
の
は
、
個
別
規
則
に
対
す
る
同
意
を
意
味

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
総
体
と
し
て
の
国
際
法
の
存
在
に
対
す
る
同
意
で
あ
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
共
通
の
同
意
理
論

自
体
が
、
国
際
法
が
法
で
は
な
い
と
い
う
議
論
に
対
す
る
反
駁
と
し
て
援
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
国
際
法
の
基
礎
と
い
う
彼
の
議
論

に
お
け
る
そ
の
位
置
づ
け
に
着
目
し
た
解
釈
で
あ
る（

344
（

。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
で
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
お
け
る
共
通
の
同
意
は
、

国
際
法
の
法
源
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
際
に
、
同
質
的
な
国
際
社
会
の
構
成
国
の
間
で
の
同
意
を
得
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
る
個
別
規
則

に
対
し
て
は
特
殊
意
志
の
総
体
と
し
て
の
全
体
意
志
と
し
て
観
念
さ
れ
る
一
方
で
、
他
方
で
は
国
際
法
が
法
と
し
て
存
在
す
る
と
い
う
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こ
と
（
正
確
に
は
、
共
同
体
に
お
け
る
行
為
規
範
の
外
的
な
力
に
よ
る
執
行
）
に
対
す
る
（
国
際
法
の
基
礎
と
し
て
の
）
共
通
の
同
意

は
、
仮
に
そ
れ
に
反
対
す
る
構
成
国
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
反
対
は
法
と
し
て
の
国
際
法
の
存
在
に
と
っ
て
は
何
ら
の
意
味
も
有

さ
な
い
よ
う
な
一
般
意
志
と
し
て
観
念
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る（

344
（

。

　
　
　

⑵　

一
度
与
え
た
同
意
を
撤
回
す
る
場
合
に
要
求
さ
れ
る
共
通
の
同
意

　

と
こ
ろ
で
、
彼
が
概
説
書
に
お
い
て
「
共
通
の
同
意
」
を
二
つ
の
意
味
を
有
す
る
も
の

―
一
般
意
志
と
特
殊
意
志
の
総
和
と
し
て

の
全
体
意
志

―
と
し
て
提
示
し
、国
際
法
の
基
礎
と
法
源
と
の
間
で
共
通
の
同
意
の
内
容
を
区
別
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

右
で
示
し
た
理
解
に
基
づ
く
と
、
共
通
の
同
意
が
援
用
さ
れ
て
い
る
も
う
一
つ
の
例
、
即
ち
、
脱
退
規
定
を
含
ま
な
い
条
約
か
ら
の
脱

退
（
又
は
一
度
同
意
を
与
え
た
慣
習
法
か
ら
の
同
意
の
撤
回（

344
（

）
の
際
に
要
求
さ
れ
る
共
通
の
同
意
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
議
論
が
妥
当

す
る
か
否
か
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
の
共
通
の
同
意
を
、
仮
に
一
般
意
志
と
し
て
の
共
通
の
同
意
と
し

て
理
解
す
る
と
、
例
え
ば
脱
退
規
定
を
有
さ
な
い
あ
る
条
約
か
ら
一
当
事
国
が
脱
退
す
る
場
合
（
概
説
書
で
は
一
八
五
六
年
の
パ
リ
宣

言
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。）
に
は
、
必
ず
し
も
全
当
事
国
の
同
意
（
即
ち
、
全
体
意
志
）
が
必
要
と
は
さ
れ
ず
に
、
当
事
国
の
多
数
の
国

家
の
同
意
に
よ
っ
て
、
当
該
国
は
条
約
か
ら
脱
退
し
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
条
約
法
論
と
整
合
的
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
条
約
の
終
了
原
因
の
一

つ
と
し
て
の
解
消
（dissolution

）
の
項
目
に
お
け
る
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
議
論
を
参
照
す
る
こ
と
で
明
ら
か
と
な
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、

条
約
が
永
久
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
又
は
一
定
の
存
続
期
間
が
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
か
か
る
条
約
は
原
則
と
し
て
相
互
の
同
意

（m
utual�consent

）
が
あ
る
場
合
に
の
み
解
消
さ
れ
る
。
ま
た
、
仮
に
、
条
約
が
そ
の
よ
う
な
期
間
を
設
定
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、

一
方
当
事
国
の
通
告
に
よ
っ
て
か
か
る
条
約
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
く
の
条
約
は
、
一
方
当
事
国
の
通
告
に
よ
る
撤
回
が
可

能
で
あ
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
が
、
仮
に
明
示
の
規
定
を
欠
い
て
い
て
も
、
こ
の
種
の
条
約
の
場
合
は
通
告
に
よ
る
撤
回
が
認
め
ら
れ
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る
。
さ
ら
に
、
条
約
が
一
定
期
間
又
は
永
久
的
な
存
続
を
規
定
し
て
い
る
場
合
に
は
相
互
の
同
意
が
な
い
限
り
条
約
は
解
消
さ
れ
得
な

い
と
い
う
右
記
の
原
則
に
対
し
て
、
そ
の
例
外
と
し
て
、
事
情
の
変
更
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
条
約
で
あ
っ
て
も
、

一
方
当
事
国
に
よ
っ
て
撤
回
さ
れ
得
る
と
い
う
の
で
あ
る（

344
（

。

　

こ
の
よ
う
な
具
体
的
規
則
を
念
頭
に
置
く
と
、
共
通
の
同
意
が
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
想
定
し
た
事
例
は
、
条

約
（
こ
の
条
約
は
永
久
的
な
も
の
で
あ
る
。）
が
通
告
に
よ
る
撤
回
を
当
事
国
に
許
容
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
。
そ
し
て
オ
ッ
ペ
ン
ハ

イ
ム
は
、
か
か
る
条
約
の
当
事
国
は
通
告
と
い
う
一
方
的
宣
言
に
よ
っ
て
、
か
か
る
条
約
を
撤
回
（
即
ち
、
か
か
る
条
約
か
ら
の
脱
退
）

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
が
許
容
さ
れ
る
の
は
「
共
通
の
同
意
に
よ
る
場
合
の
み
」
で
あ
る
旨
を
論
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

こ
と
は
、
即
ち
、
永
続
的
な
条
約
の
撤
回
の
た
め
に
は
相
互
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
に
等
し
く
、
こ
こ
に
お

け
る
共
通
の
同
意
は
全
体
意
志
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
以
上
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
条
約
の
存
続
が
一
定
期
間
又
は
永
続
的
な
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
相

互
の
同
意
の
他
に
事
情
変
更
を
理
由
と
す
る
一
方
当
事
国
に
よ
る
解
消
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
理

解
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
共
通
の
同
意
の
み
に
よ
っ
て
既
に
与
え
た
同
意
が
撤
回
さ
れ
る
と
い
う
右
記
原
則
に
対
す
る
例
外
を
示
し

て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
同
様
に
概
説
書
に
お
け
る
該
当
部
分
の
議
論
を
参
照
す
る
と
、「
事
情
の
根
本
的
変

化
」
と
い
う
項
目
に
お
い
て
、
か
か
る
事
情
変
更
原
則
の
根
拠
は
い
わ
ゆ
る
「
黙
示
条
項
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
同
原
則
は
「
合

意
は
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
原
則
と
同
様
に
国
際
法
及
び
国
家
の
国
際
的
な
交
際
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
即
ち
、
国
家
の
自
己
保
存
及
び
発
展
は
各
国
に
と
っ
て
主
要
な
義
務
で
あ
り
、
か
か
る
義
務
の
履
行
を
妨
げ
る
よ
う
な
条
約
に
同

意
を
与
え
る
国
家
は
存
在
し
な
い
た
め
、
す
べ
て
の
条
約
は
「
も
し
事
情
が
こ
の
ま
ま
存
続
す
る
な
ら
ば
（rebus sic stantibus

）」
と

い
う
黙
示
的
な
条
件
の
下
で
締
結
さ
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る（

344
（

。

　

尤
も
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
同
原
則
の
濫
用
の
危
険
性
、
そ
の
正
当
化
の
条
件
に
つ
い
て
の
争
い
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る（

344
（

と
同
時
に
、
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「
あ
る
国
家
に
よ
る
頻
繁
且
つ
正
当
化
不
可
能
な
同
条
項
の
援
用
に
よ
っ
て
、
か
か
る
国
家
の
信
頼
が
確
実
に
毀
損
さ
れ
る
と
い
う
事

実
」
に
よ
っ
て
、
か
か
る
危
険
性
は
幾
分
か
の
均
衡
を
保
た
れ
る
と
い
う（

344
（

。
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
上
で
、
か
か
る
黙
示
条
項
は
「
国
家

に
条
約
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
権
利
を
付
与
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
条
約
の
他
当
事
国
に
よ
っ
て
条
約
義
務
か
ら
解
放
さ
れ

る
た
め
の
請
求
権
（claim

）
を
付
与
す
る
の
み
で
あ
る（

344
（

」
と
い
う
こ
と
を
国
家
及
び
世
論
が
確
信
し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
事
情
変
更
原
則
の
適
用
可
能
性
は
排
除
さ
れ
な
い
も
の
の
、
そ
こ
に
お
い
て
は
他
当
事
国
の
同
意
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
場

合
に
お
い
て
も
同
様
に
共
通
の
同
意
が
相
互
の
同
意
＝
全
体
意
志
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

34（
（

。

　

そ
し
て
そ
れ
故
に
、
以
上
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
⑴
で
示
し
た
共
通
の
同
意
の
二
つ
の
意
味
は
、
一
度
与
え
た
同
意
の
撤
回
に

関
す
る
議
論
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　

㈡　

個
別
国
家
の
同
意
と
国
家
間
共
同
体
に
お
け
る
共
通
の
同
意
と
の
関
係

　
　
　

⑴　

著
作
間
の
整
合
性

―
慣
習
国
際
法
と
共
通
の
同
意
と
の
関
係

　

以
上
の
検
討
か
ら
、
概
説
書
に
お
け
る
共
通
の
同
意
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
一
貫
し
て
用
い
ら
れ
て
い
な
い
一
方
で
、
他
方
で
は
一
般

意
志
と
し
て
の
共
通
の
同
意
が
妥
当
す
る
の
は
総
体
と
し
て
の
国
際
法
規
則
に
対
す
る
も
の
の
み
で
あ
っ
て
、
個
別
規
則
に
つ
い
て
は

全
体
意
志
と
し
て
の
共
通
の
同
意
が
妥
当
す
る
と
い
う
共
通
の
同
意
の
二
つ
の
働
き
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
と
し
て
国
際

法
の
基
礎
及
び
法
源
と
し
て
の
共
通
の
同
意
を
整
合
的
に
理
解
し
得
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
二

通
り
の
共
通
の
同
意
は
概
説
書
に
お
い
て
は
一
貫
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
国
際
法
の
法
源
に
お
け
る
慣
習
法
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

論
じ
る
一
九
一
五
年
論
文
と
の
関
係
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
共
通
の
同
意
理
論
が
国
際
法
の
基
礎
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
概
説
書
に
お
け
る
そ
の
位
置
づ
け
か
ら

明
ら
か
で
あ
っ
た
が
、
か
か
る
共
通
の
同
意
理
論
に
お
い
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
国
際
法
の
拘
束
力
を
ど
の
よ
う
に
基
礎
づ
け
て
い
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る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
概
説
書
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
明
示
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、
共
通
の
同
意
を
す
べ

て
の
法
の
基
礎
と
し
て
、
国
際
法
も
共
通
の
同
意
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
論
じ
た
が
、
こ
れ
は
国
際
法
の
拘
束
力
の
基
礎
づ
け
に
関
す

る
直
接
的
な
回
答
を
提
示
す
る
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
共
通
の
同
意
は
あ
く
ま
で
も
諸
国
家
が
そ
の
構
成
員
と
な
っ
て
い
る

同
質
的
な
国
際
社
会
の
中
に
総
体
と
し
て
の
国
際
法
規
則
が
存
在
す
る
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
の
議
論
で
し
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
、
と
り
わ
け
問
題
と
な
る
の
は
、
条
約
は
国
家
の
明
示
の
同
意
を
淵
源
と
す
る
が
故
に
拘
束
力
を
有
す
る
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
条
約
が
拘
束
力
を
有
す
る
と
い
う
旨
を
定
め
た
慣
習
法
に
条
約
の
拘
束
力
は
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
彼
の
議
論
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
論
理
構
成
で
は
、
慣
習
法
が
拘
束
力
を
有
す
る
の
は
何
故
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
回
答
が
な
さ
れ
な
い
限
り
は
、

条
約
の
拘
束
力
も
説
明
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、
概
説
書
に
お
い
て
は
、
慣
習
と
単
な
る
慣
行
と
は
異
な
る
と
い
う

こ
と
、
そ
し
て
法
的
確
信
を
伴
っ
た
国
家
の
実
行
で
あ
る
慣
習
が
歴
史
的
に
発
展
し
て
き
た
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
慣
習
法

の
拘
束
力
の
根
拠
に
対
す
る
明
確
な
回
答
が
提
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
慣
習
法
論
を
詳
細
に
展
開
し
て
い
る
一
九
一
五
年
論
文
を
確
認
す
る
と
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
慣
習
法
の
拘
束
力
も
国
家

の
同
意
で
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
こ
で
は
ま
ず
、
慣
習
国
際
法
が
国
際
法
の
法
源
で
あ
る
原
因
と
し
て
、

国
際
法
が
主
権
国
家
間
の
法
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
基
づ
け
ば
「
主
権
国
家
は
自
ら
の
自
由
意
思
に
よ
っ
て
あ
る
規
則
に
従
う
場
合
に

の
み
当
該
規
則
に
拘
束
さ
れ
る
」
の
で
あ
っ
て
、「
す
べ
て
の
国
際
法
は
国
際
的
な
国
家
間
共
同
体
の
構
成
員
の
同
意
に
基
づ
く
」
と
論

じ
ら
れ
て
い
る（

343
（

。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
同
意
に
基
づ
く
国
際
法
の
法
源
の
説
明
に
対
し
て
、
条
約
と
慣
習
法
の
区
別
が
な
さ
れ
得
な

い
と
い
う
批
判
が
提
起
さ
れ
得
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
そ
の
反
批
判
と
し
て
、
条
約
は
慣
習
法
に
基
礎
を
置

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
、「
条
約
は
拘
束
す
る
（V

erträge�sind�bindend

）」
と
い
う
慣
習
国
際
法
規
則
の
存
在
な
し
に
条
約

は
存
在
し
得
な
い
と
論
じ
て
い
る（

344
（

。

　

そ
の
上
で
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
国
際
法
が
国
家
の
同
意
に
従
属
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
個
別
国
家
と
国
家
間
共
同
体
と
の
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関
係
を
援
用
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

国
際
法
は
文
明
諸
国
の
利
益
共
同
体
の
産
物
（Produkt�der�Interessengem

einschaft�der�zivilisierten�Staaten

）
で
あ
り
〔
…
中
略

…
〕、
こ
の
利
益
共
同
体
は
個
別
国
家
の
意
思
か
ら
は
完
全
に
独
立
し
て
い
て
、
且
つ
、
そ
れ
ら
よ
り
強
力
で
あ
り
、
個
別
国
家
に
法
規
則
の
形

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

成
に
対
す
る
同
意
を
強
制
す

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

る4

（
344
（

。

こ
の
一
節
は
、
慣
習
国
際
法
が
国
家
の
黙
示
の
同
意
に
基
づ
く
こ
と
を
説
明
し
た
後
に
、
国
際
法
が
国
家
の
同
意
に
基
づ
く
の
で
あ
れ

ば
、
国
家
は
い
つ
で
も
同
意
を
撤
回
し
、
国
際
法
を
否
定
し
得
る
と
い
う
批
判
に
対
す
る
反
論
と
し
て
登
場
す
る
議
論
で
あ
る
。
さ
ら

に
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、「
国
際
的
な
利
益
共
同
体
が
存
在
す
る
限
り
、
慣
習
国
際
法
は
存
在
し
、
ま
た
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
」
ず
、

「
個
別
国
家
の
意
思
は
こ
の
よ
う
な
共
同
体
と
い
う
難
攻
不
落
の
要
塞
の
壁
に
砕
か
れ
る
」
と
論
じ
る
こ
と
で
同
論
文
を
結
ん
で
い
た（

344
（

。

　

確
か
に
、
こ
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
国
家
の
自
己
拘
束
理
論

―
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
国
際

法
の
根
拠
を
国
家
の
自
由
意
思
に
基
づ
く
同
意
に
求
め
る
と
い
う
構
想

―
に
対
し
て
提
起
さ
れ
る
よ
う
な
批
判
へ
の
応
答
と
な
る

よ
う
に
理
解
さ
れ
得
る（

344
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
説
明
は
、
次
に
挙
げ
る
理
由
か
ら
、
概
説
書
で
論
じ
ら
れ
て
い
た
共
同
体
と

個
別
国
家
と
の
関
係
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
九
一
五
年
論
文
の
か
か
る
一
節
と
概
説
書
に
お
け
る
記

述
と
の
異
同
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、
概
説
書
に
お
い
て
は
、
様
々
な
共
通
利
益
及
び
そ
れ

に
資
す
る
国
家
間
の
交
流
に
よ
っ
て
、「
個
別
国
家
が
不
可
分
の
共
同
体
へ
と
結
合
さ
れ
た（

344
（

」
と
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点

は
文
明
諸
国
間
の
利
益
共
同
体
と
し
て
の
国
際
法
と
い
う
一
九
一
五
年
論
文
に
お
け
る
考
え
に
対
応
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
概

説
書
に
お
い
て
、
か
か
る
共
同
体
の
構
成
国
が
あ
る
国
際
法
規
則
を
一
方
的
宣
言
に
よ
っ
て
変
更
し
た
り
、
否
定
し
た
り
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
た
点（

344
（

も
、
共
同
体
が
個
別
国
家
の
意
思
か
ら
（
完
全
に
）
独
立
し
て
い
る
と
い
う
一
九
一
五
年
論
文
の
議
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論
と
一
致
し
て
い
る（

344
（

。
さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
は
、
共
同
体
が
個
別
国
家
よ
り
強
力
で
あ
る
こ
と
ま
で
を
も
含
意
し
て
い
る
と
も
解
し
得

る
（
344
（

。
し
か
し
な
が
ら
、「
個
別
国
家
に
法
規
則
の
形
成
に
対
す
る
同
意
を
強
制
す
る
」
と
い
う
最
後
の
点
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
概

説
書
に
お
い
て
は
、
文
明
諸
国
は
共
通
の
利
益
及
び
国
家
間
交
流
の
た
め
に
、
そ
の
必
要
性
に
応
じ
て
新
た
な
国
際
法
規
則
を
形
成
し

て
き
た（

34（
（

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
一
九
一
五
年
論
文
で
主
張
さ
れ
る
よ
う
な
「
共
同
体
が
個
別
国
家
に
強
制
す
る
」
と
い
う

構
図
と
し
て
は
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
な
一
九
一
五
年
論
文
に
お
け
る
共
同
体
と
個
別
国
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
中
に
は
、
こ
れ

を
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
国
際
法
理
論
に
お
け
る
矛
盾
で
あ
る
と
指
摘
す
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
一
九
一
五
年
論
文
に

お
け
る
か
か
る
一
節
が
、
同
論
文
に
お
け
る
「
主
権
国
家
は
自
ら
の
自
由
意
思
に
よ
っ
て
あ
る
規
則
に
従
う
場
合
に
の
み
当
該
規
則
に

拘
束
さ
れ
得
る
」
と
い
う
議
論
だ
け
で
な
く
、
概
説
書
に
お
い
て
も
示
さ
れ
て
い
た
個
別
国
家
の
同
意
の
重
視
と
い
う
見
解
に
も
矛
盾

す
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る（

343
（

。
ま
た
、
か
か
る
批
判
を
敷
衍
す
る
な
ら
ば
、
仮
に
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
論
じ
る
よ
う
に
「
共
同

体
が
法
形
成
へ
の
同
意
を
個
別
国
家
に
強
制
す
る
」
の
で
あ
れ
ば
、
も
は
や
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
国
際
法
の
基
礎
と
し
て
構
想
し
て
い

た
「
共
通
の
同
意
」
は
共
同
体
構
成
員
の
「
圧
倒
的
多
数
の
同
意
」
で
は
な
く
、「
す
べ
て
の
構
成
国
の
同
意
」
と
同
視
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
共
同
体
構
想
の
下
で
は
、
彼
の
観
念
す
る
国
際
法
は
共
同
体
構
成
員
す
べ
て
の
国
家
の
同
意
が

与
え
ら
れ
た
普
遍
法
の
み
を
意
味
す
る
も
の
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
見
ら
れ
た
よ
う
な
慣
習
国
際
法
と
一
般
国
際
法
と
の
同
一

視
に
帰
結
し
、そ
の
結
果
と
し
て
彼
が
提
示
し
て
い
た
国
際
法
の
三
分
類
論
は
維
持
さ
れ
得
な
く
な
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ル
ゼ
ン
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
本
節
㈠
で
確
認
さ
れ
た
個
別
規
則
と
国
際
法
規
則
の
総
体
と
の
区
別
と
い

う
理
解
に
基
づ
い
て
、次
の
よ
う
に
応
答
す
る
こ
と
が
で
き
る（

344
（

。即
ち
、オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
一
般
意
志
と
し
て
の
共
通
の
同
意
に
よ
っ

て
構
想
し
て
い
た
の
は
国
際
法
規
則
の
総
体
に
つ
い
て
の
み
で
あ
っ
て
、
個
別
規
則
に
つ
い
て
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
同

様
に
、
共
同
体
に
よ
る
国
家
の
同
意
の
強
制
の
議
論
は
個
別
規
則
に
対
す
る
議
論
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
国
際
法
規
則
の
総
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体
に
対
す
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
で
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
か
か
る
強
制
の
議
論
を
展
開
す
る
一
方
で
、

依
然
と
し
て
個
別
国
家
の
自
由
な
同
意
原
則
を
他
方
で
は
観
念
し
得
た
、
と
考
え
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
（
さ
ら
に
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
お
け
る
個
別
規
則
と
国
際
法
規
則
の
総
体
と
の
間
の
区
別
）
の
妥

当
性
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
晩
年
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
国
家
の
自
由
な
同
意
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
了
解
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
実
は
、
例
え
ば
一
般
国
際
法
と
普
遍
国
際
法
と
の
区
別
を
彼
が
堅
持
し
た
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
か
か
る
区

別
は
一
九
〇
八
年
の
論
考（

344
（

だ
け
で
な
く
最
晩
年
の
一
九
一
九
年
の
論
考
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
す
べ
て
の
国
で

は
な
い
が
大
多
数
の
国
に
よ
る
立
法
に
よ
っ
て
一
般
国
際
法
を
定
立
す
れ
ば
、「
そ
れ
が
真
に
価
値
の
あ
る
も
の
な
ら
ば
、こ
れ
に
反
対

し
た
国
も
か
か
る
一
般
国
際
法
に
次
第
に
同
意
す
る
よ
う
に
な
る
時
が
来
る
の
で
あ
る（

344
（

」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
反
対
し
た
国
が
一
般

国
際
法
に
同
意
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
普
遍
国
際
法
の
成
立
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
彼
の
国
際
法
理
論
の

中
で
は
、
普
遍
国
際
法
と
一
般
国
際
法
と
が
区
別
さ
れ
、
そ
し
て
歴
史
事
実
を
踏
ま
え
た
上
で
、
価
値
の
あ
る
一
般
国
際
法
は
や
が
て

普
遍
国
際
法
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り（

344
（

、
こ
の
よ
う
に
普
遍
国
際
法
に
向
か
っ
て
段
階
的
に
定
立
さ
れ
る
法
と
し
て
「
一
般
国
際
法
」

が
観
念
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
右
の
記
述
か
ら
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
国
際
法
の
妥
当
範
囲
を

基
準
と
し
た
分
類
の
中
に
「
普
遍
国
際
法
」
と
「
一
般
国
際
法
」
と
い
う
区
別
を
採
用
し
た
こ
と
の
意
義
、
さ
ら
に
は
両
者
を
分
か
つ

も
の
と
し
て
国
家
の
個
別
の
同
意
が
重
視
さ
れ
て
い
た
様
子
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る（

344
（

。

　
　
　

⑵　

も
う
一
つ
の
解
釈

―
国
家
間
共
同
体
へ
の
加
入
承
認
と
共
通
の
同
意

　

以
上
の
議
論
は
、
概
説
書
に
お
け
る
「
共
通
の
同
意
」
を
、
国
際
法
規
則
総
体
に
対
す
る
共
通
の
同
意
（
一
般
意
志
）
と
個
別
の
国

際
法
規
則
に
対
す
る
共
通
の
同
意
（
特
殊
意
志
の
総
和
、
即
ち
全
体
意
志
）
の
二
つ
の
意
味
を
有
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
で
、

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
共
通
の
同
意
理
論
を
矛
盾
な
く
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
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概
説
書
の
み
な
ら
ず
、
一
九
一
五
年
の
慣
習
法
に
関
す
る
論
文
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
同
論
文
に
対
す
る
ケ
ル
ゼ

ン
へ
の
反
批
判
を
提
示
し
得
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

尤
も
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
共
通
の
同
意
理
論
が
矛
盾
な
く
展
開
さ
れ
て
い
た
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
以
下
で
論
じ
る
よ
う
な
も

う
一
つ
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
こ
と
は
排
除
で
き
な
い
。
こ
の
も
う
一
つ
の
解
釈
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
国
際
法
の
基
礎
を
共
通
の

同
意
に
よ
っ
て
説
明
す
る
際
に
用
い
て
い
る
国
内
法
と
国
際
法
と
の
間
の
類
推
と
、各
々
の
法
が
妥
当
す
る
社
会

―
国
内
社
会
と
国

際
社
会

―
の
間
の
異
同
の
強
調
と
い
う
点
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
概
説
書
に
お
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
。

国
際
法
が
権
威
的
と
な
る
共
同
体
は
個
々
の
人
間
か
ら
構
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
個
別
の
国
家
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
個
々
の
人
間

か
ら
構
成
さ
れ
る
共
同
体
に
お
い
て
、
そ
の
構
成
員
は
生
誕
、
死
亡
、
そ
し
て
移
住
に
よ
っ
て
絶
え
ず
漸
進
的
な
変
化
が
存
在
す
る
一
方
で
、

他
方
の
同
質
的
な
国
際
社
会
は
、
構
成
員
の
消
滅
や
新
た
な
加
入
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
か
か
る
継
続
的
な
変
化
が
生
じ
な
い
共
同
体
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
同
質
的
な
国
際
社
会
の
構
成
員
は
当
該
共
同
体
の
中
に
生
れ
落
ち
る
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、
成
長
し
て
構
成
員
と
な
る
の
で
も
な

い
。
新
た
な
構
成
員
は
明
示
又
は
黙
示
の
承
認
を
通
し
て
単
に
そ
の
中
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る

（
3（4
（

。

　

さ
ら
に
、
前
節
㈢
⑵
に
お
い
て
、
条
約
の
拘
束
力
に
関
す
る
慣
習
法
が
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
議
論
か

ら
内
在
的
に
導
か
れ
得
る
と
い
う
こ
と
を
論
証
す
る
際
に
既
に
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
彼
は
こ
の
承
認
の
条
件
の
一
つ
と
し
て
「
将
来

の
国
際
的
な
行
為
を
国
際
法
規
則
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
明
示
的
又
は
黙
示
的
に
同
意
す
る
こ
と（

3（4
（

」
を
挙
げ
て
い
た
。

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
条
約
の
拘
束
力
に
つ
い
て
の
慣
習
国
際
法
が
普
遍
的
妥
当
性
を
有
し
得
た
の
と
同
様
の
論
理
に
よ
っ
て
、
即

ち
、
同
質
的
な
国
際
社
会
へ
の
加
入
の
承
認
の
要
件
と
し
て
、
既
存
の
国
際
法
規
則
に
対
す
る
被
承
認
国
の
同
意
が
（
少
な
く
と
も
黙

示
の
同
意
と
い
う
形
に
よ
っ
て
）
常
に
調
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
社
会
に
妥
当
す
る
国
際
法
の
場
合
に
は
、
国
内
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社
会
に
妥
当
す
る
国
内
法
の
基
礎
と
な
る
よ
う
な
一
般
意
志
と
し
て
の
共
通
の
同
意
で
は
な
く
、
常
に
特
殊
意
志
の
総
和
た
る
全
体
意

志
と
し
て
の
共
通
の
同
意
の
み
が
観
念
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

尤
も
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
お
け
る
共
通
の
同
意
の
複
数
性
を
認
め
る
点
で
は
既
に
示
し
た
も
の
と
何
ら
異

な
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
節
㈠
及
び
㈡
⑴
で
示
し
た
解
釈
が
国
際
法
規
則
の
総
体
と
個
別
の
国
際
法
規
則
と
い
う
区

別
を
前
提
と
し
て
成
立
す
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
示
し
た
解
釈
は
国
内
法
の
基
礎
と
し
て
の
共
通
の
同
意
と
国
際
法
の
基
礎
と
し
て

の
共
通
の
同
意
と
の
区
別
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
者
の
区
別
に
立
っ
た
場
合
に
、
⑴
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
総
体
と
し

て
の
国
際
法
規
則
に
対
し
て
一
般
意
志
（
と
し
て
の
共
通
の
同
意
）
が
妥
当
す
る
こ
と

―
国
家
間
共
同
体
に
よ
る
個
別
国
家
の
国
際

法
規
則
総
体
の
存
在
に
対
す
る
同
意
の
強
制

―
が
結
局
の
と
こ
ろ
正
当
化
さ
れ
得
な
い
の
に
対
し
て
、
後
者
は
、
す
べ
て
の
法
の
基

礎
が
共
通
の
同
意
で
あ
る
と
総
称
す
る
際
に
、
国
内
法
と
国
際
法
が
そ
れ
ぞ
れ
妥
当
す
る
社
会
の
性
質
の
異
同
に
着
目
す
る
こ
と
で
、

国
際
法
は
一
般
意
志
で
は
な
く
特
殊
意
志
の
総
和
（
即
ち
、
全
体
意
志
）
と
し
て
の
共
通
の
同
意
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
可
能
と

す
る
た
め
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
国
際
法
論
を
矛
盾
な
く
整
合
的
に
説
明
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
つ
ま
り
、
国
際
法
の

基
礎
た
る
共
通
の
同
意
（「
国
家
間
共
同
体
の
す
べ
て
の
構
成
員
の
同
意
」）
は
、
共
通
の
同
意
が
国
内
法
の
基
礎
た
り
得
る
条
件
（「
国

内
社
会
の
構
成
員
の
大
多
数
の
同
意
」）
を
充
足
し
て
い
る
た
め
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
提
示
す
る
国
際
法
の
基
礎
及
び
法
源
と
し
て
の

共
通
の
同
意
は
、
特
殊
意
志
の
総
和
と
し
て
の
全
体
意
志
を
一
貫
し
て
意
味
し
て
い
る
と
い
う
理
解
も
考
え
ら
れ
得
る
の
で
あ
る（

3（4
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
共
通
の
同
意
を
右
で
示
し
た
何
れ
の
意
味
に
お
い
て
理
解
し
た
と
し
て
も
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
著
作
間
の
矛
盾

に
つ
い
て
の
ケ
ル
ゼ
ン
の
批
判
を
反
駁
し
得
る
も
の
の
、
共
同
体
に
よ
る
個
別
国
家
の
同
意
の
強
制
と
い
う
一
九
一
五
年
論
文
に
お
け

る
問
題
と
な
る
一
節
に
つ
い
て
は
、
い
っ
た
い
何
故
そ
の
よ
う
な
共
同
体
に
よ
る
個
別
国
家
の
同
意
の
強
制
を
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
論

じ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
依
然
と
し
て
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
、
共
同
体
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
強
制
を

観
念
す
る
こ
と
で
、
既
に
言
及
し
た
よ
う
な
彼
の
共
通
の
同
意
理
論
に
対
し
て
後
に
提
起
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
批
判

―
彼
は
、
多
数
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決
は
そ
の
多
数
に
属
す
る
者
の
み
し
か
拘
束
し
な
い
と
論
じ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
共
通
の
同
意
の
成
立
に
つ
い
て
、
多
数
の
意
思

が
そ
れ
に
反
対
す
る
少
数
を
拘
束
す
る
の
か
と
い
う
問
題
を
説
明
で
き
て
い
な
い
と
い
う
も
の（

3（（
（

―
は
解
消
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
共
同
体
に
よ
る
強
制
と
い
う
議
論
に
よ
っ
て
国
際
法
の
客
観
的
拘
束
力
を
説
明
し
よ
う
と

し
て
い
た
と
理
解
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
に
は
概
説
書
及
び
同
論
文
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
一
度
与
え
た
同
意
は

撤
回
さ
れ
得
な
い
」
こ
と
を
説
明
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
一
節
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
同
意
の
「
強
制
」
ま
で
を
も
論
じ
る

必
要
性
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

3（3
（

。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
議
論
を
試
み
た
と
し
て
も
、
一
度
与
え
た
同
意
が
撤
回
さ
れ
得

な
い
の
は
何
故
か
と
い
う
実
質
的
な
理
由
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
点
を
自
覚
し
た
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
結

局
の
と
こ
ろ
一
九
一
五
年
論
文
の
最
後
に
お
い
て
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
国
家
間
共
同
体
と
個
別
国
家
と
の
関
係
を
、
前
者
が
後
者
か
ら

独
立
し
、
強
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
国
家
間
共
同
体
が
個
別
国
家
を
法
規
則
の
同
意
へ
と
強
制
す
る
こ
と
に
求
め
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
こ
の
よ
う
に
論
じ
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
次
章
以
降
で

共
時
的
な
視
点
か
ら
彼
の
共
通
の
同
意
理
論
を
検
討
す
る
中
で
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

第
二
章　

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
国
際
法
論
と
そ
の
先
行
文
献
と
の
異
同

―
国
際
法
の
基
礎
及
び
法
源
に
着
目
し
て

　

第
一
節　
「
法
」
と
し
て
の
国
際
法

―
そ
の
基
礎
及
び
法
源

　
　

㈠　

国
際
法
否
定
論
へ
の
反
駁

　
　
　

⑴　

論
証
方
法

　

前
章
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
共
同
体
及
び
一
群
の
行
為
規
範
の
存
在
に
加
え
て
、
か
か
る
規
範
が
外
的
な

力
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
共
同
体
の
共
通
の
同
意
が
存
在
す
る
場
合
に
、
か
か
る
規
範
は
法
で
あ
る
と
論
じ
て
い
た（

3（4
（

。

こ
れ
ら
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
と
り
わ
け
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
よ
る
国
際
法
否
定
論
へ
の
反
駁
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
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果
た
し
て
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
示
し
た
三
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
そ
れ
に
基
づ
く
理
論
構
想
は
彼
に
特
有
な
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
で

き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
へ
の
反
論
は
一
九
世
紀
の
多
く
の
国
際
法
学
者
に
よ
っ
て
試

み
ら
れ
て
お
り（

3（4
（

、
ま
た
、
国
際
法
を
諸
国
の
共
通
の
同
意
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
と
い
う
議
論
も
、
英
語
圏
の
概
説
書
の
一
つ
の
特
徴

と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た（

3（4
（

。
そ
れ
故
に
、
彼
の
国
際
法
論
の
評
価
の
た
め
に
は
、
彼
の
議
論
が
先
行
文
献
に
お
け
る
議
論
の
単
な
る
受

容
に
過
ぎ
な
い
の
か
否
か
と
い
う
点
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る（

3（4
（

。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
概
説
書
（
初
版
第
一
巻
）
の
導
入
部
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
参
考
文
献
を
参
照
す
る
と
、
先
行
研

究
が
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
多
く
の
概
説
書
が
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
議
論（

3（4
（

に
言
及
し
た
上
で
、
そ
の
反
駁
を
試
み
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。
か
か
る
批
判
の
概
要
は
次
の
よ
う
に
纏
め
ら
れ
得
る（

334
（

。
即
ち
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
が
提
示
し
た
主
権
者
の
命
令
と
し
て
の
法
と

い
う
モ
デ
ル
は
近
代
国
家
の
国
内
制
定
法
の
み
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
国
内
に
お
け
る
慣
習
法
の
機
能
を
ま
っ
た
く
説
明

で
き
て
い
な
い
と
い
う
点
を
出
発
点
と
し
て
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
提
示
し
た
モ
デ
ル
以
外
に
も
多
様
な
法
モ
デ
ル
が
存
在
し
得
る
の
で

あ
り
、
そ
の
一
例
が
国
際
法
で
あ
る
、
と
い
う
反
論
で
あ
る（

334
（

。
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
前
章
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ

ム
が
試
み
た
批
判
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

尤
も
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
等
の
国
際
法
否
定
論
に
対
す
る
反
論
は
右
の
よ
う
な
議
論
構
造
を
共
有
す
る
が
、
こ
の
批
判
に
立
脚
し
て
示

さ
れ
る
国
際
法
が
法
で
あ
る
こ
と
の
論
証
自
体
は
、
論
者
に
よ
っ
て
様
々
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
既
に
確

認
し
た
三
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
示
す
こ
と
で
「
国
際
法
は
法
で
あ
る
」
と
い
う
論
証
を
試
み
た
が
、
結
論
を
先
取
り
す
る
な
ら
ば
、

彼
が
参
考
文
献
と
し
て
示
し
た
概
説
書
の
中
に
は
、
こ
の
三
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
完
全
に
一
致
す
る
議
論
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
れ
故
に
、
国
際
法
否
定
論
の
反
駁
の
た
め
に
採
用
さ
れ
た
論
証
方
法
（
議
論
構
成
）
に
つ
い
て
は
、
彼
に
特
有
の
も
の
で
あ
っ

た
と
評
価
で
き
る
。
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⑵　

同
質
的
な
国
際
社
会
（Fam

ily of N
ations

）
の
存
在

　

以
上
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
国
際
法
否
定
論
へ
の
反
駁
方
法
は
彼
に
特
有
な
も
の

で
あ
っ
た
と
評
価
し
得
る
が
、
彼
が
提
示
し
た
個
々
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
そ
れ
ら
が
彼
に
特
有
な
も
の

で
あ
る
と
は
評
価
で
き
な
い
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
国
家
間
関
係
を
規
律
す
る
行
為
規
範
の
存
在
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
争
い
が

な
い
た
め
、
以
下
で
は
、
彼
が
提
示
し
た
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
一
点
目
（
共
同
体
の
存
在
）
及
び
三
点
目
（
外
的
な
力
に
よ
る
執
行
）
を

検
討
す
る
。

　

ま
ず
は
共
同
体
の
存
在
に
つ
い
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
「
継
続
的
且
つ
多
様
な
関
係
を
創
設
す
る
よ
う
な
共
通
の
利
益
に
よ
っ
て

一
体
と
な
る
集
団
」
が
共
同
体
で
あ
る
と
い
う
一
般
的
な
定
義
を
与
え
た
上
で
、
文
明
諸
国
間
に
お
い
て
も
様
々
な
利
益

―
宗
教
上

の
観
念
、
国
家
間
の
見
解
の
交
換
を
可
能
と
す
る
科
学
技
術
、
そ
し
て
最
も
重
要
な
も
の
と
し
て
農
業
・
工
業
・
貿
易

―
が
存
在

し
、
か
か
る
利
益
に
資
す
る
よ
う
な
国
家
間
の
関
係
が
築
か
れ
る
こ
と
で
、
個
別
国
家
は
「
不
可
分
の
共
同
体
」
へ
と
結
合
さ
れ
、
こ

の
共
同
体
は
「
同
質
的
な
国
際
社
会
（Fam

ily�of�N
ations

）」
又
は
「
諸
国
家
の
社
会
（Society�of�N

ations

）」
と
呼
ば
れ
る
と
論

じ
て
い
る（

334
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
共
同
体
観
念
は
「
共
通
の
利
益
に
基
づ
く
」
と
い
う
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、
彼
の
概
説
書
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
参
考
文
献
を
参
照
す
る
と
、
例
え
ば
ロ
ー
レ
ン
ス
は
、
国
家
の
文
明
化
が
進
展
す
る
過
程

に
お
い
て
、
国
家
間
の
交
際
が
よ
り
親
密
な
も
の
と
な
っ
た
結
果
、
通
商
・
婚
姻
・
科
学
的
発
見
・
宗
教
共
同
体
等
の
存
在
が
諸
国
家

を
結
合
さ
せ
る（

33（
（

と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
ロ
ー
レ
ン
ス
の
概
説
書
と
同
様
に
「
共
通
の
利
益
」
と
い
う
観
念
自
体
は

見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
国
家
間
の
正
義
の
紐
帯
に
よ
っ
て
国
家
は
共
同
体
へ
と
結
合
さ
れ
て
い
る
と
論
じ
る
も
の（

333
（

や
個
別
の
国
家
の
外

側
に
事
実
と
し
て
存
在
す
る
国
家
間
共
同
体
（Staatengem

einschaft

）
の
存
在
を
指
摘
す
る
も
の（

334
（

も
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、

何
ら
か
の
共
通
利
益
に
基
づ
い
て
諸
国
家
が
共
同
体
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
認
識
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
み
な
ら
ず
同
時
代
の
概
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説
書
に
お
い
て
も
共
有
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　

⑶　

共
同
体
の
行
為
規
範
の
外
的
な
力
に
よ
る
執
行
に
対
す
る
共
通
の
同
意
の
存
在

　

次
に
、共
同
体
の
行
為
規
範
の
外
的
な
力
に
よ
る
執
行
に
対
す
る
共
通
の
同
意
の
存
在
と
い
う
要
素
に
つ
い
て
は
、「
行
為
規
範
の
外

的
な
力
に
よ
る
執
行
」
と
そ
れ
に
対
す
る
「
共
通
の
同
意
の
存
在
」
と
い
う
二
つ
の
要
素
に
分
解
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一

に
、「
外
的
な
力
に
よ
る
執
行
」
と
い
う
要
素
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
自
身
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
法
を
道
徳
（
良
心
と
い
う
内
的
な

力
に
よ
る
も
の
）
か
ら
峻
別
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
ウ
ェ
ス
ト
レ
イ
ク
及
び
ト
ゥ
イ
ス
と
同
じ
立
場（

334
（

」

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
言
葉
通
り
、
実
際
に
か
か
る
要
素
は
彼
ら
の
議
論
に
お
い
て

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る（

334
（

。
尤
も
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
国
際
法
が
実
際
に
執
行
さ
れ
る
手
段
と
し
て
、
自
助
及
び
他
国

に
よ
る
援
助
の
二
点
に
加
え
て
世
論
の
機
能
に
着
目
し
て
い
た（

334
（

が
、
こ
れ
に
対
し
て
ウ
ェ
ス
ト
レ
イ
ク
は
存
在
す
る
諸
手
段
（
但
し
、

具
体
例
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い（

334
（

。）
を
、
ま
た
ト
ゥ
イ
ス
は
勢
力
均
衡（

344
（

を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
て
い
た
。
と
り
わ
け
ト
ゥ
イ
ス
が
挙
げ
た
勢
力

均
衡
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
言
う
「
他
国
に
よ
る
援
助
」
に
該
当
す
る
の
み
な
ら
ず
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
自
身
も
、

勢
力
均
衡
が
「
国
際
法
が
存
在
し
得
る
唯
一
の
条
件
」
で
あ
っ
て
、
国
際
法
規
則
の
執
行
機
関
を
欠
く
国
際
社
会
の
中
で
「
そ
の
構
成

員
が
絶
大
な
力
を
有
す
る
こ
と
を
妨
げ
て
き
た
」
と
評
価
し
て
い
る（

344
（

。

　

第
二
に
、
共
通
の
同
意
に
つ
い
て
、
既
に
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
国
際
法
が
法
で
あ
る
旨
を
論
証
し
た
後
に
、
共

通
の
同
意
が
す
べ
て
の
法
の
基
礎
で
あ
る
旨
を
論
じ
て
い
た
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
共
通
の
同
意
を
二
通
り
の
も
の
と
し
て
観
念
し
て

い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
前
章
で
確
認
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
即
ち
、
一
方
で
こ
の
「
共
通
の
同
意
」
と
は
、
共
同
体
の
個
々
の
構
成
員

の
す
べ
て
に
よ
る
同
意
で
は
な
く
「
構
成
員
の
圧
倒
的
多
数
の
明
示
的
又
は
黙
示
的
な
同
意（

344
（

」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
他

方
で
は
、
こ
の
共
通
の
同
意
は
、
諸
国
家
が
既
に
同
意
を
与
え
た
国
際
法
規
則
か
ら
脱
退
す
る
際
に
も
必
要
と
な
る
旨
が
論
じ
ら
れ
て

実証主義国際法学の確立過程における合意主義の系譜（三）201

三
一



い
た
。
つ
ま
り
、
彼
に
よ
れ
ば
、
共
通
の
同
意
は
共
同
体
の
構
成
員
と
し
て
の
国
家
の
地
位
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
一
度
共
通

の
同
意
を
反
映
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
国
際
法
（
条
約
・
慣
習
）
は
、
同
様
に
共
通
の
同
意
に
よ
っ
て
の
み
変
更
可
能
で
あ
り
、
一

国
に
よ
る
一
方
的
行
為
に
よ
っ
て
は
決
し
て
変
更
さ
れ
得
な
い
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
既
存
の
国
際
法
規
則
の
変
更
に

際
し
て
共
通
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
議
論
は
、「
共
通
の
同
意
」
と
い
う
観
念
自
体
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
例
え
ば
、

ト
リ
ー
ペ
ル
（
共
同
意
思（

34（
（

）
や
ホ
ィ
ー
ト
ン
（
一
般
的
同
意
）
の
概
説
書（

343
（

に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
で
は
「
共
通
の
同
意
」
の
機
能
に
着
目
し
て
き
た
が
、
そ
の
観
念
自
体
に
着
目
す
る
と
、「
共
通
の
同
意
」
と
一
見
し
た
と
こ
ろ

の
類
似
性
を
有
す
る
観
念
は
同
時
代
の
概
説
書
に
お
い
て
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
既
に
指
摘

さ
れ
て
き
た
通
り
、共
通
の
同
意
理
論
そ
れ
自
体
は
と
り
わ
け
英
語
圏
の
概
説
書
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
ホ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
国
際
法
は
「
共
通
の
同
意
に
よ
っ
て
個
別
に
規
定
さ
れ
る（

344
（

」
こ
と
が
殆
ど
な
か
っ
た
た
め
、
慣
習
法
と
い

う
形
で
存
在
し
て
き
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
共
通
の
」
同
意
に
類
似
す
る
概
念
と
し
て
、
ホ
ィ
ー
ト
ン
の
よ
う
に
「
一
般

的
」
同
意
（general�consent

）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
概
説
書（

344
（

も
あ
る
。
さ
ら
に
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
イ
ク
は
、
国
家
間
関
係
を
規
律
す
る

規
則
が
強
制
可
能
な
も
の
と
し
て
「
国
家
の
一
般
的
意
見
（general�opinion�of�state

（
344
（s

）」
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
国
際
法
が
法
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
英
語
圏
の
概
説
書
に
限
ら
れ
ず
、
例

え
ば
、諸
国
家
の
共
同
意
思
の
み
が
国
際
法
の
法
源
で
あ
る
と
論
じ
た
ト
リ
ー
ペ
ル（

344
（

や
、「
独
立
し
た
諸
国
家
に
対
し
て
妥
当
す
る
固
有

の
法
〔
即
ち
、
国
際
法
〕
は
、
共
通
意
思
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（gem

einsam
er�

W
illen/consensu

）
を
通
し
て
存
在
す
る（

344
（

」
と
い
う

ヘ
フ
タ
ー
、
国
際
法
は
「
共
通
の
法
意
識
（conscience�juridique�com

m
une

）
に
参
加
す
る
諸
国
の
間
で
の
み
存
在
す
る（

344
（

」
と
説

明
す
る
リ
ヴ
ィ
エ
の
議
論
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
非
英
語
圏
の
概
説
書
に
お
い
て
も
同
様
に
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る（

344
（

。

　

以
上
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
法
の
本
質
的
条
件
と
し
て
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
挙
げ
た
各
要
素
そ
れ
自
体
は
、
彼
に
よ
っ
て
新
た

に
提
示
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
要
素
の
組
合
せ
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
類
似
し
た
議
論
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が
ホ
ル
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
即
ち
、
ホ
ル
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
よ
れ
ば
、
①
複
数
の
国
家

の
存
在
及
び
共
存
、
②
規
律
さ
れ
た
永
続
的
な
国
家
間
の
対
外
関
係
と
い
う
事
実
、
そ
し
て
③
相
互
に
法
主
体
で
あ
る
こ
と
及
び
共�

通
の
法
秩
序
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
を
承
認
す
る
国
家
の
一
致
し
た
意
思
（übereinstim

m
ender�W

ille

）、
の
三
点
に
国
際
法
は
基

礎
づ
け
ら
れ（

344
（

、「
諸
国
民
に
共
通
の
法
意
識
（gem

einsam
es�Rechtsbew

ußtsein�der�N
ationen

）
に
よ
っ
て
そ
の
強
制
可
能
性

（Erzw
ingbarkeit

）
を
認
め
ら
れ
た
も
の（

34（
（

」
が
実
定
国
際
法
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な
ホ
ル
ツ
ェ
ン
ド

ル
フ
の
議
論
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
議
論
と
非
常
に
多
く
の
点
を
共
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

尤
も
、
各
論
者
に
よ
っ
て
援
用
さ
れ
て
い
る
観
念
（
そ
の
表
記
を
含
む
。）
と
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
共
通
の
同
意
と
の
異
同
は
、
そ
の

内
容
に
お
け
る
異
同
を
も
意
味
す
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
そ
れ
故
に
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
お
け
る
共
通
の
同
意
と
の
異
同
を

確
認
す
る
た
め
に
は
、
各
論
者
が
か
か
る
観
念
を
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
て
い
る
か
と
い
う
実
質
的
な
側
面
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
の
よ
う
な
検
討
を
通
し
て
初
め
て
、
各
論
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
共
通
の
同
意
に
類
似
す
る
諸
観
念
と
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ

ム
の
共
通
の
同
意
と
の
異
同
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る（

343
（

。

　
　

㈡　

法
源
総
論

　

そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
に
国
際
法
の
基
礎
が
共
通
の
同
意
に
求
め
ら
れ
る
旨
を
論
じ
た
後
に
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
国
際
法
の
法
源

に
関
す
る
議
論
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
法
源
を
「
原
因
」
か
ら
区
別
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
留
意

し
、
小
川
の
源
泉
を
例
に
挙
げ
る
こ
と
で
、
法
源
と
は
「
歴
史
的
事
実
に
対
す
る
名
称
で
あ
っ
て
、
そ
の
事
実
か
ら
行
為
規
範
が
生
ま

れ
、
法
的
効
力
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
も
の（

344
（

」
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
基
づ
き
、
国
際
法
の
基
礎
が
同
質

的
な
国
際
社
会
の
構
成
国
の
共
通
の
同
意
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
共
通
の
同
意
が
成
立
し
得
る
事
実
と
同
数
の
国
際
法
の
法

源
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
し
か
存
在
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
」
と
述
べ
た
上
で
、「
当
事
国
の
将
来
の
国
際
的
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な
行
為
の
た
め
の
規
則
を
定
め
る
条
約
を
国
家
が
締
結
す
る
場
合
に
与
え
ら
れ
る
明
示
的
同
意
」
と
「
あ
る
国
際
的
な
行
為
規
範
に
従

う
と
い
う
慣
習
を
国
家
が
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
黙
示
的
同
意
」の
二
つ

―
明
示
的
同
意
と
し
て
の
条
約
と
黙
示
的

同
意
と
し
て
の
慣
習

―
が
国
際
法
の
法
源
で
あ
る
と
論
じ
た
の
で
あ
っ
た（

344
（

。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
法
源
論
は
同
時
代
の
概
説
書
と
比
較
す
る
と
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
も
の
と
し

て
理
解
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
第
一
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
法
源
を
原
因
か
ら
区
別
し
た
点
で
あ
る
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
参
考

文
献
と
し
て
挙
げ
て
い
る
概
説
書
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
源
の
具
体
的
内
容
や
そ
れ
を
認
識
す
る
前
提
と
し
て
の
「
法
源
」
の
意

味
に
つ
い
て
の
議
論
は
非
常
に
多
様
で
あ
り（

344
（

、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
法
源
の
意
味
内
容
を
確
定
す
る
こ
と
か
ら
彼
の
法
源
論
を
始
め
て

い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
念
頭
に
置
い
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
法
源
を
原
因
と
区
別
す
る
こ
と
で
、
一

次
的
法
源
と
二
次
的
法
源
と
を
区
別
す
る
リ
ヴ
ィ
エ
の
議
論（

344
（

に
対
す
る
批
判
も
提
起
し
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る（

344
（

。

　

第
二
に
、
彼
が
国
際
法
の
法
源
を
「
共
通
の
同
意
が
成
立
し
得
る
事
実
」
と
定
義
す
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
事
実
を
「
証
明
す
る

よ
う
な
文
書
又
は
行
為
」
と
し
て
の
「
証
拠
」
と
も
区
別
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
既
に
言
及
し
た
ホ
ィ
ー
ト
ン
に
よ
れ
ば
、

国
際
法
の
法
源
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

①　

�

国
家
間
の
慣
行
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
も
の
又
は
国
家
間
の
相
互
の
行
為
に
関
す
る
一
般
的
意
見
を
、
一
般
的
同
意
に
よ
っ
て
導
入
さ

れ
た
明
確
化
及
び
修
正
を
以
っ
て
示
す
よ
う
な
権
威
あ
る
概
説
書

②　

既
存
の
国
際
法
を
宣
言
し
、
修
正
し
又
は
明
確
化
す
る
講
和
・
同
盟
・
通
商
条
約

③　

就
役
中
の
巡
洋
艦
の
行
為
及
び
捕
獲
審
検
所
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
個
別
国
家
の
法
令

④　

仲
裁
裁
判
所
や
捕
獲
審
検
所
等
の
国
際
裁
判
所
の
裁
定

⑤　

官
職
に
あ
る
法
律
家
の
意
見
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⑥　

戦
争
、
交
渉
、
講
和
条
約
の
歴
史
及
び
国
家
間
の
公
的
関
係
に
関
す
る
そ
の
他
の
や
り
取
り

（
344
（

他
の
概
説
書
も
併
せ
て
参
照
す
る
と
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
法
源
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
一
覧
は
一
致
し
な
い
が
、
ホ
ィ
ー
ト
ン
の
よ
う
に

「
法
源
」
を
国
際
法
規
則
の
存
在
を
示
す
「
証
拠
」
と
し
て
捉
え
る
見
解
は
当
時
に
お
い
て
多
く
の
支
持
を
得
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
判
明
す
る（

344
（

。

　

さ
ら
に
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
法
源
を
国
家
の
共
通
の
同
意
が
成
立
し
得
る
事
実
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
で
、
明
示
的
同
意
と
し
て

の
条
約
及
び
黙
示
的
同
意
と
し
て
の
慣
習
の
二
つ
に
国
際
法
の
法
源
を
限
定
し
て
い
た（

344
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
彼
が
参
照
し
た
概
説
書

を
確
認
す
る
と
、
ボ
ン
フ
ィ
ス
（H

.�Bonfil

（
34（
（s

）、
ネ
イ
ス（

343
（

及
び
リ
ヴ
ィ
エ（

344
（

も
ま
た
実
定
国
際
法
の
法
源
を
慣
習
と
条
約
の
二
つ
に
限
定

し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
法
源
の
限
定
は
必
ず
し
も
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
特
有

の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
議
論
は
国
際
法
の
基
礎
と
し
て
の
共
通
の
同
意

か
ら
導
か
れ
る
当
然
の
帰
結
と
し
て
国
際
法
の
法
源
を
共
通
の
同
意
に
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
と
同
様

に
法
源
を
条
約
・
慣
習
の
二
つ
に
限
定
し
、
且
つ
、
こ
れ
ら
を
明
示
・
黙
示
の
同
意
に
よ
っ
て
説
明
す
る
議
論
に
お
い
て
、
共
通
の
同

意
理
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
、
そ
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
議
論
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
異
同

が
見
出
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
別
途
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
上
、
本
節
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
次
の
よ
う
に
纏
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
即
ち
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
お
い
て
国
際
法
の
基

礎
及
び
法
源
は
共
通
の
同
意
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
「
共
通
の
同
意
」
と
い
う
概
念
自
体
は
、
必
ず
し
も
オ
ッ
ペ
ン
ハ

イ
ム
に
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
類
似
の
概
念
に
基
づ
い
た
議
論
も
ま
た
展
開
さ
れ
て
い
た
。
尤
も
、
こ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
オ
ッ
ペ

ン
ハ
イ
ム
の
国
際
法
論
の
特
有
性
が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
共
通
の
同
意
」
又
は
そ
の
類
概
念
に
つ
い
て
、
そ
の
表
記

と
内
容
の
異
同
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
英
語
に
お
け
る
「
共
通
の
（com

m
on

）」
及
び
「
一
般
の
（general

）」
の
間
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の
異
同
、
ま
た
異
な
る
言
語
間
で
の
意
味
の
異
同
等
は
、
各
論
者
が
か
か
る
概
念
を
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
て
い
る
か
と
い
う
実
質

的
な
側
面
の
検
討
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
作
業
の
必
要
性
は
既
に
確
認
さ
れ
た
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
お
け
る
共
通
の
同

意
の
二
通
り
の
意
味
に
鑑
み
て
も
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
以
下
で
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
お
け
る
共
通
の
同
意
理
論
の

特
有
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
法
源
論
の
各
論
、
即
ち
①
黙
示
の
同
意
と
し
て
の
慣
習
（
第
二
節
）、
②
明

示
の
同
意
と
し
て
の
条
約
、
そ
し
て
③
条
約
の
拘
束
力
（
以
上
、
第
三
節
）
の
三
点
に
つ
い
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
概
説
書
に
お
け

る
先
行
文
献
や
同
時
代
の
概
説
書
等
と
の
比
較
対
照
を
試
み
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
個
別
論
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ

イ
ム
の
共
通
の
同
意
理
論
の
特
質
を
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
（
第
四
節
）。

　

第
二
節　

黙
示
の
同
意
と
し
て
の
慣
習
国
際
法
と
そ
の
妥
当
範
囲

　
　

㈠　

前
提

―
慣
習
法
国
際
法
論
に
お
け
る
問
題
の
所
在

　

国
際
社
会
全
体
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
国
際
法
で
あ
る
「
一
般
国
際
法（

344
（

」（
な
お
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
お
い
て
は
「
普
遍
国
際
法
」）

の
法
源
は
、
歴
史
的
に
は
自
然
法
、
又
は
一
般
法
と
し
て
の
慣
習
法
に
求
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
を
通
し
て
国
際
法
学

が
実
証
主
義
の
学
と
し
て
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
伴
い
、
自
然
法
に
代
表
さ
れ
る
非
実
定
的
要
素
が
国
際
法
学
か
ら
放
擲
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
一
般
国
際
法
は
一
般
法
で
あ
る
こ
と
が
所
与
と
さ
れ
た
慣
習
国
際
法
の
み
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た（

344
（

。
一
般
国
際
法
概
念
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、
同
概
念
が
慣
習
法
概
念
と
同
一
視
さ
れ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
た

先
行
研
究
で
は
、
一
般
国
際
法
の
法
源
と
し
て
の
慣
習
国
際
法
は
、
黙
示
の
同
意
に
よ
っ
て
理
論
構
成
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
客
観

主
義
の
観
点
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
点
が
示
さ
れ
て
い
る（

344
（

。

　

こ
の
中
で
も
、
慣
習
法
を
黙
示
の
同
意
（tacit�consent

）
又
は
黙
示
の
合
意
（pactum

 tacitum

）
と
す
る
理
解
（
以
下
、「
黙
示

の
合
意
論
」
と
す
る
。）
は
、
古
く
か
ら
提
示
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
そ
れ
自
体
は
古
代
ロ
ー
マ
の
法
思
想
に
起
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源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り（

344
（

、
国
際
法
の
学
説
史
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
一
八
世
紀
後
半
に
ヴ
ォ
ル
フ
が
か
か
る
見
解
を

採
用
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ヴ
ォ
ル
フ
は
「
約
束
（prom

issiones

）
は
拘
束
す
る
」
と
い
う
原
則
に
よ
っ
て
、
か

か
る
約
束
に
含
ま
れ
る
合
意
も
当
然
に
拘
束
す
る
こ
と
を
導
き
、
そ
れ
故
に
、
黙
示
の
合
意
で
あ
る
慣
習
国
際
法
は
、
明
示
の
合
意
で

あ
る
協
定
国
際
法
と
同
様
に
、
合
意
し
た
国
家
且
つ
合
意
し
た
事
項
に
限
り
遵
守
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
い
た（

344
（

。
こ
の
よ
う
な

見
解
は
一
八
世
紀
以
降
に
お
い
て
断
絶
し
た
も
の
で
は
な
く
、
先
行
研
究（

344
（

に
お
い
て
は
第
三
部
で
検
討
さ
れ
る
ア
ン
ツ
ィ
ロ
ッ
テ
ィ
や

シ
ュ
ト
ル
ッ
プ
（K

.�Strupp

）
に
加
え
て
、
現
代
国
際
法
学
に
お
け
る
ト
ゥ
ン
キ
ン（

344
（

等
が
そ
の
代
表
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
そ

し
て
、
以
上
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
も
ま
た
黙
示
の
合
意
論
を
採
用
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

但
し
、
ヴ
ォ
ル
フ
や
ト
ゥ
ン
キ
ン
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
黙
示
の
合
意
論
は
、「
同
意
を
与
え
て
い
な
い
国
家
は
拘
束
さ
れ
な
い
」
と

い
う
個
別
国
家
の
同
意
を
絶
対
視
す
る
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ヴ
ォ
ル
フ
は
慣
習
国
際
法
と
は
別
に

自
然
国
際
法
及
び
実
定
国
際
法
と
し
て
の
意
思
国
際
法
に
よ
っ
て
一
般
国
際
法
を
構
想
し
、
ト
ゥ
ン
キ
ン
は
す
べ
て
の
国
の
実
際
の
同

意
が
な
い
限
り
は
そ
も
そ
も
一
般
国
際
法
自
体
が
成
立
し
得
な
い
と
論
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た（

34（
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
シ
ュ

ト
ル
ッ
プ
の
よ
う
に
一
般
法
と
し
て
の
慣
習
法
の
成
立
の
た
め
に
黙
示
の
同
意
を
推
定
す
る
と
い
う
立
場（

343
（

も
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
黙
示

の
合
意
論
に
は
右
の
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る（

344
（

。

　

こ
の
よ
う
な
学
説
状
況
に
照
ら
し
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
概
説
書
が
上
梓
さ
れ
た
二
〇
世
紀
初
頭
と
い
う
時
代
を
考
え
る
と
、
彼

は
ま
さ
に
一
般
国
際
法
の
法
源
と
し
て
慣
習
国
際
法
を
理
解
す
る
と
い
う
考
え
方
が
普
及
し
て
い
く
渦
中
に
あ
っ
た
と
言
え
る（

344
（

。
オ
ッ

ペ
ン
ハ
イ
ム
自
身
は
、
前
章
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
慣
習
法
を
黙
示
の
同
意
に
よ
っ
て
説
明
し
た
が
、
彼
は
慣
習
法
を
一
般

国
際
法
と
同
一
視
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
彼
の
国
際
法
論
の
中
で
、
国
際
法
の
普
遍
性
が
ど
の
よ
う
に
構
想
さ
れ
て

い
た
の
か
と
い
う
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

344
（

。
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㈡　

黙
示
の
同
意
と
し
て
の
慣
習
国
際
法
と
そ
の
妥
当
範
囲

　

概
説
書
及
び
一
九
一
五
年
の
論
文
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
慣
習
法
論
の
概
要
は
、次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

即
ち
、
あ
る
行
為
が
法
的
に
必
要
で
あ
る
か
又
は
法
的
に
正
し
い
と
い
う
確
信
の
下
で
、
か
か
る
行
為
を
す
る
こ
と
の
明
白
且
つ
継
続

的
な
習
慣
が
生
じ
て
い
て
、か
か
る
習
慣
に
対
し
て
黙
示
の
同
意
を
与
え
て
い
る
国
家
の
間
で
成
立
す
る
も
の
が
慣
習
国
際
法
で
あ
り
、

か
か
る
習
慣
に
対
し
て
同
意
を
与
え
て
い
る
国
の
数

―
か
か
る
慣
習
の
妥
当
範
囲

―
に
よ
っ
て
、
慣
習
国
際
法
は
普
遍
・
一

般
・
特
別
の
三
つ
に
分
類
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
普
遍
慣
習
国
際
法
と
一
般
慣
習
国
際
法
と
の
区
別
に
関
連
し
て
、
オ
ッ

ペ
ン
ハ
イ
ム
の
普
遍
慣
習
国
際
法
の
中
に
は
、
共
同
体
の
構
成
員
す
べ
て
の
実
際
の
同
意
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
、
あ
る
規
則
が
適
用

さ
れ
る
状
況
に
あ
る
す
べ
て
の
国
家
に
よ
っ
て
慣
習
国
際
法
と
し
て
承
認
さ
れ
、
且
つ
、
そ
の
背
景
に
共
同
体
の
利
益
を
見
出
せ
る
場

合
に
、
実
際
に
黙
示
の
同
意
を
与
え
て
い
な
い
（
か
か
る
慣
習
法
に
合
致
す
る
形
で
行
動
し
て
い
な
い
）
国
家
の
同
意
が
擬
制
さ
れ
る

も
の
、
と
い
う
二
つ
が
観
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　

そ
れ
で
は
、
右
の
よ
う
な
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
慣
習
法
論
は
、
彼
の
先
行
文
献
等
と
比
較
し
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
特
質
を
有
す
る

も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
構
想
し
た
「
共
通
の
同
意
」
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
以
下
で
は
①
黙
示
の
同
意
に
よ

る
慣
習
法
の
構
想
（
慣
習
法
の
性
質
理
解
）、
②
慣
習
法
の
妥
当
範
囲
、
③
普
遍
慣
習
国
際
法
と
一
般
慣
習
国
際
法
と
の
区
別
の
有
無
、

と
い
う
三
点
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
慣
習
法
論
の
特
有
性
を
検
討
す
る
。

　

ま
ず
第
一
に
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
と
同
様
に
黙
示
の
同
意
に
よ
っ
て
慣
習
国
際
法
を
構
想
し
て
い
た
も
の
を
確
認
す
る
と
、
例
え
ば

マ
ル
テ
ン
ス
（F.�von�M

artens

）
は
、
国
際
的
な
法
秩
序
の
必
要
性
を
承
認
し
た
文
明
諸
国
の
間
で
、
そ
の
拘
束
力
を
承
認
す
る
自

由
意
思
の
上
に
国
際
法
は
存
在
す
る
と
述
べ
た
上
で
、
か
か
る
承
認
が
見
出
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
国
際
慣
習
を
黙

示
の
同
意
と
し
て
説
明
し
て
い
る（

344
（

。
ま
た
、
プ
ラ
デ
ィ
エ
＝
フ
ォ
デ
レ
に
よ
れ
ば
、
明
瞭
且
つ
継
続
的
な
国
家
の
慣
行
は
明
示
的
な
同

意
に
相
当
す
る
黙
示
の
同
意
を
証
明
す
る
と
し
て
、
国
際
慣
習
を
黙
示
の
同
意
と
し
て
論
じ
て
い
た（

344
（

。
さ
ら
に
、
既
に
確
認
さ
れ
た
よ
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う
に
実
定
国
際
法
の
法
源
を
条
約
及
び
慣
習
の
二
つ
に
限
定
し
て
い
た
ボ
ン
フ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
、
類
似
の
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と

で
成
立
す
る
慣
習
は
「
黙
示
の
合
意
で
あ
る
が
故
に
か
か
る
行
為
の
相
互
性
が
重
要
で
あ
る
」
と
い
う（

344
（

。
さ
ら
に
、
ハ
レ
ッ
ク
（H

.�W
.�

H
alleck

）
も
、
慣
習
国
際
法
が
国
家
間
の
関
係
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
黙
示
の
同
意
に
基
礎
づ
け
ら
れ
、
そ
の
存
在
の
確
認
の
た
め
に
は

文
明
諸
国
一
般
に
よ
っ
て
又
は
少
な
く
と
も
影
響
を
受
け
る
特
定
の
国
々
に
よ
っ
て
か
か
る
慣
行
が
承
認
又
は
拒
否
さ
れ
て
い
る
か
否

か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
て
い
る（

344
（

。
な
お
、「
黙
示
の
同
意
」
と
い
う
構
成
は
採
用
さ
れ
な
い
も
の
の
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
イ

ク
が
「
慣
習
は
社
会
が
義
務
的
な
も
の
と
し
て
同
意
し
て
い
る
一
連
の
行
為
で
あ
る（

344
（

」
と
説
明
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

　

少
な
く
と
も
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
概
説
書
の
法
源
論
で
参
照
し
て
い
る
文
献
に
お
い
て
は
、
黙
示
の
同
意
に
基
づ
い
た
慣
習
国
際
法

論
を
展
開
す
る
概
説
書
は
右
で
紹
介
し
た
も
の
の
み
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
多
く
は
、
慣
習
法
を
国
家
の
同
意
と
し
て
理
解
す
る
の

で
は
な
く
、
例
え
ば
ヘ
フ
タ
ー
や
ホ
ル
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
等
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
行
為
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
慣

習
の
中
に
諸
国
家
の
共
通
意
思
や
法
意
識
を
見
出
す
と
い
う
も
の（

34（
（

で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
リ
ヴ
ィ
エ
の
よ
う
に
現
在
の
通
説
的
見
解
で

あ
る
二
要
件
論
に
基
づ
く
説
明（

343
（

も
確
認
さ
れ
る
。

　

第
二
に
、
慣
習
法
の
妥
当
範
囲
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
前
提
と
し
て
国
際
法

を
一
般
法
と
し
て
構
想
す
る
か
否
か
と
い
う
点
で
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
国
際
法
を
一
般
法
と
し
て
構
想
す
る
立

場
か
ら
は
、
そ
れ
故
に
慣
習
法
も
一
般
的
な
妥
当
範
囲
を
有
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
例

え
ば
ホ
ー
ル（

344
（

、
ハ
レ
ッ
ク（

344
（

、
ウ
ェ
ス
ト
レ
イ
ク（

344
（

、
ウ
ル
マ
ン
（E.�von�U

llm
an

（
344
（n

）、
リ
ヴ
ィ
エ（

344
（

、
マ
ル
テ
ン
ス（

444
（

、
ボ
ン
フ
ィ
ス（

444
（

等
に
お

い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
際
法
を
必
ず
し
も
一
般
法
に
限
定
し
な
い
も
の
と
し
て
は
、
例
え

ば
プ
ラ
デ
ィ
エ
＝
フ
ォ
デ
レ（

444
（

や
ヘ
フ
タ
ー（

44（
（

、
ホ
ル
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ（

443
（

等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
ヘ
フ
タ
ー
及
び
ホ
ル
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
お
い

て
は
慣
習
が
一
般
法
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
プ
ラ
デ
ィ
エ
＝
フ
ォ
デ
レ
に
お
い
て
は
慣
習
法
の
一
般
性
が
措
定
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
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そ
し
て
第
三
に
、
普
遍
慣
習
国
際
法
と
一
般
慣
習
国
際
法
と
の
区
別
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
国
際
法
が
一
般
的
妥
当
性
を
備
え
る
た
め

に
す
べ
て
の
国
の
同
意
を
必
要
と
す
る
か
否
か
と
い
う
議
論
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
右
で
紹
介
し
た
国
際

法
を
一
般
法
と
し
て
措
定
す
る
議
論
に
お
い
て
も
一
様
で
は
な
く
、
こ
の
点
に
言
及
し
て
い
な
い
概
説
書
も
多
い
。
こ
の
点
を
説
明
す

る
も
の
と
し
て
、例
え
ば
ウ
ェ
ス
ト
レ
イ
ク
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
限
ら
れ
た
範
囲
内
に
お
け
る
意
見
の
一
般
的
合
致（the�general�

consensus�of�opinion

）
が
示
さ
れ
て
い
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る（

444
（

。
ま
た
、
慣
習
が
そ
の
形
成
に
参
加
し
て
い
な
い
国
を
も

拘
束
す
る
と
い
う
こ
と
を
明
示
的
に
論
じ
る
者
と
し
て
、
ボ
ン
フ
ィ
ス
や
ウ
ル
マ
ン
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
両

者
が
挙
げ
る
の
は
国
際
共
同
体
の
存
在
で
あ
り
、
ボ
ン
フ
ィ
ス
は
「
国
際
共
同
体
に
加
入
す
る
す
べ
て
の
国
は
、
そ
の
安
定
し
た
共
存

を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
一
般
的
体
系
に
賛
同
す
る（

444
（

」
と
述
べ
、
そ
し
て
ウ
ル
マ
ン
も
、
国
際
共
同
体

の
構
成
員
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
す
べ
て
の
国
家
に
対
し
て
慣
習
が
妥
当
す
る
こ
と
を
諸
国
民
の
法
的
確
信
が
要
求
し
て
い
る
と

論
じ
て
い
た（

444
（

の
で
あ
っ
た
。

　

第
三
節　

明
示
の
同
意
と
し
て
の
条
約

　
　

㈠　

前
提

―
条
約
の
法
源
性
と
条
約
類
型
論

　
　
　

⑴　

条
約
の
法
源
性

　

元
来
の
法
源
で
あ
る
慣
習
と
並
ん
で
国
際
法
の
法
源
と
し
て
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
挙
げ
る
も
の
は
、明
示
の
同
意
た
る
条
約
で
あ
る
。

条
約
は
二
以
上
の
国
家
間
で
締
結
さ
れ
る
合
意
文
書
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
よ
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
条
約
す
べ
て
が
国
際
法
の
法
源
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
即
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
、「
将
来
の
国
際
的
な
行

為
の
た
め
に
新
規
則
を
定
立
す
る
も
の
、
又
は
、
現
在
の
慣
習
規
則
を
確
認
、
明
確
化
若
し
く
は
廃
止
す
る
も
の
の
み
」
が
国
際
法
の

法
源
と
し
て
の
条
約
で
あ
る
と
観
念
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た（

444
（

。
こ
の
よ
う
な
条
約
の
法
源
性
の
限
定
及
び
条
約
の
拘
束
力
の
根
拠
に
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つ
い
て
、
彼
の
先
行
文
献
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
異
同
が
見
出
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
解
明
す
る
の
が
本
節
の
目
的
で
あ
る
。

　

尤
も
、
条
約
の
法
源
性
に
つ
い
て
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
参
照
し
て
い
る
先
行
文
献
の
中
に
お
い
て
も
様
々
な
議
論（

444
（

を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
と
は
異
な
り
、
す
べ
て
の
条
約
が
国
際
法
の
法
源
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
立
場
が
あ
っ
た
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
カ
ル
ボ（

444
（

、
ハ
レ
ッ
ク（

444
（

、
フ
ィ
オ
レ
（P.�Fior

（
444
（e

）、
プ
ラ
デ
ィ
エ
＝
フ
ォ
デ
レ（

44（
（

、
マ
ル

テ
ン
ス（

443
（

等
の
概
説
書
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
に
お
い
て
は
、
国
家
間
で
締
結
さ
れ
た
条
約
は
す
べ
て
国

際
法
の
法
源
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
故
に
、
一
定
の
類
型
に
該
当
す
る
条
約
の
み
を
国
際
法
の
法
源
た
る
条
約
と
し

て
捉
え
る
よ
う
な
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
議
論
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　

⑵　

当
事
国
数
を
基
準
と
す
る
類
型
―
―
一
般
条
約
と
特
別
条
約

　

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
よ
う
に
条
約
の
法
源
性
を
一
定
の
条
約
の
み
に
限
定
す
る
議
論
は
、
そ
の
区
別
の
基
準
に
よ
っ
て
二
つ
の
類
型

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
第
一
に
、
条
約
の
当
事
国
数
を
基
準
と
す
る
一
般
条
約
（
或
い
は
集
団
条
約
）
と
特
別
条
約
と
い
う

類
型
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
ボ
ン
フ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
、
限
ら
れ
た
数
の
国
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
る
の
が
特
別
条
約
で
あ
り
、
こ
の

種
の
条
約
は
国
際
法
規
則
を
生
じ
さ
せ
ず
、
締
約
国
を
拘
束
す
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
特
別
条
約
は
、
同
様
の

規
定
が
多
く
の
国
の
間
で
作
ら
れ
締
結
さ
れ
る
こ
と
で
、
慣
習
を
法
源
と
し
た
国
際
法
規
則
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
る（

444
（

。
こ
れ
に
対

し
て
、
一
般
条
約
・
集
団
条
約
は
国
際
法
規
則
の
形
成
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
あ
る
国
家
間
関
係
に
関
し
て
適
用
可
能
な
新
た
な

規
則
の
定
立
を
目
的
と
す
る
条
約
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
集
団
条
約
は
、
既
に
慣
習
法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
原

則
の
新
た
な
帰
結
を
引
き
出
し
た
り
、
一
般
的
・
継
続
的
な
十
分
な
慣
行
を
欠
い
て
い
る
た
め
す
べ
て
の
国
に
課
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
複
数
の
国
家
の
実
行
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
規
則
を
確
認
又
は
定
式
化
し
た
り
、
完
全
に
新
し
い
原
則
を
課
し
た
り
、

先
行
す
る
規
則
を
廃
止
し
た
り
す
る
も
の
で
あ
る（

444
（

。
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以
上
の
よ
う
に
、
国
際
法
の
一
般
的
妥
当
性
を
前
提
と
す
る
ボ
ン
フ
ィ
ス
の
立
場
か
ら
は
、
そ
の
当
事
国
数
が
限
定
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
特
別
条
約
は
国
際
法
の
法
源
と
し
て
は
み
な
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
は
、
一
般
条
約
と
特
別
条
約
と

い
う
類
型
化
を
明
示
し
て
は
い
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
諸
国
の
共
通
意
思
が
表
明
さ
れ
る
も
の
の
み
が
国
際
法
の
法
源
で
あ
る
と
論
じ

る
リ
ヴ
ィ
エ
に
よ
っ
て
も
共
有
さ
れ
る
も
の
で
あ
る（

444
（

。
な
お
、
条
約
の
法
源
性
へ
の
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
な
類
型
化
と
し
て
、
こ

の
種
の
条
約
類
型
論
が
導
入
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
ホ
ル
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
よ
れ
ば
、
条
約
に
は
①
あ
る
特
定
の
問
題
や

利
害
の
た
め
に
締
結
さ
れ
る
も
の
で
、
締
約
国
数
が
限
定
さ
れ
て
い
る
特
別
条
約
、
②
国
家
間
関
係
の
一
般
的
な
法
的
問
題
の
た
め
に

締
結
さ
れ
る
、
大
多
数
の
国
家
が
締
約
国
と
な
っ
て
い
る
集
団
条
約
、
の
二
つ
が
あ
る
と
い
う（

444
（

。
ホ
ル
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
よ
る
こ
の
よ

う
な
分
類
は
条
約
目
的
及
び
締
約
国
数
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
国
際
法
の
法
源
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
単
な
る
条

約
の
類
型
を
示
す
も
の
で
し
か
な
く（

444
（

、
こ
の
意
味
に
お
い
て
ボ
ン
フ
ィ
ス
等
の
議
論
と
は
異
な
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

　
　
　

⑶　

規
範
内
容
を
基
準
と
す
る
類
型

　

第
二
に
、
条
約
の
規
範
内
容
を
基
準
と
し
て
条
約
を
類
型
化
す
る
議
論
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
英
国
の
概
説
書
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
条
約
を
三
つ
に
類
型
化
す
る
も
の
、
そ
し
て
主
と
し
て
ド
イ
ツ
語
圏
の
概
説
書
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
な
法
律
行

為
条
約
と
法
規
範
条
約
と
い
う
類
型
化（

444
（

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
一
の
類
型
化
と
し
て
、
例
え
ば
ホ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
条
約
は
次
の
三
つ
に
類
型
化
可
能
で
あ
る
と
い
う
。

①　

締
約
国
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
て
い
る
法
を
宣
明
す
る
も
の

②　

締
約
国
が
法
の
慣
行
に
組
み
込
み
た
い
と
望
む
が
、
実
際
に
は
現
行
法
の
外
側
に
あ
る
と
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
実
行
を
規
定
す
る
も
の

③　

法
的
考
慮
に
は
一
切
関
係
の
な
い
単
な
る
主
張
に
留
ま
る
も
の（

444
（
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ホ
ー
ル
は
条
約
の
独
立
し
た
法
源
性
を
否
定
し
、
文
明
諸
国
に
お
け
る
慣
行
の
み
を
国
際
法
の
法
源
と
し
て
認
め
て
い
る
た
め
、
慣
行

を
示
す
も
の
と
し
て
の
意
味
に
お
い
て
の
み
条
約
を
評
価
し
て
い
る
が
、
右
の
類
型
の
中
で
も
、
③
は
慣
行
を
示
す
も
の
と
し
て
無
意

味
で
あ
り
、
①
・
②
に
該
当
す
る
条
約
は
、
文
明
諸
国
間
に
お
け
る
慣
行
を
示
す
も
の
と
し
て
評
価
し
得
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ホ
ー
ル
の
分
類
を
下
敷
き
に
し
て
、
一
定
の
条
件
を
充
足
す
る
場
合
に
、
条
約
そ
れ
自
体
に
法
源
性
を
認
め
よ
う
と
し

た
の
が
ロ
ー
レ
ン
ス
で
あ
る
。
ホ
ー
ル
の
分
類
と
は
異
な
る
こ
と
を
断
っ
た
上
で
、
ロ
ー
レ
ン
ス
は
次
の
よ
う
な
類
型
を
提
示
し
て
い

る
。①　

�

国
際
関
係
に
関
す
る
新
規
則
を
制
定
し
又
は
領
域
の
国
際
的
地
位
を
変
更
す
る
も
の
で
、
す
べ
て
の
若
し
く
は
殆
ど
す
べ
て
の
文
明
諸
国

に
よ
っ
て
同
意
さ
れ
た
条
約
（
そ
の
署
名
国
数
及
び
遵
守
さ
れ
て
き
た
期
間
に
比
例
し
て
重
要
性
が
決
定
さ
れ
る
）

②　

締
約
国
間
に
新
規
則
を
制
定
す
る
条
約
（
少
数
国
間
で
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
を
確
立
す
る
た
め
に
締
結
さ
れ
る
も
の
）

③　

国
際
法
規
則
を
含
ま
な
い
も
の
で
、
当
事
国
間
の
紛
争
を
解
決
す
る
だ
け
の
も
の（

444
（

ロ
ー
レ
ン
ス
に
よ
れ
ば
、「
文
明
諸
国
に
よ
っ
て
一
般
的
に
認
め
ら
れ
た
も
の
の
み（

44（
（

」
が
国
際
法
規
則
で
あ
る
た
め
、
右
記
類
型
の
中
で

は
、
実
際
に
該
当
す
る
よ
う
な
例
は
非
常
に
少
数
で
あ
る
も
の
の
、
①
に
該
当
す
る
条
約
の
み
が
国
際
法
の
法
源
と
し
て
認
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る（

443
（

。
ま
た
、
②
の
条
約
群
に
つ
い
て
は
、
時
の
経
過
に
よ
っ
て
法
源
と
し
て
の
条
約
に
な
る
可
能
性
が
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、

③
に
該
当
す
る
大
部
分
の
条
約
は
「
法
源
と
し
て
は
無
価
値
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

444
（

。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
と
同
様
の
類
型
化
を
試
み
た
も
の
と
し
て
、
テ
イ
ラ
ー
（H

.�T
aylor

）
の
概
説
書
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼

は
、
条
約
を
①
特
殊
な
利
害
に
影
響
を
与
え
る
合
意
に
過
ぎ
な
い
条
約
、
②
新
た
な
一
般
規
則
を
宣
言
し
又
は
旧
来
の
そ
れ
を
修
正
す

る
条
約
、
③
勢
力
均
衡
の
維
持
の
た
め
の
協
調
的
行
動
の
基
礎
と
な
る
条
約
と
い
う
三
つ
に
類
型
化
し
て
い
る（

444
（

。
こ
の
よ
う
な
類
型
化
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は
一
見
し
た
と
こ
ろ
ロ
ー
レ
ン
ス
に
よ
る
も
の
と
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
テ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
①
の
条
約
は
「
時
の

経
過
の
中
で
そ
の
英
知
と
便
宜
が
経
験
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
場
合（

444
（

」
に
一
般
規
則
へ
と
成
長
し
、
そ
し
て
②
の
条
約
は
「
相
当
な
時

の
経
過
の
中
で
多
く
の
大
国
が
新
規
則
を
遵
守
し
た
後
に
、
同
意
を
与
え
て
い
な
い
国
も
か
か
る
規
則
に
道
徳
的
に
服
す
る
よ
う
に
な

る
（
444
（

」
と
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
①
が
ま
っ
た
く
無
価
値
な
も
の
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
点
、
ま
た
②
が
単
な
る
可
能
性
で
は
な
く

事
実
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
点
が
ロ
ー
レ
ン
ス
と
の
異
同
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る（

444
（

。

　

次
に
、
規
範
内
容
を
基
準
と
す
る
第
二
の
類
型
と
し
て
、
法
律
行
為
条
約
と
法
規
範
条
約
と
の
区
別
を
提
示
す
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
ホ
ル
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
よ
れ
ば
、
条
約
は
①
そ
の
遵
守
、
違
反
又
は
廃
棄
が
締
約
国
の
み
に
関
す
る
法
律
行
為
を
内
容

と
す
る
条
約
（Staatsverträge�rechtsgeschäftlichen�Inhalts

）、
②
合
意
し
た
国
家
間
に
お
け
る
永
続
的
な
規
範
、
又
は
、
そ
の

他
の
国
々
に
よ
る
全
般
的
な
参
加
を
得
た
も
の
で
、
締
約
国
の
意
図
と
し
て
一
般
的
な
原
則
を
規
定
す
る
よ
う
な
法
規
範
を
内
容
と
す

る
条
約
（Staatsverträge�rechtsnorm

ativen�Inhalts

）、
そ
し
て
③
こ
れ
ら
（
①
・
②
）
が
混
合
す
る
条
約
、
に
分
類
さ
れ
る（

4（4
（

。

彼
に
よ
れ
ば
、
①
法
律
行
為
条
約
と
②
法
規
範
条
約
と
で
は
、
そ
の
解
釈
等
の
点
に
お
い
て
異
な
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
区

別
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
国
際
法
の
法
源
と
し
て
の
条
約
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う（

4（4
（

。

　

ま
た
、
ホ
ル
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
よ
う
な
法
律
行
為
と
法
規
範
と
い
う
区
別
を
明
示
的
に
採
用
し
な
い
も
の
の
、
規
範
内
容
に
即
し
た

条
約
分
類
論
を
提
示
す
る
も
の
と
し
て
ウ
ル
マ
ン
の
議
論
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ウ
ル
マ
ン
の
条
約
類
型
論
は
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
概
説
書

で
明
示
的
に
参
照
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た（

4（4
（

が
、
ウ
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
当
事
国
の
利
害
に
よ
り
密
接
に
関
連
し
た
も
の
を
主
題
と
す

る
も
の
（
同
盟
条
約
、
国
境
管
理
条
約
、
講
和
条
約
及
び
通
商
航
海
条
約
等
）
の
よ
う
な
、
具
体
的
な
事
実
や
個
別
の
法
関
係
を
規
律

す
る
条
約
は
国
際
法
の
法
源
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
と
は
異
な
り
、「
既
存
の
慣
習
規
則
を
明
確
に
定
式
化
若
し
く
は
再
確
認
す

る
も
の
又
は
国
際
生
活
の
た
め
の
新
た
な
法
原
則
を
創
設
す
る
」
条
約
の
み
が
国
際
法
の
法
源
と
し
て
の
条
約
（「
立
法
条
約

（rechtsetzender�V
ertrag

）」）
で
あ
る
、
と
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た（

4（（
（

。
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㈡　

立
法
条
約
論

―
ト
リ
ー
ペ
ル
理
論
の
受
容
？

　
　
　

⑴　

従
来
の
通
説
的
見
解

―
ト
リ
ー
ペ
ル
の
立
法
条
約
論
の
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
よ
る
受
容

　

既
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
よ
れ
ば
、「
将
来
の
国
際
的
な
行
為
の
た
め
に
新
規
則
を
定
立
す
る
も
の
、
又
は
、
現

在
の
慣
習
規
則
を
確
認
、
明
確
化
若
し
く
は
廃
止
す
る
も
の
の
み
」
が
国
際
法
の
法
源
と
し
て
の
条
約
で
あ
り
、
彼
は
こ
の
よ
う
な
条

約
を
「
立
法
条
約
」
と
観
念
し
て
い
た（

4（3
（

。
こ
の
よ
う
な
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
立
法
条
約
の
定
式
化
は
、
以
上
で
確
認
さ
れ
た
条
約
類
型

論
の
中
で
は
、
ウ
ル
マ
ン
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
ウ
ル
マ
ン
は
、
国
内
法
の
法
源
と
国
際
法
の
法
源
と
の
類

似
性
を
認
め
る
こ
と
で
、
競
合
す
る
意
思
表
示
に
よ
っ
て
条
約
は
当
事
国
の
共
通
の
法
（gem

einsam
es�Recht

）
を
創
設
す
る
と
論

じ
て
い
た（

4（4
（

。
こ
の
よ
う
に
当
事
者
の
意
思
内
容
に
よ
っ
て
条
約
を
区
別
す
る
と
い
う
考
え
は
、
国
内
法
上
の
議
論
を
国
際
法
に
導
入
し

よ
う
と
す
る
も
の（

4（4
（

で
あ
り
、
と
り
わ
け
ト
リ
ー
ペ
ル
の
立
法
条
約
論
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
立
法
条
約
概
念
が
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
国
際
法
理
論
に
お
い
て
特
別
な
意
味
を
有
す
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て

き
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
ラ
ウ
タ
ー
パ
ク
ト
に
よ
れ
ば
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
ベ
ル
ク
ボ
ー
ム
や
ト
リ
ー

ペ
ル
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
た
立
法
条
約
論
を
英
米
の
国
際
法
学
者
に
普
及
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
、
立
法
条
約
論
の
文
脈
に
お
い
て
重

大
な
役
割
を
果
た
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

4（4
（

。
そ
れ
で
は
、
ラ
ウ
タ
ー
パ
ク
ト
の
評
価
の
よ
う
に
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
立

法
条
約
論
は
ベ
ル
ク
ボ
ー
ム
や
ト
リ
ー
ペ
ル
の
理
論
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
概
説
書
の
執
筆
に
当

た
っ
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
参
照
し
得
た
こ
れ
ら
の
先
行
文
献
を
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
そ
れ
と
ど
の
よ
う
な

関
係
に
立
つ
も
の
と
し
て
彼
が
「
立
法
条
約
」
を
観
念
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
を
以
下
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　

⑵　

ト
リ
ー
ペ
ル
の
国
際
法
認
識
と
共
同
意
思
理
論

　

既
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
立
法
条
約
論
の
代
表
的
な
論
者
と
し
て
、
一
八
九
九
年
に
『
国
際
法
と
国
内
法（

4（4
（

』
を
上
梓
し
た
ト
リ
ー
ペ

実証主義国際法学の確立過程における合意主義の系譜（三）215

四
五



ル
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
八
九
三
年
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
に
お
い
て
、
国
法
学
・
国
際
法
・
行
政
法
の
教
授
資
格
を
取
得
し
た
彼
は
、

そ
の
後
一
九
〇
一
年
に
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
で
教
授
職
を
得
る
が
、
こ
の
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
へ
の
移
籍
ま
で
の
間
の
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
時
代
に
上
梓
さ
れ
た
の
が
一
八
九
九
年
の
著
作
で
あ
る（

4（4
（

。彼
は
こ
の
著
作
に
お
い
て
、「
国
家
間
の
関
係
に
法
は
存
在
し
得
る
の

か
」、
そ
し
て
「
そ
れ
は
如
何
な
る
法
源
か
ら
生
ま
れ
る
の
か
」
と
い
う
点
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
っ
た（

434
（

。

　

ま
ず
、
法
を
法
関
係
（Rechtsverhältnis

）
と
法
源
（Rechtsquelle

）
に
よ
っ
て
分
類
す
る
ト
リ
ー
ペ
ル
は
、
国
内
法
が
私
人
間

の
私
法
的
関
係
及
び
私
人
と
国
家
機
関
間
の
公
法
的
関
係
を
規
律
す
る
の
に
対
し
て
、
国
際
法
は
国
家
の
国
家
に
対
す
る
関
係
を
規
律

す
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ
る
こ
と
で
、
国
際
法
の
自
律
性
を
提
示
す
る（

434
（

。
国
際
法
の
法
源
に
つ
い
て
の
ト
リ
ー
ペ
ル
の
基
本
的
立
場
は
、

概
ね
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
即
ち
、
諸
国
家
か
ら
構
成
さ
れ
る
社
会
に
お
い
て
、
多
数
の
国
家
を
拘
束
す
る
意

思
が
単
一
の
国
家
に
帰
属
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
た
め
、
そ
の
意
思
は
個
別
国
家
の
意
思
の
結
合
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
結
合
さ
れ
た
意
思
が
「
共
同
意
思
（Gem

einw
ille

）」
又
は
「
全
体
意
思
（Gesam

tw
ille

）」
で
あ
っ
て
、
意
思
の
合
致
に
よ
っ

て
意
思
統
一
体
（W

illenseinheit

）
へ
と
融
合
す
る
諸
国
家
の
共
同
意
思
の
み
が
国
際
法
の
法
源
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る（

434
（

。

　

か
か
る
共
同
意
思
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
一
般
的
見
解
で
あ
る
契
約
理
論
と
、
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
（K

.�Binding

）
や
イ
ェ
リ

ネ
ッ
ク
ら
が
提
示
し
た
新
理
論
が
あ
る
と
し
て
、後
者
を
自
ら
の
立
論
の
出
発
点
と
し
て
選
択
し
て
い
る（

43（
（

。具
体
的
に
は
、ベ
ル
ク
ボ
ー

ム
が
一
八
七
七
年
に
上
梓
し
た
著
作（

43（
（

、
ト
リ
ー
ペ
ル
が
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
に
お
い
て
師
事
し
た
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
一
八
八
九

年
に
公
表
さ
れ
た
論
考（

434
（

、
そ
し
て
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
の
一
八
九
二
年
著
作（

434
（

に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
理
論
を
、
ト
リ
ー
ペ
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
検

討
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
ベ
ル
ク
ボ
ー
ム
の
理
論
に
つ
い
て
は
、
ベ
ル
ク
ボ
ー
ム
が
提
示
し
た
二
種
類
の
国
際
条
約
の
う
ち
、

国
家
の
権
利
を
形
成
又
は
廃
止
す
る
法
律
行
為
を
内
容
と
す
る
条
約
で
は
な
く
、「
諸
国
が
将
来
の
行
動
の
一
般
的
規
範
と
し
て
明
白
に

合
意
す
る
法
命
題
と
い
う
抽
象
的
規
範
を
内
容
と
す
る
条
約
」
の
み
が
国
際
法
の
法
源
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
点
を
ト
リ
ー
ペ
ル

は
評
価
し
て
い
る（

434
（

。
次
に
、
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
「
協
約
（V

ereinbarung

）」
と
い
う
用
語
を
生
み
出
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し
、
法
律
行
為
の
よ
う
に
合
意
す
る
当
事
者
の
意
思
の
統
一
的
統
合
が
な
さ
れ
な
い
「
契
約
（V

ertrag

）」
と
は
区
別
し
て
、
協
約
を

合
議
裁
判
所
の
判
決
の
よ
う
に
内
容
の
等
し
い
意
思
が
統
一
的
に
統
合
さ
れ
る
も
の
と
し
て
提
示
し
た
点
に
注
目
し
て
い
る（

434
（

。そ
し
て
、

イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
か
か
る
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
協
約
概
念
を
公
法
以
外
の
例
に
も
応
用
し
、
対
立
し
た
又
は
一
致
し
な

い
利
益
の
充
足
を
目
的
と
す
る
意
思
の
合
致
で
あ
る
契
約
と
、
共
通
利
益
の
充
足
を
目
的
と
す
る
意
思
の
合
致
で
あ
る
協
約
と
い
う
区

別
を
提
示
し
た
点
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た（

434
（

。

　
　
　

⑶　

ト
リ
ー
ペ
ル
の
立
法
条
約
論

　

ト
リ
ー
ペ
ル
は
、
以
上
の
よ
う
に
共
同
意
思
の
形
成
に
関
す
る
新
理
論
を
検
討
し
な
が
ら
、
国
内
法
に
お
け
る
協
約
の
概
念
に
つ
い

て
検
討
し
た
後
に
、
そ
れ
を
国
際
法
に
当
て
は
め
る
と
い
う
方
法
で
、
議
論
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ト
リ
ー
ペ
ル
の
理
論
に

つ
い
て
の
詳
細
な
紹
介
は
次
章
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
彼
の
立
法
条
約
論
の
要
点
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
ベ
ル
ク
ボ
ー
ム
、
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
新
理
論
を
も
と
に
し
て
、
法
律
行
為
を
構
成
す

る
条
約
と
法
命
題
を
構
成
す
る
条
約
と
に
条
約
を
類
型
化
し
、
前
者
に
つ
い
て
、
領
域
譲
渡
や
捕
虜
交
換
の
よ
う
に
、
対
立
す
る
当
事

者
の
利
益
を
充
足
す
る
た
め
に
締
結
さ
れ
る
私
人
間
契
約
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
「
契
約
合
意
（V

ertrag

）」
と
観
念
す

る
。
こ
の
よ
う
な
契
約
合
意
は
国
内
私
法
に
お
い
て
客
観
的
な
法
命
題
と
な
り
得
な
い
よ
う
に
、
国
際
法
上
も
共
同
意
思
を
形
成
す
る

こ
と
は
な
く
、
そ
れ
故
に
国
際
法
の
法
源
と
は
な
ら
な
い
と
論
じ
ら
れ
る（

444
（

。

　

そ
し
て
、
法
命
題
を
構
成
す
る
条
約
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
「
相
異
な
る
が
対
立
す
る
利
益
を
も
つ
複
数
の
当
事
者
間
に
お
け
る
、
内

容
的
に
は
対
立
す
る
が
同
一
の
目
的
に
向
け
ら
れ
た
合
意
」
を
「
共
同
意
思
形
成
合
意
（V

ereinbarun

（
444
（g

）」
と
観
念
し
、
そ
の
例
と

し
て
、
第
一
に
、
複
数
の
国
家
が
特
定
の
地
域
に
関
し
て
共
同
領
有
権
、
共
同
中
立
地
帯
又
は
共
同
地
役
権
を
設
定
す
る
条
約
を
締
結

し
た
場
合
、
第
二
に
、
行
政
連
合
、
国
家
連
合
又
は
連
合
国
家
を
結
成
す
る
た
め
に
独
立
諸
国
家
間
で
締
結
さ
れ
る
条
約
、
そ
し
て
第
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三
に
、
諸
国
が
将
来
の
行
動
を
永
続
的
に
規
律
す
る
客
観
法
を
定
立
す
る
場
合
を
挙
げ
て
い
る（

444
（

。

　

以
上
か
ら
、
ト
リ
ー
ペ
ル
の
立
法
条
約
論
が
、
ベ
ル
ク
ボ
ー
ム
と
同
様
に
一
定
の
類
型
に
属
す
る
条
約
の
み
を
国
際
法
の
法
源
と
し

て
認
め
る
議
論
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ト
リ
ー
ペ
ル
の
狙
い
は
、
国
際
法
の
定
立
を
共
同
意
思
形
成
合
意
に
よ
っ
て
説
明
す

る
こ
と
で
、
か
か
る
合
意
が
「
既
に
存
在
す
る
客
観
法
」
に
依
拠
す
る
こ
と
な
く
定
立
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み

て
い
た
点
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
説
明
の
た
め
に
彼
に
よ
っ
て
編
み
出
さ
れ
た
、
個
別
国
家
の
意
思
と
は
異
な

る
共
同
意
思
と
い
う
概
念
は
、
後
述
の
通
り
、
後
に
彼
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
る
批
判
の
主
た
る
対
象
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　
　

㈢　

条
約
の
拘
束
力
の
根
拠

　
　
　

⑴　

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
明
示
的
に
参
照
し
て
い
る
研
究
と
の
比
較

　

最
後
に
条
約
の
拘
束
力
に
つ
い
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
「
条
約
は
拘
束
す
る
」
と
い
う
（
普
遍
）
慣
習
国
際
法
に
こ
れ
を
基
礎
づ

け
て
い
た
こ
と
は
既
に
前
章
で
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
明
示
的
に
言
及
し
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
主

題
を
巡
っ
て
は
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
以
前
の
研
究
に
よ
っ
て
も
様
々
な
議
論
が
提
示
さ
れ
て
き
た
た
め
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
そ
の
よ
う

な
先
行
研
究
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
上
で
、「
条
約
は
拘
束
す
る
」と
い
う
慣
習
国
際
法
に
条
約
の
拘
束
力
を
基
礎
づ
け
た
の
か
と
い

う
こ
と
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

概
説
書
第
一
巻
に
お
い
て
条
約
の
拘
束
力
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
箇
所
（
第
四
九
三
節
）
に
つ
い
て
は
、
概
説
書
の
初
版
か
ら
第
三
版

ま
で
記
述
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
、
同
旨
の
記
述
は
一
九
一
六
年
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
講
義
録
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
も
の

で
あ
る（

44（
（

。
彼
に
よ
れ
ば
、
条
約
の
拘
束
力
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
「
こ
れ
ま
で
に
非
常
に
多
く
の
論
争
が
な
さ
れ
て
き
た
」
と
し

て
、
①
自
然
法
、
②
宗
教
的
・
道
徳
的
原
則
、
③
国
家
の
自
己
拘
束
、
④
締
約
国
の
意
思
、
⑤
人
類
の
法
意
識
（Rechtsbew

usstsein�

der�M
enschheit

）、
に
そ
れ
ぞ
れ
根
拠
を
求
め
る
学
説
が
あ
る
と
い
う（

443
（

。
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ま
ず
、
①
及
び
②
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
論
者
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
国
際
法
の
基
礎
と
し
て
自
然
法

の
よ
う
な
非
実
定
的
要
素
を
排
除
し
、
法
と
道
徳
と
を
峻
別
し
た
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
彼
が
こ
れ
ら
の
議
論
に
与
し
な
い
と
い
う
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
立
場
を
採
用
す
る
者
と
し
て
、
ホ
ー
ル
、
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
、
そ
し
て
ニ
ッ
ポ
ル
ト
（O

.�N
ippold

）

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
参
照
し
て
い
る
箇
所
を
確
認
す
る
と
、「
自
ら
の
意
思
の
命
令
に
よ
っ
て
自
由
に
導
か

れ
る
道
徳
的
存
在
と
し
て
の
国
家
の
立
場（

444
（

」
か
ら
国
家
は
他
国
と
条
約
を
締
結
す
る
権
利
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
一

節
が
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
参
照
箇
所
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
「
自
ら
の
意
思
の
命
令
に
よ
っ
て
自
由
に
導
か
れ
る
」
と
い
う

ホ
ー
ル
の
論
述
を
以
っ
て
、
ホ
ー
ル
が
国
家
の
自
己
拘
束
理
論
を
採
用
し
て
い
る
と
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
評
価
し
た
と
い
う
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
一
八
八
〇
年
に
上
梓
さ
れ
た
著
作
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ

イ
ム
の
参
照
箇
所
に
お
い
て
、
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
は
、「
国
家
が
自
ら
を
拘
束
す
る
と
み
な
し
て
い
る
規
範
の
総
体
」
が
法
の
最
も
広
範
な

定
義
で
あ
り
、「
国
家
権
力
の
自
己
拘
束
（die�Selbstverpflichtung�der�Staatsgew

alt

）
が
す
べ
て
の
法
秩
序
の
本
質
で
あ
る
」

と
論
じ
て
い
る（

444
（

。
そ
し
て
、
ニ
ッ
ポ
ル
ト
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
四
年
に
上
梓
さ
れ
た
『
条
約
の
法
的
性
質
』
の
第
一
一
節
が
参
照
さ

れ
て
い
る
。
第
一
一
節
は
条
約
の
法
的
拘
束
力
及
び
強
制
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
ニ
ッ
ポ
ル

ト
は
関
連
す
る
学
説
を
批
判
的
に
検
討
し
た
上
で
、
条
約
の
法
的
拘
束
力
が
条
約
の
締
結
と
い
う
行
為
に
お
い
て
国
家
に
よ
っ
て
表
明

さ
れ
る
自
己
拘
束
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る（

444
（

。

　

次
に
、
④
の
締
約
国
の
意
思
に
条
約
の
拘
束
力
の
根
拠
を
求
め
る
者
と
し
て
は
、
ト
リ
ー
ペ
ル
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ

イ
ム
が
参
照
し
て
い
る
部
分
に
お
い
て
、
ト
リ
ー
ペ
ル
は
、
法
の
妥
当
性
の
基
礎
が
法
の
埒
外
に
あ
る
こ
と
を
断
っ
た
上
で
、「
国
際
法

の
拘
束
力
は
共
同
意
思
に
求
め
ら
れ
る
」
と
論
じ
て
い
た（

444
（

。�

　

そ
し
て
最
後
に
、
⑤
の
人
類
の
法
意
識
と
い
う
議
論
に
つ
い
て
は
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
の
概
説
書
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。
該
当
部
分
を
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確
認
す
る
と
、
確
か
に
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
に
よ
れ
ば
、
条
約
の
法
的
拘
束
性
は
「
人
類
の
法
意
識
に
基
づ
き
、
国
際
法
秩
序
の
必
要
不
可

欠
な
構
成
要
素（

444
（

」
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
と
同
様
に
条
約
の
法

的
拘
束
力
が
古
く
か
ら
論
争
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
こ
と
に
言
及
し
つ
つ
、
条
約
の
拘
束
力
を
国
家
の
自
由
意
思
に
基
礎
づ
け
る
議
論

を
批
判
し
て
い
る
。
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
に
よ
れ
ば
、
個
別
意
思
は
共
通
の
法
秩
序
に
合
致
し
、
そ
の
範
囲
内
に
あ
る
場
合
の
み
に
法
を
生

じ
さ
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
共
通
の
法
秩
序
を
示
す
よ
う
な
人
類
の
法
意
識
が
条
約
の
拘
束
力
の
根
拠
と
な
る
と
論
じ
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
っ
た（

444
（

。

　
　
　

⑵　

参
考
文
献
に
挙
げ
ら
れ
た
研
究
と
の
比
較

　

自
ら
に
先
行
す
る
研
究
で
あ
っ
て
、
且
つ
、
自
身
と
は
立
場
を
異
に
す
る
も
の
と
し
て
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
提
示
し
た
研
究
に
お
け

る
条
約
の
拘
束
力
の
根
拠
に
関
す
る
議
論
は
右
で
紹
介
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
条
約
の
拘
束
力
の
根
拠
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
概
説

書
第
一
巻
第
四
部
第
二
章
の
第
一
節
（「
条
約
の
性
質
及
び
機
能
」）
冒
頭
に
は
、
右
で
紹
介
し
た
も
の
以
外
に
も
参
照
文
献
が
示
さ
れ

て
い
る（

444
（

。
そ
こ
で
は
、
前
項
で
紹
介
し
た
も
の
も
併
せ
て
一
九
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
前
項
で
示
し
た
も
の
及
び
該
当

部
分
に
お
い
て
条
約
の
拘
束
力
に
関
す
る
記
述
を
欠
く
も
の
を
除
外
す
る
と
七
点
の
著
作
が
残
る
た
め
、
以
下
で
は
こ
れ
ら
の
議
論
を

検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
よ
っ
て
は
明
示
的
に
提
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
類
型
と
し
て
、
条
約
の
拘
束
力
を
国

内
私
法
に
お
け
る
契
約
の
そ
れ
か
ら
類
推
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
私
法
類
推
の
議
論
で
あ
る
。
デ
パ
ニ
ェ
（F.�D

espagne

（
444
（t

）、
プ
ラ

デ
ィ
エ
＝
フ
ォ
デ
レ（

44（
（

、
そ
し
て
リ
ヴ
ィ
エ
の
議
論
が
こ
れ
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
前
二
者
が
詳
細
な
議
論
を
展
開
し
て
い
な
い
の

に
対
し
て
、
リ
ヴ
ィ
エ
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
た
。
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条
約
の
拘
束
力
は
、
我
々
の
共
同
体
を
構
成
す
る
諸
国
（
そ
れ
は
一
定
程
度
の
文
明
意
識
に
到
達
し
た
す
べ
て
の
諸
国
と
同
じ
で
あ
る
。）
の
全

員
一
致
の
同
意
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
全
員
一
致
の
同
意
は
普
遍
的
利
益
及
び
必
要
性
の
認
識
に
基
礎
を
置
く
も
の
で
あ
る

（
443
（

。

リ
ヴ
ィ
エ
は
、
他
の
二
者
と
同
様
に
条
約
の
拘
束
力
は
契
約
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
と
論
じ
た
上
で
、
右
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
て

い
る
が
、
こ
の
議
論
は
、
契
約
類
推
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
条
約
の
拘
束
力
を
共
同
体
の
全
員
一
致
の
同
意
に
求
め
る
別
の
異
な
る

議
論
と
し
て
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
共
同
体
の
同
意
に
基
礎
づ
け
る
論
理
構
成
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
国
際
法
の
基
礎
に
関
す
る

議
論
と
類
似
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
リ
ヴ
ィ
エ
の
議
論
を
直
接
批
判
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
全
員
一
致
の
同
意
に
よ
っ
て
条
約
の
拘
束
力
を
基
礎
づ
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
論
じ
る
も
の
と
し
て
、
ヘ
フ
タ
ー
の
概
説
書
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ヘ
フ
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
条
約
の
拘
束
力
を
国
家
の

意
思
の
一
致
（Einheit�des�W

illens
）
に
基
礎
づ
け
る
と
い
う
見
解
を
擁
護
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
同
一
の
利
益
及
び
同
一
の
倫

理
的
態
度
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
一
般
的
意
思
の
み
が
、
個
別
の
条
約
に
対
し
て
そ
の
永
続
的
な
直
接
的
履
行
の
義
務
を
賦
課
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
命
令
は
国
際
法
上
存
在
し
な
い
た
め
、
条
約
は
次
の
よ
う
な
自
然
的
な
力
及
び
価
値
を

有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち
、
条
約
は
、
他
国
と
の
関
係
を
保
持
し
、
新
た
な
権
利
を
得
る
と
い
う
相
互
的
な
利
害
の
中
に
の
み
、
そ

の
土
台
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
条
約
に
対
す
る
保
障
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
家
体
制
の
中
に
与
え
ら
れ
、
そ
の
中
で
相
互
性
及
び
意

思
の
合
致
が
備
え
ら
れ
、
そ
れ
故
に
、
国
家
は
条
約
の
拘
束
力
の
原
則
（
こ
れ
は
す
べ
て
の
利
益
で
あ
り
、
そ
れ
な
し
で
は
如
何
な
る

信
頼
も
交
際
も
可
能
で
は
な
い
。）
を
承
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
か
か
る
国
家
体
制
に
属
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
で
あ

る
（
444
（

。

　

ま
た
、
マ
ル
テ
ン
ス
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
と
同
様
に
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
及
び
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
の
議
論
を
例
示
し
、
こ
の
両
者
の
説
明

は
真
で
は
な
い
と
評
価
し
た
上
で
、
条
約
の
拘
束
力
は
、
あ
る
国
が
権
利
能
力
を
有
す
る
こ
と
に
対
す
る
他
国
に
よ
る
承
認
に
基
づ
く
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も
の
で
あ
っ
て
、「
社
会
あ
る
と
こ
ろ
に
法
あ
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
国
家
間
共
同
体
と
い
う
概
念
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ

て
い
る（

444
（

。他
に
も
、条
約
の
拘
束
力
を
人
間
本
性
に
依
拠
す
る
人
類
の
平
等
性
及
び
社
会
性
に
基
礎
づ
け
る
と
い
う
ラ
ギ
ー（F.�Laghi

）

の
議
論（

444
（

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
、
条
約
の
拘
束
力
を
そ
の
旨
を
規
定
す
る
慣
習
法
の
存
在
に
基
礎
づ
け
る
と
い
う
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
議
論
は
、

少
な
く
と
も
彼
が
概
説
書
の
参
考
文
献
と
し
て
挙
げ
て
い
た
も
の
に
お
い
て
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
る
。
さ
ら
に
、
管
見
の
限
り
で
は
、
そ
の
他
の
同
時
代
の
著
作
に
お
い
て
も
同
旨
の
議
論
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

第
四
節　

総
合
的
検
討

―
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
国
際
法
論
の
特
有
性

　
　

㈠　

異
同
の
比
較
作
業
の
た
め
の
視
座

―
国
際
法
秩
序
の
主
観
的
構
成
と
客
観
的
構
成

　

従
来
の
研
究
に
よ
れ
ば
、「
一
九
世
紀
」
の
国
際
法
理
論
に
つ
い
て
は
、
自
然
法
理
論
の
衰
退
に
伴
い
実
証
主
義
理
論
が
勢
力
を
増
し

て
い
っ
た
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
。
但
し
、
既
に
序
論
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
か
か
る
評
価
は
一
面
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
自

然
法
に
依
拠
し
た
国
際
法
論
は
世
紀
末
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た（

444
（

。
こ
の
よ
う
な
自
然
法
論
の
衰
退
と
実

証
主
義
理
論
の
台
頭
と
い
う
「
一
九
世
紀
」
国
際
法
論
の
一
般
的
な
傾
向
の
把
握
は
、
一
八
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
至
る
国
際
法
学
全

体
の
流
れ
、
そ
し
て
と
り
わ
け
一
般
科
学
に
お
け
る
実
証
主
義
化
へ
の
呼
応
と
い
う
「
一
九
世
紀
」
の
国
際
法
学
の
特
徴
を
説
明
す
る

た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
却
っ
て
矮
小
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
問
題
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
の
一
つ
は
、
既
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
一
九
世
紀
末
に
も
存
在
し
た
自
然
国
際
法
論
に
対
す
る
消
極
的
評
価
又
は
忘

却
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
法
実
証
主
義
そ
の
も
の
に
対
す
る
理
解
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。

　

こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
法
実
証
主
義
が
様
々
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
我
が
国
に
お
い
て
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る（

444
（

。
そ
の
中
で
も
、
自
然
法
論
と
実
証
主
義
と
の
相
違
が
「
秩
序
の
根
拠
に
つ
い
て
の
理
解
の
相
違
、
あ
る
い
は
規
範
命
題
を
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論
証
す
る
方
法
の
相
違（

444
（

」
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
本
稿
の
考
察
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
相
違
を
踏

ま
え
な
け
れ
ば
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
場
合
を
正
確
に
評
価
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

国
際
法
の
基
礎
を
「
共
通
の
法
的
確
信
」
と
し
て
構
想
す
る
リ
ヴ
ィ
エ
に
つ
い
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
「
真
の
実
証
主
義
（Real�

Positivism
）」
を
採
用
す
る
者
と
し
て
評
価（

444
（

し
て
い
た
が
、
例
え
ば
ト
リ
ー
ペ
ル
は
、
リ
ヴ
ィ
エ
の
議
論
は
歴
史
法
学
に
属
す
る
も
の

で
自
然
法
論
に
等
し
い
と
批
判
し
て
い
た（

444
（

。
こ
の
よ
う
な
評
価
の
対
立
の
背
景
に
あ
る
の
は
「
実
定
性
」
―
ひ
い
て
は
「
実
定
的
な

も
の
」
を
対
象
と
す
る
「
実
証
主
義
」
そ
の
も
の

―
に
関
す
る
論
者
間
の
前
提
的
な
理
解
の
相
異
の
存
在
で
あ
る
。
即
ち
、
ト
リ
ー

ペ
ル
は
（
主
意
主
義
的
実
証
主
義
の
み
が
「
実
証
主
義
」
で
あ
る
と
い
う
）
狭
い
実
証
主
義
理
解
に
立
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
オ
ッ

ペ
ン
ハ
イ
ム
に
と
っ
て
は
国
際
法
の
法
源
か
ら
自
然
法
等
の
非
実
定
的
要
素
を
排
除
す
る
議
論
が
「
実
証
主
義
」
理
論
で
あ
っ
て
、
必

ず
し
も
国
際
法
規
則
を
国
家
意
思
や
国
家
間
合
意
に
基
礎
づ
け
る
理
論
の
み
が
実
証
主
義
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら

ば
、
国
際
法
の
基
礎
を
「
共
通
の
法
的
確
信
」
に
求
め
る
と
い
う
議
論
に
お
い
て
、
こ
の
法
的
確
信
が
個
別
国
家
の
意
思
に
還
元
さ
れ

得
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
場
合
、
或
い
は
、
共
同
体
又
は
法
秩
序
の
よ
う
な
も
の
が
措
定
さ
れ
て
い
て
、
個
別
国
家
で
は
な

く
か
か
る
共
同
体
に
法
的
確
信
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
場
合
と
で
は
、
こ
れ
ら
が
「
実
証
主
義
」
理
論
で

あ
る
か
否
か
と
い
う
判
断
に
お
い
て
、
論
者
に
よ
っ
て
は
ま
っ
た
く
異
な
る
評
価
が
な
さ
れ
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
従
来
の
よ
う
に
実
証
主
義
と
自
然
法
論
と
の
対
立
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
す
る
な
ら
ば
、
明
示
的
に
自
然
法
の
妥
当
を
否
定
し

て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
「
共
通
の
法
的
確
信
」
を
国
際
法
の
基
礎
と
す
る
議
論
は
実
証
主
義
国
際
法
論
で
あ
る
か

の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
「
共
通
の
法
的
確
信
」
が
共
同
体
又
は
法
秩
序
に
基
礎
づ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
れ

ら
が
国
家
意
思
に
は
還
元
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
措
定
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、ト
リ
ー
ペ
ル
の
批
判
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
よ
う
に
、

こ
の
よ
う
な
議
論
は
少
な
く
と
も
「
主
意
主
義
的
」
実
証
主
義

―
国
家
意
思
実
証
主
義

―
に
属
す
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
こ
で
措
定
さ
れ
て
い
る
共
同
体
又
は
法
秩
序
は
、
国
家
意
思
と
い
う
実
証
可
能
な
も
の
に
基
礎
づ
け
ら
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れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
実
証
主
義
国
際
法
論
の
構
成
方
法
の
多
様
性
に
基
づ
く
右
の
よ
う
な
相
違
を
説
明
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
る
の
が
、
国
際

法
秩
序
の
主
観
主
義
的
構
成
・
客
観
主
義
的
構
成
と
い
う
区
別（

44（
（

で
あ
る
。
即
ち
、
国
際
法
秩
序
を
国
家
意
思
に
還
元
し
得
る
も
の
と
し

て
構
想
す
る
議
論
を
国
際
法
秩
序
の
主
観
（
主
義
）
的
構
成
と
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
仮
に
共
同
体
又
は
法
秩
序
の
よ
う
な
、
そ
れ
自

体
は
個
別
国
家
（
の
意
思
）
か
ら
構
成
さ
れ
得
る
よ
う
な
も
の
を
措
定
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
が
国
家
意
思
に
還
元
さ

れ
得
な
い
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
よ
う
な
議
論
を
国
際
法
秩
序
の
客
観
（
主
義
）
的
構
成（

443
（

と
捉
え
る
と
い
う
視

座
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
座
は
、
実
証
主
義
を
広
く
捉
え
る
見
解
（
自
然
法
論
の
不
在
を
実
証
主
義
の
特
徴
と
み
る
も
の
）
や
、
狭

く
捉
え
る
見
解
（
主
意
主
義
的
実
証
主
義
の
み
を
実
証
主
義
と
考
え
る
も
の
）
を
排
し
、
論
者
が
各
自
信
奉
す
る
と
こ
ろ
の
「
実
証
主

義
」
に
即
し
て
、
実
証
可
能
な
何
ら
か
の
経
験
的
要
素
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
し
て
示
さ
れ
る
国
際
法
構
想
の
多
様
性
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
視
座
か
ら
よ
り
具
体
的
な
議
論
を
見
て
み
る
の
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
の
よ
う
に
、「
人
類
の
共
通
意
識
」

に
国
際
法
を
基
礎
づ
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
主
観
主
義
的
構
成
が
あ
く
ま
で
も
当
時
の
排
他
的
国
際
法
主
体
で
あ
っ
た
国
家
の
意
思

の
み
を
起
点
と
す
る
議
論
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
が
か
か
る
法
意
識
を
国
家
意
思
に
還
元
さ
れ
得
な
い
も
の
と
し
て
構

想
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
客
観
主
義
的
構
成
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、「
民
族
の
法
的
確
信
」
に
す
べ
て
の
法

の
基
礎
を
求
め
る
歴
史
法
学
派
の
影
響
下
で
、
国
際
法
の
基
礎
を
「
共
通
の
法
的
確
信
」
と
し
て
構
想
す
る
よ
う
な
議
論
（
典
型
例
と

し
て
リ
ヴ
ィ
エ
の
議
論
）
も
、
国
家
意
思
に
国
際
法
秩
序
の
淵
源
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
法
秩
序
を
措
提
す
る
議
論
で
あ
る
た
め
、

客
観
主
義
的
構
成
を
採
用
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

444
（

。
他
に
も
、
本
章
第
一
節
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、「
意

見
の
一
般
的
合
致
」（
ウ
ェ
ス
ト
レ
イ
ク（

444
（

）、
諸
国
家
の
「
共
同
意
思
」（
ト
リ
ー
ペ
ル（

444
（

）、「
共
通
意
思
」（
ヘ
フ
タ
ー（

444
（

）、「
諸
国
に
共
通

の
法
意
識
」（
ホ
ル
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ（

444
（

）
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
イ
ク
が
国
家
意
思
に
還
元
さ
れ
得
な
い
国
家
間
共
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同
体
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
後
二
者
が
リ
ヴ
ィ
エ
と
同
様
に
歴
史
法
学
に
属
す
る
議
論
で
あ
っ
た（

444
（

こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
は
客
観
主
義
的
構
成
に
基
づ
く
議
論
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

444
（

。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
ト
リ
ー
ペ
ル
は
国
家
意
思
を
国
際
法
秩
序
構

想
の
出
発
点
と
し
て
据
え
る
主
観
主
義
的
構
成
を
採
用
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
確
認
さ
れ
る
ま
で
も
な
い
が
、
以
上
の
よ
う
な
議
論
に
対
し
て
、
自
然
法
の
妥
当
を
明
示
的
に
否
定
し
、
各
国
家
の
自
由
な

同
意
に
国
際
法
を
基
礎
づ
け
、
そ
の
上
で
国
家
間
の
合
意
が
反
映
さ
れ
る
条
約
及
び
慣
習
法
の
み
を
法
源
と
し
て
構
想
し
た
オ
ッ
ペ
ン

ハ
イ
ム
は
、
ま
さ
に
国
際
法
秩
序
の
主
観
主
義
的
構
成
を
採
用
し
た
者
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
評
価
に
従
え
ば
、

例
え
ば
ボ
ン
フ
ィ
ス
の
よ
う
に
、
一
方
で
は
実
定
国
際
法
を
国
家
間
の
明
示
及
び
黙
示
の
合
意
と
し
て
構
想
し
、
他
方
で
普
遍
的
妥
当

性
を
有
す
る
自
然
国
際
法
を
構
想
す
る
よ
う
な
議
論（

444
（

に
つ
い
て
は
、
実
定
国
際
法
の
構
想
は
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
と
共
通
す
る
も
の
の
、

自
然
国
際
法
を
構
想
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
国
際
法
構
想
と
は
根
本
的
に
異
な
る
も
の
と
し
て
評
価

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
点
を
十
分
に
意
識
し
つ
つ
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
国
際
法
論
の
特
有
性
を
、
彼
に
先
行
す
る

諸
研
究
と
の
間
の
異
同
を
検
討
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　

㈡　

慣
習
国
際
法
論
の
評
価

　

ま
ず
第
一
に
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
慣
習
法
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
但
し
、
慣
習
法
論
の
検
討
に
際
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
背
景

を
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
第
二
節
㈠
で
既
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
国
際
社
会
全
体
に
対
し
て
妥
当
す
る
国
際
法

で
あ
る
一
般
国
際
法
（
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
お
け
る
「
普
遍
国
際
法
」）
の
法
源
が
、
歴
史
的
に
は
自
然
法
、
又
は
、
一
般
法
と
し
て
の

慣
習
法
に
求
め
ら
れ
て
き
た
の
に
対
し
、「
一
九
世
紀
」を
通
し
て
国
際
法
学
が
実
証
主
義
の
学
と
し
て
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
伴

い
、
自
然
法
に
代
表
さ
れ
る
非
実
定
的
要
素
が
国
際
法
学
か
ら
放
擲
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
一
般
国
際
法
は
一
般

法
で
あ
る
こ
と
が
所
与
と
さ
れ
た
慣
習
国
際
法
の
み
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
背
景
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
背
景
を
念
頭
に
置
く
と
、
慣
習
国
際
法
論
の
比
較
検
討
に
際
し
て
次
の
よ
う
な
引
証
基
準
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
あ
る
論
者
の
国
際
法
体
系
に
お
い
て
、
自
然
国
際
法
の
よ
う
な
先
験
的
な
要
素
に
基
づ
く
も
の
が
構
想
さ

れ
て
い
る
場
合
に
は
、こ
れ
が
国
際
法
の
一
般
的
妥
当
性
を
担
保
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、実
定
国
際
法

―
と
り
わ
け
慣
習
国
際
法

―

は
必
ず
し
も
一
般
法
と
し
て
構
想
さ
れ
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る
。
尤
も
、
既
に
第
二
節
㈡
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な

場
合
に
お
い
て
も
慣
習
国
際
法
が
一
般
法
と
し
て
構
想
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
歴
史
法
学
派
の
慣
習
国
際
法
論
に
顕
著
な
よ
う

に
、
自
然
国
際
法
の
妥
当
を
否
定
す
る
客
観
主
義
的
構
成
に
お
い
て
も
、
前
提
さ
れ
る
法
秩
序
及
び
そ
れ
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
法
的
確

信
や
法
意
識
の
存
在
か
ら
慣
習
国
際
法
の
一
般
的
妥
当
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
慣
習
法
論
を
か
か
る
基

準
を
以
っ
て
評
価
す
る
な
ら
ば
、
主
観
主
義
的
構
成
を
採
用
し
た
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
お
い
て
は
、
自
然
国
際
法
の
妥
当
が
容
認
さ
れ

ず
、
ま
た
、
そ
の
一
般
性
が
重
視
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
慣
習
国
際
法
が
一
般
法
（
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
い
う
「
普
遍

法
」）
と
し
て
は
必
ず
し
も
措
定
さ
れ
な
か
っ
た
と
纏
め
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
本
章
第
二
節
で
挙
げ
た
各
論
者
を
こ
の
よ
う
な
基
準
に

照
ら
し
て
捉
え
直
し
た
上
で
、
慣
習
法
論
に
お
け
る
三
つ
の
個
別
的
論
点

―
①
慣
習
法
の
性
質
理
解
、
②
慣
習
法
の
妥
当
範
囲
、
そ

し
て
③
普
遍
慣
習
国
際
法
と
一
般
慣
習
国
際
法
と
の
区
別
の
有
無

―
に
つ
い
て
、オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
慣
習
法
論
と
の
異
同
を
精
査

す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

ま
ず
、
各
自
の
構
想
に
お
い
て
自
然
国
際
法
又
は
何
ら
か
の
先
験
的
な
要
素
の
妥
当
が
認
め
ら
れ
て
い
た
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら

分
析
す
る
と
、
プ
ラ
デ
ィ
エ
＝
フ
ォ
デ
レ（

44（
（

、
ハ
レ
ッ
ク（

443
（

、
ウ
ェ
ス
ト
レ
イ
ク（

444
（

の
三
人
は
こ
れ
ら
の
妥
当
を
認
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
と
り
わ
け
プ
ラ
デ
ィ
エ
＝
フ
ォ
デ
レ
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
と
同
様
に
黙
示
の
合
意
に
よ
っ
て
慣
習
国
際
法
を
構
想
し
、
且
つ
、

そ
の
一
般
的
妥
当
性
を
措
定
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
可
能
と
さ
せ
た
の
は
一
般
的
妥
当
性
を
有
す
る
自
然
国
際
法
（
又
は
理
想

国
際
法
）
の
存
在
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
個
別
的
論
点
に
つ
い
て
、
慣
習
国
際
法
の
性
質
理
解
（
論
点
①
）
に
着
目
す
る
と
、
マ
ル
テ
ン
ス（

444
（

、
ボ
ン
フ
ィ
ス（

444
（

及
び
ハ
レ
ッ
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ク
（
444
（

が
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
と
同
様
に
黙
示
の
合
意
論
を
採
用
し
て
い
た
が
、
三
人
と
も
慣
習
法
の
一
般
的
妥
当
性
を
措
定
し
て
い
た
と
い

う
意
味
（
論
点
②
）
で
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
慣
習
法
論
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
論
点
③
に
つ
い
て
は
、

一
方
で
マ
ル
テ
ン
ス
及
び
ハ
レ
ッ
ク
に
お
い
て
は
普
遍
慣
習
国
際
法
と
一
般
慣
習
国
際
法
と
の
区
別
が
構
想
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

他
方
で
は
ボ
ン
フ
ィ
ス
が
か
か
る
区
別
を
提
示
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
慣
習
法
論
の
特
有
性
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
次
の
点
を
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
即
ち
、

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
よ
う
に
自
然
国
際
法
の
妥
当
を
認
め
ず
に
慣
習
国
際
法
を
黙
示
の
同
意
と
し
て
構
成
す
る
議
論
は
存
在
し
た
も
の

の
、
か
か
る
議
論
に
お
け
る
慣
習
国
際
法
は
一
般
的
妥
当
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
帰
結
と
し
て
、

普
遍
慣
習
国
際
法
及
び
一
般
慣
習
国
際
法
と
の
区
別
に
つ
い
て
、
明
示
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
こ
の
例
外
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
の
が
ボ
ン
フ
ィ
ス
の
慣
習
法
論
で
あ
り
、
ボ
ン
フ
ィ
ス
は
共
同
体
と
個
別
国
家
の
同
意
と
を
関
係
づ
け
る
こ
と
で
慣
習
国

際
法
が
普
遍
的
妥
当
性
を
有
す
る
旨
を
論
じ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
共
同
体
と
個
別
国
家
と
の
関
連
づ
け
と
い
う
ボ
ン
フ
ィ
ス
の
慣
習

法
論
は
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
構
想
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ボ
ン
フ
ィ
ス
は
国
際
法
の
基
礎
を
人
類
の
社
会
性
（sociabilité

）

に
求
め
る
と
い
う
客
観
主
義
的
構
成
を
採
用
し
て
い
た（

444
（

こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
お
い
て
両
者
の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
。
な
お
、
オ
ッ
ペ
ン

ハ
イ
ム
の
よ
う
に
主
観
主
義
的
構
成
に
即
し
て
慣
習
国
際
法
の
一
類
型
と
し
て
特
別
慣
習
国
際
法
の
存
在
を
明
示
的
に
論
じ
る
者
は
、

管
見
の
限
り
皆
無
で
あ
っ
た
。

　
　

㈢　

条
約
論
の
評
価

　
　
　

⑴　

立
法
条
約
論

　

前
節
に
お
い
て
、
条
約
の
法
源
性
に
関
す
る
議
論
と
し
て
、
条
約
の
当
事
国
数
及
び
規
範
内
容
を
基
準
と
し
て
条
約
を
類
型
化
し
、

一
定
の
類
型
に
属
す
る
条
約
の
み
を
国
際
法
の
法
源
と
し
て
認
め
る
と
い
う
議
論
が
確
認
さ
れ
た
。そ
れ
で
は
、こ
れ
ら
の
議
論
と
オ
ッ
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ペ
ン
ハ
イ
ム
の
立
法
条
約
論
と
の
間
に
は
ど
の
よ
う
な
異
同
が
見
出
さ
れ
、
そ
の
異
同
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
得
る
も
の
な
の
で
あ

ろ
う
か
。

　

ま
ず
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
立
法
条
約
が
「
将
来
の
国
際
的
行
動
の
た
め
に
新
規
則
を
定
立
す
る
も
の
、
又
は
、
現
在
の
慣
習
規

則
を
確
認
、
明
確
化
若
し
く
は
廃
止
す
る
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
条
約
類
型
論
が
一
般
条
約
・

特
別
条
約
と
い
う
類
型
化
で
は
な
く
、
規
範
内
容
を
基
準
と
し
た
類
型
化
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
第
二
の

類
型
化
の
中
に
は
、
英
国
の
実
行
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
条
約
の
性
質
を
基
準
と
す
る
も
の
（
法
律
行
為
と
法
規
範
（
法
命

題
）
と
の
区
別
）
が
あ
っ
た
が
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
立
法
条
約
概
念
の
文
言
に
着
目
す
る
と
、
前
者
に
属
す
る
ロ
ー
レ
ン
ス
及
び
テ

イ
ラ
ー
の
見
解
、
後
者
に
属
す
る
ウ
ル
マ
ン
の
見
解
が
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
定
式
化
と
殆
ど
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、彼
ら
の
議
論
構
想
の
全
体
像
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、少
な
く
と
も
ウ
ル
マ
ン
の
構
想
は
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
と
異
な
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ウ
ル
マ
ン
は
「
既
存
の
慣
習
規
則
を
明
確
に
定
式
化
若
し
く
は
再
確
認
す
る
も
の
又
は
国
際
生
活
の
た
め
の

新
た
な
法
原
則
を
創
設
す
る（

444
（

」
条
約
の
み
が
国
際
法
の
法
源
と
し
て
の
条
約
で
あ
る
と
論
じ
て
い
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
ト
リ
ー
ペ
ル

等
と
同
様
の
思
考

―
契
約
条
約
の
排
除

―
が
見
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
既
に
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
ウ
ル
マ
ン
は
一
方
で
は

国
内
私
法
に
お
け
る
思
考
を
国
際
法
に
直
接
類
推
す
る
こ
と
を
否
定
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
同
盟
条
約
や
講
和
条
約
の
よ
う
な
具
体

的
な
事
実
又
は
個
別
の
法
関
係
を
規
律
す
る
条
約
を
国
際
法
の
法
源
か
ら
は
排
除
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
一
九
〇
八
年
に
改
訂
さ
れ
た

第
二
版
に
お
い
て
は
、
自
身
と
は
異
な
る
見
解
と
し
て
契
約
条
約
も
国
際
法
の
法
源
と
す
る
構
想
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
具
体

例
と
し
て
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
を
挙
げ
て
い
た
の
で
あ
っ
た（

444
（

。

　

尤
も
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
契
約
条
約
を
国
際
法
の
法
源
か
ら
排
除
し
て
い
な
い
と
い
う
ウ
ル
マ
ン
の
指
摘
の
妥
当
性
に
は
疑
問
も

残
る
。
何
故
な
ら
ば
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
契
約
条
約
と
い
う
語
を
明
示
的
に
用
い
て
お
ら
ず
、
立
法
条
約
に
該
当
し
な
い
条
約
を
国

際
法
の
法
源
か
ら
積
極
的
に
排
除
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
か
否
か
と
い
う
そ
の
意
図
に
つ
い
て
は
、
ウ
ル
マ
ン
の
よ
う
な
直
接
的
な
言
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及
が
な
い
た
め
、
明
確
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る（

444
（

。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
立
法
条
約
の
最
初
の
例
と
し
て
一
八
一
五
年
の
ウ
ィ
ー
ン
議
定

書
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
書
き
ぶ
り
か
ら
は
、
例
え
ば
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
の
よ
う
な
そ
れ
以
前
の
条
約
の
法
源
性
を
否
定
し

て
い
る
と
は
理
解
し
難
く
、
彼
の
意
図
は
普
遍
国
際
法
の
例
示
の
た
め
に
重
要
な
条
約
の
類
型
を
立
法
条
約
と
し
て
提
示
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
右
記
の
事
実
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
排
除
さ
れ
る
条
約
類
型
に
つ
い
て
の
言
及
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
意
味

に
お
い
て
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
立
法
条
約
論
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た（

44（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
ト
リ
ー
ペ
ル
の
立
法
条
約
概
念
が
オ
ッ

ペ
ン
ハ
イ
ム
に
受
容
さ
れ
た
と
い
う
先
行
研
究
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
明
示
的
に
契
約
条
約
の
排
除
ま
で
を
構
想

し
て
い
な
か
っ
た
点
を
考
慮
す
る
と
、
か
か
る
評
価
は
正
確
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
確
か
に
ト
リ
ー
ペ
ル
に
お
い
て
立
法
条
約
と
し

て
観
念
さ
れ
た
共
同
意
思
形
成
合
意
の
類
型
の
一
つ
に
「
諸
国
が
将
来
の
行
動
を
永
続
的
に
規
律
す
る
客
観
法
を
定
立
す
る
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
ウ
ル
マ
ン
の
場
合
と
同
様
に
そ
の
文
言
だ
け
に
着
目
す
る
と
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
立
法
条
約
は
ト
リ
ー
ペ
ル
の
そ
れ

と
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ト
リ
ー
ペ
ル
の
共
同
意
思
理
論
に
お
い
て
は
、
国
家
間
の
意
思
の
合
致

と
し
て
の
合
意
に
表
明
さ
れ
る
主
体
の
具
体
的
な
意
思
表
示
の
様
相
に
よ
っ
て
契
約
条
約
と
立
法
条
約
と
が
区
別
さ
れ
て
い
た
の
に
対

し
て
、
こ
の
よ
う
な
区
別
は
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
立
法
条
約
論
に
お
い
て
は
確
認
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
よ
っ
て
観
念
さ
れ
た
立
法
条
約
は
、
少
な
く
と
も
先
行
研
究
に
お
い
て
理
解
さ
れ
て
き
た
よ
う
な

ト
リ
ー
ペ
ル
の
立
法
条
約
論
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
英
国
の
概
説
書
に
お
い
て
示
さ
れ

て
い
た
条
約
の
定
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
も
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
一
般
的
な
妥
当
性
を
有
す
る
条
約
の
み
を
法
源
と
し
て
捉
え

る
と
い
う
考
え
方
を
採
用
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
結
局
の
と
こ
ろ
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
立
法
条
約
論
は
彼
に
特
有
な
も
の
で
あ
っ
た

と
評
価
で
き
る
。
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⑵　

条
約
の
拘
束
力
の
根
拠
と
し
て
の
慣
習
国
際
法

　

そ
れ
で
は
、
条
約
の
拘
束
力
の
基
礎
に
つ
い
て
の
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
議
論
の
特
有
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
前

節
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
条
約
の
拘
束
力
の
問
題
を
次
の
三
つ
の
問
い
に
分
解
す
る
こ
と
で
満
足
の

い
く
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。
即
ち
、
一
点
目
に
、「
条
約
が
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
の
は
何
故
か
」
と
い
う
問
い
で

あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
こ
の
旨
の
慣
習
法
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
断
定
的
な
回
答
が
示
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
二
点
目

に
、「〔
条
約
は
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
と
い
う
〕
慣
習
法
が
存
在
す
る
原
因
は
何
か
」
と
い
う
問
い
が
示
さ
れ
、
こ
れ
は
複
数
の
原
因

に
依
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、「
宗
教
・
道
徳
上
の
理
由
及
び
国
家
の
利
害
が
か
か
る
規
則
を
要
求
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
〔
慣
習
〕

規
則
が
存
在
し
な
け
れ
ば
国
家
間
に
法
は
存
在
し
な
い
」
と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、「
執
行
の
た
め
の
法
的
権
威
を
欠
い
て
い

る
の
に
、
条
約
の
法
的
拘
束
力
は
説
明
さ
れ
得
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
既
に
国
際
法
の
法
的
性
質
を
論
じ
た
箇
所
で
述
べ

た
よ
う
に
、
国
際
法
も
か
か
る
法
的
権
威
を
有
す
る
と
回
答
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
前
節
に
お
い
て
同
様
に
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
先
行
文
献
に
お
け
る
条
約
の
拘
束
力
の
根
拠
論
を
確

認
し
た
限
り
で
は
、
条
約
の
拘
束
力
が
慣
習
法
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
議
論
と
同
旨
の
も
の
は
見
出
さ
れ
な

か
っ
た（

443
（

。
ま
た
、
第
一
部
で
確
認
さ
れ
た
先
行
研
究
に
お
い
て
、
ト
リ
ー
ペ
ル
の
共
同
意
思
理
論
と
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
共
通
の
同
意

理
論
と
が
し
ば
し
ば
並
置
さ
れ
て
議
論
さ
れ
る
と
い
う
状
況
が
あ
る
こ
と
に
言
及
し
た
が
、
概
説
書
に
お
い
て
は
自
ら
と
異
な
る
立
場

を
採
用
す
る
者
と
し
て
ト
リ
ー
ペ
ル
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
自
身
に
は
条
約
の
拘
束
力
の
基
礎
づ
け
と
い

う
点
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
ト
リ
ー
ペ
ル
と
は
異
な
る
議
論
を
提
示
し
て
い
る
と
い
う
自
覚
が
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
条
約
の
拘
束
力
の
根
拠
論
に
も
彼
の
構
想
の
特
有
性
が
認
め
ら
れ
る
と
評
価
し
得
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
条
約
の
拘
束
力
の
根
拠
を
慣
習
法
に
求
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
慣
習
法
の
拘
束
力
の
議
論
を
提
起
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
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い
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
条
約
の
拘
束
力
を
担
保
す
る
慣
習
法
の
存
在
す
る
「
原
因
」
を
論
じ
て
は
い
た
が
、
そ
れ
は
慣
習
法
の
拘

束
力
の
根
拠
を
論
じ
て
い
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
ど
の
よ
う
に
し
て
慣
習
法
の
拘
束
力
を
構
想
し

よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
慣
習
法
の
拘
束
力
に
関
す
る
彼
の
議
論
の
評
価
は
、
個
別
国
家
と
国
家
間
共
同
体
と
の
関
係
を
彼

が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
の
理
解
に
密
接
に
関
連
す
る
と
い
う
こ
と
は
既
に
前
章
に
お
い
て
指
摘
し
た
通
り
で
あ

る
。
そ
れ
故
に
、
か
か
る
評
価
の
た
め
に
も
、
次
章
で
は
個
別
国
家
と
国
家
間
共
同
体
の
関
係
に
つ
い
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
下
敷

き
と
し
た
で
あ
ろ
う
同
時
代
の
議
論
を
参
照
し
、
そ
れ
ら
の
議
論
と
彼
の
議
論
と
の
間
の
異
同
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
い
。

（
（34
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.3.

（
（34
）　Ibid.,�p.8.�

例
え
ば
、
英
国
議
会
は
英
国
民
の
共
通
の
同
意
に
基
づ
く
立
法
機
関
で
あ
る
こ
と
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。

（
（34
）　

“Fam
ily�of�N

ations

”の
邦
訳
に
つ
い
て
は
、
一
六
・
一
七
世
紀
の
国
際
社
会
を
「
同
族
的
な
国
際
社
会（Fam

ily�of�N
ations

）」、
一
九
世
紀

に
至
る
ま
で
の
国
際
社
会
を「
同
質
文
明
の
国
際
社
会（International�Society

）」、そ
し
て
現
代
国
際
社
会
を「
国
際
利
益
共
同
体（International�

Com
m

unity

）」
と
す
る
山
本
草
二
の
訳
出
が
あ
る
。
山
本
草
二
『
国
際
法
【
新
版
】』（
有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
）二
一－

二
四
頁
。
こ
こ
で
山
本

は
、
“Fam

ily�
of�

N
ations

”を
、
そ
の
国
家
体
制
の
実
情
に
着
目
す
る
こ
と
で
「
同
族
的
な
国
際
社
会
」
と
訳
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
経
済
活
動
の
活
発
化
に
伴
う
国
家
間
の
相
互
依
存
状
況
を
至
る
所
で
強
調
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
通
り
、
彼
が
念

頭
に
置
い
て
い
た
の
は
、
近
代
的
市
民
法
の
体
系
や
そ
れ
に
伴
う
近
代
法
意
識
が
次
第
に
各
国
共
通
の
も
の
と
な
る
こ
と
で
同
質
化
さ
れ
た
国
家
で

あ
る
と
解
さ
れ
る
た
め
、
本
書
で
は
山
本
の
訳
を
採
用
せ
ず
に
「
同
質
的
な
国
際
社
会
」
と
訳
出
し
た
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
当
時
の
国
際
社
会
の

こ
の
よ
う
な
「
同
質
性
」
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
次
の
文
献
も
見
よ
。
田
畑
茂
二
郎
『
国
際
法
〔
第
二
版
〕』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
）七
二

頁
。

　
　
　

な
お
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
こ
の
“Fam

ily�of�N
ations

”を
文
明
諸
国
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
共
同
体（com

m
unity

）」
と
互
換
的
に
用
い

て
い
る
が
、
か
か
る
共
同
体
は
組
織
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
国
際
主
義
を
重
視
し
て
い
た
彼
は
、
個
々
の

国
家
が
分
け
隔
て
ら
れ
た
状
態
で
共
通
の
利
益
の
達
成
の
た
め
に
協
力
す
る
と
い
う
国
際
秩
序
構
想
を
理
想
と
し
て
い
た
た
め
、世
界
国
家（civitas 

m
axim

a

）の
成
立
可
能
性
を
否
定
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。O

ppenheim
,�„D

ie�Zukunft
“,�a.a.O

.�(A
nm

.201),�S.152-156,�200:�O
ppenheim

,�
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T
he League of N

ations, supra�note�(209),�p.12:�O
ppenheim

,�supra�note�(332),�p.269.�

（
（3（
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�pp.10-13.�

後
の
論
文
に
お
い
て
は
、
国
際
法
が
法
で
あ
る
こ
と
を
否
定

す
る
者
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
自
ら
の
定
義
と
合
致
し
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
は
理
論
と
し
て
は
優
れ
て
い
る
が
現
実
を
説
明

で
き
な
い
よ
う
な
理
論
を
提
示
す
る
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
が
事
実
を
問
題
視
す
る
の
と
同
様
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。O

ppenheim
,�supra�note�

(200),�p.331.

（
（33
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.13.

（
（34
）　Ibid.,�pp.12-13.

（
（34
）　Ibid.,�pp.13-14.

（
（34
）　

キ
ン
グ
ズ
ベ
リ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
初
期
著
作
に
お
い
て
法
の
変
化
に
対
す
る
世
論
の
役
割
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
。

K
ingsbury,�supra�note�(239),�p.411.�

具
体
的
に
は
、
奴
隷
貿
易
の
非
人
道
性
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
反
応
及
び
ム
ス
リ
ム
国
家
に
対
す
る
キ

リ
ス
ト
教
世
界
の
反
応
に
つ
い
て
の
議
論（O

ppenheim
,�G

erechtigkeit und G
esetz,�a.a.O

.�(A
nm

.176),�S.18.

）、
反
戦
運
動
が
人
々
の
良
心
に

お
け
る
変
化
を
招
き
、次
い
で
戦
争
に
対
す
る
道
徳
的
態
度
の
変
化
を
、最
終
的
に
は
法
に
お
け
る
変
化
を
生
じ
さ
せ
た
と
い
う
議
論（O

ppenheim
,�

D
as G

ew
issen,�a.a.O

.�(A
nm

.180),�S.48-50.

）、ロ
ン
ド
ン
宣
言
の
批
准
と
世
論
と
の
関
係（O

ppenheim
,�

“The�D
eclaration�of�London

”,�supra�
note�(202),�p.485.

）等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
（34
）　

別
稿
に
お
い
て
も
、
共
通
の
同
意
を
基
礎
と
す
る
故
に
国
際
法
は
国
内
法
と
同
様
の
法
体
系
の
一
分
野
を
構
成
す
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
そ
こ
で
は
、
法
に
対
峙
す
る
道
徳
規
則
が
「
良
心
の
み
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
共
同
体
の
共
通
の
同
意
」
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
旨
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。O

ppenheim
,�supra�note�(200),�p.331.

（
（34
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.15.

（
（44
）　

初
版
に
お
い
て
は
、
こ
の
条
約
は
「
将
来
の
国
際
的
な
行
動
の
永
続
的
な
形
態
を
創
設
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
条
約
」（ibid.,�p.18.

）と
し
て
説

明
さ
れ
て
い
た
が
、
第
二
版
以
降
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
条
約
は
「
立
法
条
約
」
で
あ
る
旨
が
追
記
さ
れ
て
い
る
。

（
（44
）　Ibid.�

こ
の
点
は
別
稿
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。O

ppenheim
,�„D

ie�Zukunft

“,�a.a.O
.�(A

nm
.201),�S.170.

（
（44
）　O
ppenheim

,�International Law
,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.21.

（
（4（
）　

な
お
、
一
九
一
五
年
論
文
に
お
い
て
も
「
法
源
」
と
「
原
因
」
と
の
混
同
に
対
す
る
注
意
が
喚
起
さ
れ
て
い
る
。Oppenheim

,�a.a.O
.�(A

nm
.208),�

S.10-11.

（
（43
）　Idem

,�

“2.�T
he�Sources�of�International�Law

�and�the�Sphere�of�its�Pow
er

”;�in�idem
, Lectures on Introduction and Subjects of 

International Law
,�T

rinity/A
dd�m

s.a.338,�Box�1/2�(W
ren�Library,�Cam

bridge�U
niversity),�p.1.
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（
（44
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.21.

（
（44
）　Ibid.,�p.22.�

こ
の
点
に
つ
い
て
、
講
義
録
で
は
次
の
よ
う
に
補
足
が
な
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
国
家
の
共
通
の
同
意
は
、「
国
家
が
互
い
に
手
を
取

り
合
い
、
あ
る
規
則
が
国
際
法
規
則
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
合
意
に
至
っ
た
際
に
直
接
的
に
与
え
て
い
る
か
、
又
は
、
あ
る
慣
行
が
国
際
法
に

合
致
す
る
と
考
え
る
限
り
に
お
い
て
、
国
家
が
か
か
る
慣
行
に
継
続
的
に
従
う
場
合
に
、
か
か
る
国
家
が
間
接
的
に
若
し
く
は
黙
示
的
に
与
え
て
い

る
」
も
の
で
あ
る
。O

ppenheim
,�supra�note�(354),�p.4.

（
（44
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�pp.82-93.�

別
稿（
一
九
〇
八
年
）及
び
講
義
録
に
お
い
て
は
、
実
証
主
義

学
派
の
み
が
将
来
存
続
す
る
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。Oppenheim

�supra�note�(200),�pp.326-333:�Idem
,�

“5.�School�of�T
houghts�in�International�

Law

”;�in�O
ppenheim

,�supra�note�(354),�pp.18-20.

（
（44
）　O

ppenheim
,�supra�note�(200),�p.326.

（
（44
）　

例
え
ば
理
性
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
イ
ク
が
法
源
と
し
て
理
性
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
同
意
で
き
な
い
」（O

ppenheim
,�

International Law
,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.22,�n.1.

）と
評
し
て
お
り
、
ま
た
、
自
然
法
に
つ
い
て
は
、
国
際
法
の
歴
史
を
概
説
す
る

中
で
、「
今
日
我
々
は
自
然
法
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」（ibid.,�p.92.

）と
述
べ
て
い
る
。See�further,�O

ppenheim
,�supra 

note�(200),�pp.327-330.

（
（44
）　Ibid.,�p.333.�

（
（44
）　

尤
も
、
例
え
ば
前
掲
註（
4（4
）に
挙
げ
た
キ
ン
グ
ズ
ベ
リ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
非
実
定
的
要
素
が
法
源
論
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
国
際
法
論
が
法
と
道
徳
を
分
離
す
る
と
い
う
意
味
で
の
実
証
主
義
を
採
用
し
た
と
い
う
こ
と
を
直
接
的
に
は
意
味
し
な

い
。
む
し
ろ
、
第
一
部
第
二
章
第
二
節
㈡
で
論
じ
た
よ
う
に
、
か
か
る
キ
ン
グ
ズ
ベ
リ
ー
の
指
摘
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
形
で
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム

を
実
証
主
義
者
と
し
て
評
価
す
る
際
の「
実
証
主
義
」の
意
味
を
再
考
す
る
こ
と
に
近
年
の
研
究（
前
掲
註（
4（4
）及
び（
434
）で
挙
げ
た
文
献
を
見
よ
。）

は
力
点
を
置
い
て
き
た
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
先
行
研
究
に
お
け
る
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
像
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
論
じ
ら
れ
た
内
容
か
ら
オ
ッ
ペ
ン
ハ

イ
ム
の
再
評
価
を
提
示
す
る
「
結
論
」
に
お
い
て
改
め
て
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
（44
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.22.�

な
お
、
講
義
録
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
慣
行
の
例
と
し
て
条
約

の
起
草
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
行
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。O

ppenheim
,�supra�note�(354),�p.5.

（
（4（
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.23.

（
（43
）　O

ppenheim
,�a.a.O

.�(A
nm

.208),�S.4.

（
（44
）　Ebd.,�S.5-6.

（
（44
）　

既
に
一
九
〇
八
年
の
論
文
に
お
い
て
、
本
規
則
を
例
示
す
る
こ
と
で
一
般
慣
習
法
と
普
遍
慣
習
法
の
間
の
異
同
が
示
さ
れ
て
い
た
。Oppenheim

,�
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supra�note�(200),�p.346.

（
（44
）　

な
お
、
こ
れ
ら
の
規
則
は
同
論
文
執
筆
時
に
は
既
に
普
遍
慣
習
国
際
法
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
た
た
め
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
の
一
般

慣
習
国
際
法
で
あ
る
と
い
う
説
明
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。O

ppenheim
,�a.a.O

.�(A
nm

.208),�S.6.
（
（44
）　Ebd.,�S.6-7.�

な
お
、
必
ず
し
も
有
意
な
差
異
で
は
な
い
が
、
同
論
文
に
お
い
て
は
「
普
遍（allgem

ein

）」・「
一
般（gem

ein

）」
と
表
記
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
別
の
独
語
論
文
に
お
い
て
は
「
普
遍（universal/universell

）」・「
一
般（allgem

ein

）」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。O

ppenheim
,�

„D
ie�Zukunft

“,�a.a.O
.�(A

nm
.201),�S.161,�169.

（
（44
）　O

ppenheim
,�a.a.O

.�(A
nm

.208),�S.8-9.�

他
に
も
、
例
え
ば
講
義
録
に
お
い
て
、
新
国
家
が
同
質
的
な
国
際
社
会
に
加
入
す
る
際
に
従
う
規
則
に

つ
い
て
、「
新
国
家
は
普
遍
国
際
法
で
あ
る
既
存
の
慣
習
国
際
法
に
従
う
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。Idem

,�

“1.�W
hat�International�

Law
�Is

”;�in�O
ppenheim

,�supra�note�(354),�p.24.

（
（44
）　

尤
も
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
慣
習
国
際
法
の
妥
当
範
囲
の
分
類
を
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
一
九
一
五
年
論
文
の
み
に
お
い
て
み
ら
れ
る
議

論
で
は
な
く
、
概
説
書
に
お
い
て
慣
習
法
と
し
て
提
示
さ
れ
た
個
別
規
則
に
関
す
る
彼
の
記
述
か
ら
も
内
在
的
に
理
解
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。例
え
ば
、軍
艦
が
公
海
上
の
疑
わ
し
い
私
船
に
対
し
て
旗
の
掲
揚
を
求
め
る
権
利（O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra 
note�(61),�p.320.

）や
公
海
上
で
の
追
跡
権（ibid.,�p.321.

）、
割
譲
さ
れ
た
地
に
居
住
す
る
者
の
国
籍
が
新
た
に
同
地
を
取
得
し
た
国
の
国
籍
に
変
わ

る
と
い
う
規
則（ibid.,�p.357.

）、
在
外
自
国
民
の
保
護
の
権
利
及
び
自
国
領
域
内
に
在
住
す
る
外
国
人
へ
の
一
定
程
度
の
処
遇
義
務（ibid.,�p.374.

）

等
が
「
普
遍
的
に
認
め
ら
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

慣
習
法
で
あ
る
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
条
約
の
拘
束
力
が
慣
習
法
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
説

明（ibid.,�pp.24�et�519-520.

）に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
記
述
は
見
当
た
ら
な
い（
な
お
、こ
の
点
が
惹
起
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
㈢
⑵
に
お
け
る
議

論
を
見
よ
）。
ま
た
、
初
版
第
二
巻
を
み
る
と
、
例
え
ば
沿
岸
漁
業
に
従
事
す
る
船
舶
が
非
武
装
で
あ
る
場
合
に
限
っ
て
攻
撃
及
び
拿
捕
か
ら
の
免

除
を
享
有
す
る
と
い
う
規
則
は
、英
国
が
こ
れ
に
反
対
し
て
い
る
た
め
に
一
般
的
な
慣
習
に
過
ぎ
ず
、普
遍
国
際
法
で
は
な
い
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

O
ppenheim

,�International Law
,�1st�ed.,�vol.2,�supra�note�(61),�pp.193-194.

こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
拙
稿
も
見
よ
。H.�O

guri,�

“Tam
ing�

Politics�or�N
aïveté�of�Positivism

�in�International�Law
?:�Lassa�O

ppenheim
�and�H

is�A
scertainm

ent�of�Custom
ary�International�

Law

”;�in�R.�Schäfer/A
.�Peters�(eds.),�Politics and the H

istories of International Law
: T

he Q
uest for K

now
ledge and Justice�

(Leiden/Boston:�Brill,�2021)�pp.465-471.

　
　
　

さ
ら
に
、
領
海
内
に
お
い
て
も
軍
艦
を
浮
か
ぶ
領
土
と
し
て
処
遇
す
る
義
務
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
普
遍
的
に
承
認
さ
れ
た
慣
習
法
規
則
」
と
論

じ
な
が
ら
も
、
こ
の
部
分
に
付
さ
れ
た
脚
註
で
は
「
か
か
る
規
則
が
普
遍
的
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
世
紀
を
通
し
て
の
こ
と
で
あ

る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る（O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.487.

）。
こ
の
こ
と
は
、
か
か
る
規
則
が
事
実

と
し
て
あ
る
時
点
で
普
遍
的
な
適
用
範
囲
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
に
他
な
ら
ず
、
慣
習
法
が
前
提
と
し
て
普
遍
的
な
適
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用
範
囲
を
有
す
る
も
の（「
普
遍
国
際
法
」）と
し
て
は
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
例
証
し
て
い
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
旨
の
記

述
は
概
説
書
第
二
版
及
び
第
三
版
の
み
な
ら
ず
、彼
の
講
義
録
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
。Idem

,�

“6.�T
he�Freedom

�of�the�Sea

”;�in�O
ppenheim

,�
supra�note�(354),�pp.2-3.�

ま
た
初
版
第
二
巻
に
お
い
て
も
同
様
に
、
敵
国
の
私
人
に
対
す
る
殺
害
及
び
攻
撃
に
つ
い
て
、
か
つ
て
は
許
容
さ
れ
て

い
た
が
一
八
世
紀
に
は
「
普
遍
的
に
承
認
さ
れ
た
慣
習
国
際
法
規
則
」
と
な
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。O

ppenheim
,�International Law

,�1st�
ed.,�vol.2,�supra�note�(61),�pp.120-121.

　
　
　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
公
海
自
由
の
原
則
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
国
家
実
行
を
紹
介
し
つ
つ
、
慣
習
法
と
し
て
存
在
し
て
き
た
同
原
則
が

漸
進
的
に
普
遍
的
な
承
認
を
得
る
ま
で
の
過
程
を
論
じ
て
い
る
点（O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�pp.305-
306.

）か
ら
も
妥
当
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
（44
）　

本
稿
第
三
部
第
二
章
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
事
実
は
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
慣
習
法
論
を
検
討
す
る
多
く
の
議
論
に
お
い
て
看
過
さ

れ
て
き
た
点
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
例
外
と
し
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
一
九
一
五
年
論
文
を
参
照
し
つ
つ
、
少
数
国
間
の
み
に
適
用
さ
れ
る
特
別

慣
習
法
の
存
在
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
次
の
文
献
を
見
よ
。B.�Binder,�„D

as�V
ölkerrecht�im

�österreichischen�Staatsrecht

“,�
Zeitschrift für ausländisches öffentliches R

echt und V
ölkerrecht,�Bd.35�(1975),�S.295.

（
（44
）　O

ppenheim
,�a.a.O

.�(A
nm

.208),�S.8.

（
（4（
）　

以
上
で
確
認
さ
れ
た
点
以
外
に
も
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
立
場
は
、
例
え
ば
「
多
数
に
よ
る
決
定
は
そ
れ
に
反
対
し
た
少
数
を
拘
束
し
得
な
い
」
と

い
う
記
述
等
か
ら
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。Oppenheim

,�„D
ie�Zukunft

“,�a.a.O
.�(A

nm
.201),�S.159:�O

ppenheim
,�T

he League of N
ations, 

supra�note�(209),�p.44.

（
（43
）　

例
え
ば
田
畑
は
、
慣
習
国
際
法
は
国
際
社
会
の
す
べ
て
の
国
家
の
合
意
を
前
提
と
し
て
い
な
い
と
論
じ
る
中
で
、
内
陸
国
が
海
に
接
触
し
た
領
土

を
新
た
に
獲
得
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
領
土
獲
得
と
い
う
事
実
を
以
っ
て
、
海
上
航
行
に
関
す
る
慣
習
国
際
法
の
妥
当
を
受
け
る
の
で
あ
っ
て
「
同

意
を
与
え
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
で
き
な
い
」（
田
畑
茂
二
郎
『
国
際
法
Ⅰ
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
七
年
）

八
九
頁
。）と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
同
様
の
例
を
挙
げ
て
い
る
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、「
一
般
国
際
法
が
法
創
設
慣
習
の
成
立
に
参
加
す
る
機
会
を

持
た
な
か
っ
た
国
家
に
適
用
さ
れ
る
場
合
、〔
慣
習
は
黙
示
の
同
意
で
あ
る
と
い
う
理
論
は
〕
排
除
さ
れ
る
」（K

elsen,�supra�note�(168),�p.312.

）

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
例
示
さ
れ
て
い
る
海
上
航
行
に
関
す
る
慣
習
国
際
法
規
則
は
、
か
か
る
規

則
が
適
用
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
す
べ
て
の
国
家（
即
ち
、
全
海
洋
国
）に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
規
則
で
な
い
場
合

は
、
内
陸
国
は
新
た
な
領
土
を
獲
得
し
た
と
い
う
事
実
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
か
か
る
慣
習
法
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　

ま
た
ケ
ル
ゼ
ン
は
、慣
習
国
際
法
理
論
を
主
題
と
す
る
仏
語
論
文
に
お
い
て
、オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
一
九
一
五
年
論
文
の
当
該
部
分
を
取
り
上
げ
、

こ
の
二
点
目
の
条
件
を
「
余
計
な
も
の
」
と
評
価
し
て
い
る
が
、
か
か
る
評
価
は
、
こ
の
二
つ
の
条
件
を
選
言
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
、
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及
び
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
慣
習
国
際
法
論
に
お
け
る
普
遍
慣
習
国
際
法
と
一
般
慣
習
国
際
法
と
の
区
別
の
誤
っ
た
理
解（
即
ち
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ

ム
が
ケ
ル
ゼ
ン
の
よ
う
に
慣
習
国
際
法
を
一
般
国
際
法（
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
お
け
る
「
普
遍
国
際
法
」）と
同
一
視
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
見
落

と
し
て
い
る
点
）
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。Idem

,�

“Théorie�du�droit�international�coutum
ier

”,�R
evue 

international de la théorie du droit,�N
ouvelle�série,�t.1�(1939),�pp.271-273,�n.1.

こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、第
三
部
に
お
け
る
検
討
を

見
よ
。�

（
（44
）　

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
一
九
一
五
年
論
文
に
依
拠
し
て
こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
次
の
文
献
を
見
よ
。
森
川
・
前
掲
註（
４
）一
三
八－

一
三

九
頁
、
註
八
。

（
（44
）　

ド
イ
ツ
語
論
文
に
お
い
て
は
、“rechtsetzende�V

erträge/V
ereinbarung

”（O
ppenheim

,�„D
ie�Zukunft

”,�a.a.O
.�(A

nm
.201),�S.147.

）或
い

は
“Vereinbarung
”（O

ppenheim
,�a.a.O

.�(A
nm

.208),�S.1.

）と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
国
際
法
の
法
源
が
慣
習
法
と
条
約
の
二
つ
で
あ

る
と
論
じ
る
際
の
「
条
約
」
は
“Vereinbarung

”と
表
記
さ
れ
て
い
る（ebd.,�S.13.

）。
な
お
、
“Vereinbarung

”は
ト
リ
ー
ペ
ル
に
代
表
さ
れ
る

立
法
条
約
論
の
中
心
的
な
概
念
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
章
第
三
節
㈡
に
お
け
る
検
討
を
見
よ
。

（
（44
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�pp.23,�25�et�518.�

別
稿
に
お
い
て
は
、「
契
約
と
呼
ば
れ
る
も
の
以
上
の

も
の
で
あ
っ
て
、
一
国
内
の
議
会
立
法
に
あ
る
意
味
で
類
似
し
た
、
諸
会
議
に
お
け
る
大
国
に
よ
る
立
法
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。O

ppenheim
,�

supra�note�(200),�p.348.�

な
お
、
講
義
録
に
お
い
て
は
「
又
は
」
以
下
の
慣
習
法
規
則
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
言
及
が
み
ら
れ
な
い
。Oppenheim

,�
supra�note�(354),�p.6.

（
（44
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.518.�

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
挙
げ
て
い
る
の
は
、
国
家
領
域
に
関
す
る
も

の
、
政
治
的
目
的
の
た
め
に
締
結
さ
れ
る
同
盟
・
保
護
・
中
立
化
・
講
和
条
約
、
領
事
関
係
条
約
、
通
商
航
海
条
約
、
郵
便
・
電
信
・
鉄
道
・
著
作

権
に
関
す
る
条
約
、
犯
罪
人
引
渡
し
条
約
、
度
量
衡
に
関
す
る
条
約
、
衛
生
・
労
働
・
農
業
・
工
業
に
関
す
る
条
約
等
で
あ
り
、
多
様
な
目
的
を
も

つ
条
約
が
こ
こ
で
は
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
「
将
来
の
国
際
的
な
行
為
の
た
め
に
新
た
な
規
則
を
定
立
す
る
も
の
、
又
は
、
既
存
の
慣

習
法
規
則
を
確
認
、
明
確
化
若
し
く
は
廃
止
す
る
も
の
」
に
該
当
す
る
条
約
は
、
す
べ
て
立
法
条
約
で
あ
る
と
い
う
の
が
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
理
解

で
あ
る
。

（
（44
）　Ibid.,�p.23.

（
（44
）　Ibid.,�pp.563-568.�

な
お
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
パ
リ
宣
言（
一
八
五
六
年
）、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約（
一
八
六
四
年
）及
び
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
宣
言（
一
八
六
八
年
）に
加
え
て
、
陸
戦
法
規
慣
例
条
約
の
よ
う
な
第
一
回
ハ
ー
グ
会
議
で
採
択
さ
れ
た
諸
条
約（
一
八
九
九
年
）を
含
む
九
点

の
条
約
が
、
戦
時
国
際
法
に
関
す
る
立
法
条
約
と
し
て
初
版
第
二
巻
の
「
補
遺
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。O

ppenheim
,�International Law

,�1st�
ed.,�vol.2,�supra�note�(61),�pp.498-539.
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（
（44
）　

例
え
ば
一
八
三
一
年
に
英
国
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
プ
ロ
イ
セ
ン
及
び
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
条
約
に
つ
い
て
、
そ

の
第
七
条
に
お
い
て
ベ
ル
ギ
ー
の
永
世
中
立
を
創
設
し
た
と
い
う
意
味
で
同
条
約
は
立
法
条
約
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。O

ppenheim
,�

International Law
,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.564.

（
（44
）　

例
え
ば
一
八
八
八
年
に
英
国
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
及
び
ト

ル
コ
の
間
で
締
結
さ
れ
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
条
約
は
ス
エ
ズ
運
河
の
永
世
中
立
と
す
べ
て
の
国
の
船
舶
の
自
由
航
行
を
規
定
し
た
と
い

う
点
で
「
純
粋
な（pure

）立
法
条
約
」
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、「
純
粋
で
な
い
」
立
法
条
約
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
が
立
法
と
評
価

で
き
な
い
よ
う
な
規
定
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。Ibid.,�pp.564�et�567.

（
（4（
）　

一
九
〇
一
年
に
英
国
と
米
国
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
が
こ
の
例
で
あ
り
、
両
当
事
国
間
で
の
立
法
に
過
ぎ
な
い
が
、
パ
ナ
マ
運

河
の
中
立
を
将
来
に
わ
た
っ
て
約
束
し
た
こ
と
、
そ
し
て
す
べ
て
の
国
の
船
舶
の
自
由
航
行
を
認
め
た
こ
と
が
世
界
規
模
で
重
要
な
意
味
を
有
し
て

い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。Ibid.,�p.568.

（
（43
）　Ibid.,�pp.23-24.

（
（44
）　

こ
の
よ
う
な
一
般
国
際
法
の
例
と
し
て
、
一
八
五
六
年
の
パ
リ
宣
言
や
一
八
九
九
年
の
陸
戦
法
規
慣
例
条
約
が
挙
げ
ら
れ
る（ibid.,�p.3.

）。
な
お
、

普
遍
国
際
法
に
つ
い
て
は
、
初
版
で
は
具
体
例
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
第
二
版
に
お
い
て
は
「
使
節
派
遣
に
関
す
る
法
が
普
遍
国
際
法
の

最
良
の
例
で
あ
る
」（O

ppenheim
,�International Law

,�2nd�ed.,�vol.1,�supra�note�(194),�p.33,�n.1.

）と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
第
三
版
で
は
本

文
に
お
い
て
「
使
節
派
遣
に
関
す
る
法
及
び
条
約
に
関
す
る
法
」（O

ppenheim
,�supra�note�(332),�p.1.

）が
普
遍
国
際
法
と
し
て
例
示
さ
れ
て
い

る
。

（
（44
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.24.

（
（44
）　Ibid.,�p.24,�n.2.

（
（44
）　

こ
の
点
は
、
例
え
ば
ホ
ィ
ー
ト
ン
の
概
説
書
の
第
六
版
を
編
集
し
た
キ
ー
ス（B.�K

eith

）に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ

イ
ム
の
慣
習
法
が
条
約
の
形
式
を
と
る
明
示
的
な
合
意
に
対
す
る
と
こ
ろ
の
黙
示
的
合
意
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
故
に
、
か
か
る
慣
習
法
が
普
遍
慣
習
法

で
な
け
れ
ば
条
約
の
拘
束
力
を
説
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
但
し
、
彼
に
よ
れ
ば
条
約
の
法
的
拘
束
力
が
慣
習
法
上
認
め
ら

れ
る
と
い
う
議
論
は
一
般
哲
学
の
問
題
で
あ
っ
て
法
学
の
問
題
で
は
な
い
。B.�K

eith�(ed.),�W
heatonʼs E

lem
ents of International Law

,�vol.
I,�6th�ed.�(London:�Stevens,�1929),�p.11.�

（
（44
）　

な
お
、
既
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
概
説
書
第
三
版
で
は
普
遍
国
際
法
の
例
と
し
て
外
交
使
節
派
遣
に
関
す
る
法
に
加
え
て
「
条
約
に
関
す
る
法
」

が
追
加
さ
れ
て
い
る（O

ppenheim
,�supra�note�(332),�p.1.

）と
い
う
事
実
は
、
か
か
る
規
則
が
普
遍
慣
習
国
際
法
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
支
持
す

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
修
正
が
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
自
身
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
又
は
、
ロ
ク
ス
バ
ー
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グ
の
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
は
確
定
的
な
回
答
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら
に
、
こ
こ
で
い
う
「
条
約
に
関
す
る
法
」
が
条
約
の
拘
束
力
に
関

す
る
も
の
を
含
ん
で
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
（44
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.519.�

な
お
、
こ
こ
で
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
挙
げ
て
い
る
従
来
の
見
解
に

つ
い
て
は
、
次
章
第
三
節
㈢
を
見
よ
。

（
（44
）　Ibid.,�pp.8-9.

（
（44
）　Ibid.,�pp.519-520.�

こ
の
よ
う
な
条
約
の
拘
束
力
に
関
す
る
記
述
は
、
若
干
の
修
正（
関
連
す
る
学
説
の
加
除
）が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
第
三
版

ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、同
様
の
記
述
は
一
九
一
六
年
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
の
彼
の
講
義
録
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。Idem

,�

“Treaties,�
and�T

heir�Binding�Force

”;�in�idem
,�Lectures on D

iplom
acy as Part of International Law

,�T
rinity/A

dd�m
s.a.338/1/16,�Box�2/2�

(W
ren�Library,�Cam

bridge�U
niversity),�pp.14-16.

（
（4（
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.24.

（
（43
）　
「
数
百
年
に
亘
っ
て
、
国
家
間
の
行
為
の
た
め
に
多
く
の
規
則
が
発
達
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
規
則
の
大
部
分
は
慣
習
法
規
則
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
慣
習
且
つ
不
文
規
則
に
並
ん
で
、
よ
り
多
く
の
成
文
規
則
が
国
際
的
な
合
意
に
よ
っ
て
日
々
増
加
し
て
い
る
。」（Ibid.,�p.12.

）

（
（44
）　Ibid.,�pp.16-17.�

な
お
、
同
様
に
こ
の
一
節
に
着
目
し
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
主
権
国
家
間
の
共
同
体
に
お
け
る
法
秩
序
の
存
在
を
前
提
す
る

こ
と
で
、か
か
る
前
提
か
ら
条
約
の
拘
束
力
に
関
す
る
慣
習
法
規
則
を
演
繹
し
よ
う
と
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
者
も
い
る
。Schiffer,�supra�note�

(240),�pp.87-88.

（
（44
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.109.

（
（44
）　Ibid.,�p.32.

（
（44
）　Ibid.,�p.31.

（
（44
）　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
柳
原
に
よ
る
国
家
領
域
の
三
分
類
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
柳
原
は
地
球
上
の
あ
る
陸
地
が
国
家
領
域
と
み
な

さ
れ
る
場
合
を
次
の
三
つ
に
分
類
し
て
説
明
し
て
い
る
。
即
ち
、
①
国
際
法
の
成
立
の
時
点
で
存
在
し
て
い
た
国
家
の
領
域
、
②
新
国
家
が
成
立
す

る
場
合
、
③
領
域
権
原
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
場
合
で
あ
り
、
①
の
場
合
に
つ
い
て
、「
国
際
法
の
存
在
に
と
っ
て
複
数
の
国
家
の
存
在
が
前
提
さ

れ
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず（
一
定
数
の
国
家
の
存
在
は
所
与
の
事
実
と
み
な
さ
れ
る
）、
そ
う
し
た
国
家
の
領
域
も
ま
た
所
与
の
事
実
と
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
中
核
的
な
領
域
を
具
体
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
柳
原
正
治
『
国
際
法
〔
改

訂
版
〕』（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
一
九
年
）一
〇
七－

一
〇
八
頁
：
小
寺
彰
ほ
か（
編
）『
講
義
国
際
法
〔
第
二
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
〇
年
）

二
五
四
頁
〔
柳
原
正
治
執
筆
部
分
〕。

　
　
　

ま
た
、「
合
意
は
拘
束
す
る
」
と
い
う
規
則
は
、
古
く
は
ロ
ー
マ
法
に
、
そ
し
て
か
か
る
規
則
の
実
質
的
意
味
の
変
化（
即
ち
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
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る
「
着
衣
の
合
意
」
だ
け
で
な
く
「
裸
の
合
意
」
に
つ
い
て
も
訴
権
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
）を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
中
世
の
教
会
法

に
お
い
て
は
少
な
く
と
も
そ
の
存
在
を
見
出
せ
る
も
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
国
家
で
あ
る
共
同
体
の
元
来
の
構
成
国
の
間
で
か
か
る
慣
習
が
普
遍

的
に
承
認
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
経
験
的
な
観
点
か
ら
も
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
討

を
要
す
る
が
、
差
し
当
た
り
は
註（
30
）に
掲
げ
た
文
献
を
参
照
せ
よ
。

（
344
）　

さ
ら
に
付
言
す
る
な
ら
ば
、
本
節
㈡
に
お
い
て
普
遍
慣
習
国
際
法
の
成
立
の
際
に
国
家
の
同
意
が
擬
制
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
海
洋

法
に
関
す
る
諸
規
則
と
は
異
な
り
、
条
約
の
拘
束
力
に
関
す
る
規
則
が
適
用
さ
れ
得
な
い
国
家
を
「
同
質
的
な
国
際
社
会
」
の
構
成
国
の
間
で
は
想

定
し
得
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
同
意
の
擬
制
は
問
題
に
な
り
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
344
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.15.

（
344
）　Ibid.,�p.18.

（
34（
）　K

elsen,�supra�note�(374),�pp.271-273,�n.1:�K
oskenniem

i,�From
 A

pology to U
topia, supra�note�(28),�p.319.�

例
え
ば
コ
ス
ケ
ニ
エ
ミ

に
よ
れ
ば
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
提
示
し
た
「
共
通
の
同
意
」
は
、
一
方
で
は
多
数
が
常
に
少
数
に
優
位
す
る
と
い
う（
非
常
に
疑
わ
し
い
）道
徳
的

立
場
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
う
点
で
「
理
想
」
で
あ
り
、
他
方
で
は
多
数
の
意
思
が
少
数
の
そ
れ
を
拘
束
す
る
正
当
化
根
拠
を
何
も
示
し
て
い
な
い

と
い
う
点
で
「
弁
明
」
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
シ
ュ
メ
ー
ケ
ル
は
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
共
通
の
同
意
を
普
遍
的
な
同
意
で
は
な
く
圧

倒
的
多
数
の
国
の
同
意
と
理
解
し
た
上
で
、
こ
れ
が
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
理
論
的
立
場
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
慣
習
法
規
則
の
確
認
を
容
易
に
す

る
た
め
に
用
意
さ
れ
た
考
え
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
で
、
ル
ソ
ー
の
一
般
意
志
に
擬
え
る
右
記
の
批
判
が
行
き
過
ぎ
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
。

Schm
oeckel,�supra�note�(63),�pp.92-94.

先
行
研
究
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
理
解
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
第
二
部
の
最

後
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
343
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.21.

（
344
）　

こ
れ
は
、必
ず
し
も
編
者
に
よ
っ
て
自
覚
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
概
説
書
第
九
版
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
議
論
で
も
あ
る
。

R.�Jennings/A
.�W

atts�(eds.),�O
ppenheim

ʼs International Law
,�9th�ed.,�vol.1:�Peace,�Introduction�and�Part�1�(H

arlow
,�Essex:�

Longm
an,�1992),�p.14.�

（
344
）　

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
別
稿
の
議
論
と
も
整
合
的
で
あ
る
。
即
ち
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
一
九
〇
八
年
に
公
表
し
た
論
文
に
お
い
て
、
あ
る
国
家
の

内
部
に
お
い
て（
総
体
と
し
て
の
）国
民
が
同
意
を
与
え
た
法
に
拘
束
さ
れ
る
の
と
同
様
に
、
国
家
も
自
ら
が
与
え
た
同
意
に
よ
っ
て
国
際
法
規
則
に

拘
束
さ
れ
る
が
、
両
者
の
異
同
は
、
国
内
法
が
国
民
の
上
に
あ
る
法
で
あ
る
の
に
対
し
て
国
際
法
は
国
家
の
間
に
あ
る
法
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
国
内

法
が
あ
る
国
民
の
特
別
な
同
意
が
な
く
て
も
当
該
国
民
を
拘
束
す
る
の
に
対
し
て
、
国
際
法
規
則
は
個
別
国
家
の
特
別
な
同
意
な
く
し
て
当
該
国
家

に
課
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
論
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。O

ppenheim
,�supra�note�(200),�p.333.
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（
344
）　

慣
習
法
に
対
し
て
与
え
た
同
意
の
撤
回
の
際
に
必
要
と
さ
れ
る
共
通
の
同
意
に
つ
い
て
の
議
論
は
本
節
㈡
を
見
よ
。　

（
344
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�pp.548-553.
（
344
）　Ibid.,�pp.550-551.

（
344
）　

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
紛
争
を
判
断
す
る
国
際
裁
判
所
が
存
在
し
な
い
た
め
、
当
該
紛
争
に
対
す
る
司
法
的
解
決
は
望
め
な
い

旨
を
概
説
書
第
三
版
の
中
で
追
記
し
て
い
た
。O

ppenheim
,�supra�note�(332),�p.692.

尤
も
、
一
九
一
九
年
に
上
梓
さ
れ
た
国
際
連
盟
に
つ
い
て

の
小
著
に
お
い
て
は
、
国
際
連
盟
が
設
置
し
た
裁
判
所
が
事
情
変
更
に
関
す
る
主
張
に
判
断
を
下
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
て
い
る
。Oppenheim

,�
T

he League of N
ations, supra�note�(209),�pp.69-70.

（
344
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.551.

（
344
）　Ibid.,�p.552.�
こ
の
点
は
、
概
説
書
第
二
版
及
び
第
三
版
に
お
い
て
加
筆
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
第
二
版
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
論

じ
た
直
後
に
次
の
二
文
が
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。「
し
た
が
っ
て
、
あ
る
国
家
が
事
情
の
重
大
な
変
化
に
よ
っ
て
条
約
義
務
を
負
う
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
見
解
で
あ
る
場
合
に
、当
該
国
家
は
ま
ず
条
約
の
他
当
事
国
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、条
約
を
廃
棄
す
る
よ
う
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
か
か
る
要
求
が
拒
否
さ
れ
た
場
合
に
の
み
、
当
該
国
家
は
か
か
る
条
約
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
い
う
宣
言
を
正
当
化
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。」（O

ppenheim
,�International Law

,�2nd�ed.,�vol.1,�supra�note�(194),�pp.574-575.

）�

ま
た
、
第
三
版
に
お
い
て
は
、
脚
註
を
付
し
た

本
文
が
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。「『
も
し
事
情
が
こ
の
ま
ま
存
続
す
る
な
ら
ば
』
と
い
う
条
項
が
、
事
情
の
重
大
な
変
化
が
生
じ
る
と
直
ち

に
条
約
義
務
か
ら
自
国
が
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
権
利
を
国
家
に
付
与
す
る
べ
き
は
な
く
、
条
約
の
他
当
事
国
に
よ
っ
て
条
約
義
務
か
ら
解

放
さ
れ
る
と
い
う
主
張
に
権
限
を
付
与
す
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
確
信
は
、
前
世
紀
〔
一
九
世
紀
〕
の
間
に
よ
り
普
及
す
る
も
の
と
な
っ
た
。」

（O
ppenheim

,�supra�note�(332),�pp.691-692.
）

（
34（
）　

こ
の
こ
と
は
、
こ
こ
で
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
一
八
五
六
年
の
パ
リ
宣
言
を
例
示
し
、
パ
リ
宣
言
か
ら
の
一
方
的
な
脱
退
が
違
法
で
あ
る
と
論
じ
て

い
る
と
い
う
事
実
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.18.�

こ
の
パ
リ
宣
言
に
つ
い
て

は
、
事
情
変
更
原
則
が
援
用
さ
れ
た
例
と
し
て
初
版
か
ら
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
第
三
版
で
は
「
ま
ず
は
じ
め
に
条
約
の
他
当
事
国
に
条
約
義

務
か
ら
の
解
放
を
求
め
ず
に
、
自
国
を
条
約
義
務
か
ら
解
放
す
る
権
利
を
国
家
は
有
し
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
事
例
と
し
て

明
示
さ
れ
て
い
る
。O

ppenheim
,�supra�note�(332),�p.692.�

な
お
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
パ
リ
宣
言
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
一
方
的
脱
退
の
件

に
つ
い
て
は
、
註（
84
）に
掲
げ
た
文
献
を
見
よ
。

（
343
）　O

ppenheim
,�a.a.O

.�(A
nm

.208),�S.11-12.

（
344
）　Ebd.,�S.12-13.�

既
に
前
節
㈢
⑵
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
こ
の
点
は
概
説
書
に
お
け
る
記
述
と
同
様
で
あ
る
。

（
344
）　Ebd.,�S.8-9.
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（
344
）　Ebd.,�S.13.

（
344
）　See�Schm

oeckel,�supra�note�(231),�p.707:�Schm
oeckel,�supra�note�(63),�pp.92-94�et�99.

こ
の
よ
う
な
シ
ュ
メ
ー
ケ
ル
の
見
解
を
採
用

す
る
も
の
と
し
て
次
も
参
照
せ
よ
。
藤
澤
・
前
掲
註（
434
）一
一
三－

一
一
五
頁
。

（
344
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.12.
（
344
）　Ibid.,�p.18.

（
344
）　

こ
の
点
は
「
一
度
成
立
す
れ
ば
個
別
国
家
の
恣
意
が
取
り
去
ら
れ
る
」（O

ppenheim
,�a.a.O

.�(A
nm

.208),�S.4.

）と
い
う
同
論
文
に
お
け
る
記
述

か
ら
も
確
認
さ
れ
得
る
。

（
344
）　

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
共
同
体
が
個
別
国
家
の
意
思
よ
り
も
強
力
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
で
、「
個
別
国
家
の
意
思
は
こ
の
よ
う
な
共
同
体
と
い

う
難
攻
不
落
の
要
塞
の
壁
に
砕
か
れ
る
」（ebd.,�S.13.

）と
い
う
同
論
文
の
記
述
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
記
述
は
概
説
書
に
お
け
る

「
反
対
す
る
構
成
員
は
少
し
の
重
要
性
も
有
さ
ず
、
共
同
体
の
個
々
の
構
成
員
と
対
比
さ
れ
る
統
一
体
と
し
て
の
共
同
体
の
意
思
を
求
め
る
者
の
視

野
か
ら
は
完
全
に
消
失
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
説
明
に
対
応
す
る
も
の
と
理
解
可
能
で
あ
る
。

（
34（
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�pp.11-12�et�17.

（
343
）　K

elsen,�supra�note�(374),�pp.271-273,�n.1.�

ケ
ル
ゼ
ン
は
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
同
論
文
の
か
か
る
一
節
は
「
多
数
決
は
そ
の
多
数
に
属
す
る

者
の
み
し
か
拘
束
し
な
い
」（O

ppenheim
,�„D

ie�Zukunft

“,�a.a.O
.�(A

nm
.201),�S.159.

）と
い
う
別
稿
に
お
け
る
議
論
と
も
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る

と
評
価
で
き
る
。

（
344
）　

な
お
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
る
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
批
判
に
つ
い
て
は
第
三
部
第
二
章
に
お
け
る
議
論
も
見
よ
。

（
344
）　O

ppenheim
,�supra�note�(200),�p.348.

（
344
）　O

ppenheim
,�T

he League of N
ations, supra�note�(209),�pp.44-45.

（
344
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.17.

（
344
）　

な
お
、
同
旨
の
見
解
は
慣
習
法
論
文
の
四
年
前
に
公
表
さ
れ
た
別
稿
に
お
い
て
も
既
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。O

ppenheim
,�„D

ie�Zukunft

“,�
a.a.O

.�(A
nm

.201),�S.161.�

ま
た
、
一
九
一
五
年
論
文
と
同
時
期
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
他
の
論
考
に
お
い
て
も
、「
文
明
諸
国
は
国
際
法
な
し

で
は
存
在
し
得
な
い
国
家
間
共
同
体
を
構
成
し
て
お
り
、
現
在
の
抗
争
が
終
わ
る
時
に
は
、
そ
の
基
礎
を
よ
り
確
固
た
る
も
の
と
し
、
そ
の
規
則
の

実
現
を
よ
り
十
分
に
保
障
す
る
た
め
の
新
た
な
努
力
が
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
一
節
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。L.�O

ppenheim
,�

“A�Pot�
Pourri�of�International�Law

�II�(January,�27)

”,�T
he Cam

bridge R
eview

: A
 Journal of U

niversity Life and T
hought,�vol.36�(1914-

1915),�p.157.�

さ
ら
に
、
一
九
一
五
年
の
ミ
カ
エ
ル
マ
ス
・
タ
ー
ム
に
行
わ
れ
た
講
義（「
現
在
の
戦
争
に
関
す
る
国
際
法
」）の
初
回
に
お
い
て
、
同

旨
の
発
言（「
国
際
法
は
戦
争
終
結
後
に
こ
の
衝
撃
か
ら
回
復
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
正
当
性
の
証
明
を
通
し
て
今
ま
で
以
上
に
堅
固
な
も
の
と
し
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て
確
立
さ
れ
る
と
私
は
敢
え
て
予
言
す
る
。」）を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。O

ppenheim
,�supra�note�(205),�p.7.�

同
様
の
信
念
は
翌
一
九
一
六

年
の
一
〇
月
一
三
日
に
同
大
学
で
行
わ
れ
た
講
義（「
現
在
の
戦
争
の
中
で
生
じ
た
国
際
法
の
諸
問
題
」
の
初
回
講
義
で
あ
る
「
均
衡
の
中
の
国
際

法
」）の
講
義
録
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。Idem

,�

“International�Law
�in�the�Balance

”,�Som
e Problem

s on International 
Law

 W
hich H

ave A
risen during the Present W

ar�(M
ichaelm

as�T
erm

,�1916),�T
rinity/A

dd�m
s.a.338�2/2,�Box�2/2�(W

ren�
Library,�Cam

bridge�U
niversity),�p.27.�

こ
れ
ら
の
事
実
を
考
慮
す
る
と
、
彼
が
構
想
し
て
い
た
の
は
、「
ゆ
っ
く
り
急
げ（Festina lente

）」（
こ

の
ラ
テ
ン
語
は
一
九
一
九
年
の
講
義
録（O

ppenheim
,�T

he League of N
ations, supra�note�(209).

）の
表
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。）

と
い
う
言
葉
に
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
段
階
的
で
漸
進
的
な
国
際
法
の
発
展
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

（
3（4
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.16.

（
3（4
）　Ibid.,�p.31.

（
3（4
）　

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
“com

m
on

”と
い
う
語
が
有
し
得
る
二
つ
の
意
味
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
“com

m
on

”は
あ
る
集
団
の

中
の
二
人
以
上
の
間
で
又
は
全
員
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
る
状
態
を
意
味
す
る
た
め
、
前
者
の
場
合
は
“general

”を
意
味
し
得
る
の
に
対
し
て
、

後
者
の
場
合
は
“all�=�universal

”な
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
“com

m
on

”と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
で
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
共
通
の
同
意

に
二
つ
の
意
味
を
持
た
せ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
3（（
）　K

oskenniem
i,�From

 A
pology to U

topia, supra�note�(28),�p.319.�

（
3（3
）　

実
際
に
、
例
え
ば
ト
リ
ー
ペ
ル
は
、
個
別
国
家
意
思
に
は
還
元
さ
れ
得
な
い
共
同
意
思
を
観
念
し
、
か
か
る
共
同
意
思
は
共
同
意
思
に
よ
っ
て
の

み
変
更
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の
国
家
が
一
度
与
え
た
同
意
を
一
方
的
に
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
三
章
を
見
よ
。

（
3（4
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.8.

（
3（4
）　See�e.g.,�Collins,�supra�note�(157),�pp.23-49:�H

all,�supra�note�(143),�pp.269-307.

（
3（4
）　See�e.g.,�R.�K

olb,�

“Selected�Problem
s�in�the�T

heory�of�Custom
ary�International�Law

”,�N
etherlands International Law

�
R

eview
,�vol.50�(2003),�p.142:�T

ruyol�Y
�Serra,�supra�note�(142),�pp.412-413.

（
3（4
）　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
比
較
対
象
の
同
定
と
検
討
範
囲
の
確
定
で
あ
る
。
即
ち
、
既
に
第
一
部
第
三
章
第
二
節
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
よ
う

に
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
概
説
書
は
同
時
代
に
入
手
可
能
な
多
く
の
先
行
文
献
を
参
照
す
る
形
で
執
筆
さ
れ
て
お
り
、
概
説
書
と
い
う
媒
体
の
性
格

上
、
す
べ
て
の
記
述
に
脚
註
が
付
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
彼
の
議
論
の
特
有
性
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
彼
が
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る

概
説
書
を
同
定
し
、
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。
概
説
書
初
版
に
お
い
て
、
①
同
時
代
の
主
要
な
概
説
書
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は

六
二
点
、②
特
に
頻
繁
に
参
照
さ
れ
て
い
る
も
の
は
五
四
点（
う
ち
①
に
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
は
一
〇
点
）あ
っ
た
が
、こ
れ
ら
に
加
え
て
、③
オ
ッ
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ペ
ン
ハ
イ
ム
が
明
示
的
に
参
照
し
て
い
な
い
も
の
の
、
同
時
代
の
文
献
学
的
調
査
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
三
一
点
の
概
説
書
が
当
時
参
照
可
能
な
も

の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
①
の
す
べ
て
を
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
参
照
し
た
か
否
か
は
断
定
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
語

や
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
概
説
書
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
訳
の
あ
る
フ
ィ
オ
レ
や
カ
ル
ボ
の
概
説
書
の
み
が
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
そ

の
他
の
概
説
書
は
明
示
的
な
参
考
文
献
と
し
て
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い（
尤
も
、
国
際
法
の
基
礎
・
法
源
に
関
す
る
構
想
が
自
然
国
際
法
の
妥
当
を

認
め
る
か
否
か
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
と
り
わ
け
自
然
国
際
法
論
の
影
響
を
強
く
受
け
た
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
概
説

書
が
国
際
法
の
基
礎
や
法
源
を
論
じ
る
章
に
お
い
て
明
示
的
に
参
照
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
は
首
肯
さ
れ
る
だ
ろ
う
）。
さ
ら
に
、
③
の
す
べ

て
を
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
参
照
可
能
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
彼
の
蔵
書
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
に
鑑
み
れ
ば
実
証
不
可
能

で
あ
る
。

　
　
　

そ
こ
で
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
認
識
し
た
上
で
、（
一
）概
説
書
各
章
の
冒
頭
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
著
作（
そ
の
大
部
分
は
②
の
著
作
で
あ

る
。
但
し
、
著
作
が
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
章
も
存
在
す
る
。）、（
二
）本
文
又
は
そ
の
脚
註
に
お
い
て
明
示
的
に
参
照
さ
れ
て
い
る
著
作
を
ま
ず
は
中

心
的
に
検
討
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
も
の
の
、（
三
）オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
同
時
代
の
主
要
な
概
説
書
と
し
て
提
示
し
た
も
の（
①
）、
さ

ら
に
は
必
要
に
応
じ
て
、（
四
）オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
直
接
言
及
し
て
い
な
い
そ
の
他
の
著
作（
③
）に
つ
い
て
も
検
討
対
象
と
し
て
い
る
。
但
し
、
こ

れ
ら
す
べ
て
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
を
記
述
す
る
こ
と
は
冗
長
で
あ
る
た
め
、
前
章
で
描
か
れ
た
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
国
際
法
構
想
に
お
け
る
主
要

な
諸
観
念
と
関
連
し
得
る
議
論
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
3（4
）　

尤
も
、
国
際
法
否
定
論
の
代
表
者
と
し
て
論
敵
と
さ
れ
て
い
る
の
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
限
ら
れ
ず
、
同
じ
く
英
国
の
ミ
ル（J.�S.�M

ill

）や
フ
ラ
ン

ス
の
ド
ゥ
・
レ
ー
ヌ
ヴ
ァ
ル（G.�de�Rayneval
）の
議
論
を
取
り
上
げ
る
も
の
も
あ
る
。See�e.g.,�N

ys,�supra�note�(303),�pp.133-135:�T
.�T

w
iss,�

T
he Law

 of N
ations Considered as Independent Political Com

m
unities: O

n the R
ights and D

uties of N
ations in T

im
e of Peace,�

new
�ed.�(O

xford:�Clarendon�Press,�1884),�pp.174-175.

（
334
）　

な
お
、
と
り
わ
け
英
国
に
お
け
る
当
時
の
議
論
状
況
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
も
参
照
せ
よ
。C.�Sylvest�

“The�Foundations�of�V
ictorian�

International�Law

”;�in�D
.�Bell�(ed.),�V

ictorian V
isions of G

lobal O
rder: E

m
pire and International R

elations in N
ineteenth-

Century Political T
hought�(Cam

bridge:�Cam
bridge�U

niversity�Press,�2007),�p.64,�n.28.

（
334
）　See�especially,�T

h.�A
.�W

alker,�A
 H

istory of the Law
 of N

ations,�vol.1�(Cam
bridge:�T

he�U
niversity�Press,�1899),�pp.5-19.

（
334
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�pp.10-12.

（
33（
）　T

h.�J.�Law
rence,�T

he Principles of International Law
,�3rd�ed.�(Boston:�D

.�C.�H
eath,�1900),�p.3.

（
333
）　R.�Phillim

ore,�Com
m

entaries upon International Law
,�vol.1,�3rd�ed.�(London:�Butterw

orths,�1879),�p.3.�

彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う

な
共
同
体
は
「
社
会
の
社
会（society�of�society

）」
で
あ
る
と
も
説
明
さ
れ
る
。Ibid.,�pp.5-6.

実証主義国際法学の確立過程における合意主義の系譜（三）243

七
三



（
334
）　E.�von�U

llm
ann,�V

ölkerrecht�(Freiburg:�M
ohr,�1898),�S.6.

（
334
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.6,�n.1.
（
334
）　T

w
iss,�supra�note�(439),�pp.175-176:�J.�W

estlake,�International Law
,�vol.1:�Peace�(Cam

bridge:�T
he�U

niversity�Press,�1904),�
p.7.

（
334
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�pp.13-14.�

な
お
、
国
際
法
規
則
の
執
行
に
お
け
る
世
論
の
機
能
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
次
の
概
説
書
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。H

.�Bonfils�(rev.�par�P.�Fauchille),�M
anuel de droit international 

public,�4e�éd.�(Paris:�A
rthur�Rousseau,�1905),�pp.12-13:�P.�Fiore�(traduit�par�Ch.�A

ntoine),�N
ouveau droit international public: 

suivant les besoins de la civilisation m
oderne,�t.1,�2e�éd.�(Paris:�G.�Pedone-Lauriel,�1885),�p.184:�W

.�E.�H
all,�A

 T
reatise on 

International Law
,�4th�ed.�(O

xford:�Clarendon�Press,�1895),�p.16:�P.�Pradier-Fodéré,�T
raité de droit international public 

européen &
 am

ericain: progrès de la science et de la pratique contem
poraines,�t.1�(Paris:�G.�Pedone-Lauriel,�1885),�pp.34-37.�

な

お
、オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
と
親
交
の
深
か
っ
た
ル
ー
ト（E.�Root

）も
世
論
を
国
際
法
の
制
裁
と
し
て
捉
え
て
い
た
。E.�Root�

“The�N
eed�of�Popular�

U
nderstanding�of�International�Law

”,�A
m

erican Journal of International Law
,�vol.1�(1907),�pp.1-3:�Idem

,�

“The�Sanction�of�
International�Law

”,�ibid.,�vol.2�(1908),�pp.451-457.

（
334
）　W

estlake,�supra�note�(447),�p.7.

（
344
）　T

w
iss,�supra�note�(439)�p.175.�See�also,�A

.�W
.�H

effter�(bearbeitet�von�F.�H
.�Geffcken),�E

uropäische V
ölkerrecht der 

G
egenw

art,�8.�A
ufl.�(Berlin:�H

.�W
.�M

üller,�1888),�S.10-13.

（
344
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�pp.73-74.�

勢
力
均
衡
が
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
国
際
法
論
を
支
え
る
前
提

条
件
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
は
、
既
に
先
行
研
究
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。See�K

ingsbury,�supra�note�(239),�p.431.

（
344
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.15.

（
34（
）　H

.�T
riepel,�V

ölkerrecht und Landesrecht�(Leipzig:�C.�L.�H
irschfeld,�1899),�S.88.

（
343
）　H

.�W
heaton�(ed.�by�R.�H

.�D
ana),�E

lem
ents of International Law

,�8th�ed.�(Boston:�Little,�Brow
n,�and�Co.,�1866),�p.23.

「
文
明
諸

国
の
間
で
理
解
さ
れ
る
国
際
法
は
、
正
義
に
一
致
す
る
も
の
と
し
て
独
立
す
る
国
家
間
に
存
在
す
る
社
会
の
本
質
か
ら
理
性
に
よ
っ
て
引
き
出
さ
れ

る
行
為
規
則
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
〔
法
の
〕
明
確
化
及
び
修
正
は
一
般
的
同
意
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。」
な
お
、

こ
の
部
分
に
は
次
の
文
献
を
参
照
す
る
旨
の
脚
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。J.�M

adison,�E
xam

ination of the British D
octrine w

ith Subjects to 
Capture a N

eutral T
rade N

ot O
pen in T

im
e of Peace�(London:�Ellerton�&

�Byw
orth,�1806),�p.41.

（
344
）　H

all,�supra�note�(448),�p.5.
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（
344
）　W

heaton,�supra�note�(454),�p.20:�H
.�W

.�H
alleck�(rev.�by�Sir�S.�Baker),�International Law

, or, R
ules R

egulating the 
Intercourse of States in Peace and W

ar,�vol.1,�3rd�English�ed.�(London:�K
.�Paul,�1893),�p.54.�

尤
も
、国
際
法
の
妥
当
範
囲（
の
一
般
性
）

と
い
う
観
点
か
ら
は
、
各
論
者
の
構
想
に
お
い
て
“com

m
on

”と
“general

”と
い
う
用
語
を
区
別
す
る
実
質
的
意
味
が
含
意
さ
れ
て
い
る
か
否
か

と
い
う
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
章
第
四
節
に
お
け
る
検
討
を
見
よ
。

（
344
）　W

estlake,�supra�note�(447),�p.7.�

な
お
、「
意
見
の
一
般
的
合
致（general�consensus�of�opinion

）」
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る（ibid.,�

p.16.
）。
尤
も
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
イ
ク
は
、
国
際
私
法
に
関
す
る
初
期
の
著
作（
一
八
八
〇
年
）に
お
い
て
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
議
論
に
与
し
、「
国
際
法

は
真
の
法
と
し
て
の
実
定
性
を
欠
い
て
い
る
」
と
論
じ
て
い
た
。Idem

, A
 T

reatise on Private International Law
, w

ith Principal 
R

eference to Its Practice in E
ngland�(London:�W

.�M
axw

ell,�1880),�p.2.�

ウ
ェ
ス
ト
レ
イ
ク
が
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
対
す
る
反
論
を
初
め
て
提

示
し
た
の
は
一
八
八
八
年
の
著
作
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。Idem

,�

“Introductory�Lecture�on�International�Law
�(Cam

bridge,�1888)

”;�in�
O

ppenheim
�(ed.),�supra�note�(204),�pp.396-397.�

（
344
）　T

riepel,�a.a.O
.�(A

nm
.453),�S.32.

（
344
）　H

effter,�a.a.O
.�(A

nm
.450),�S.7.

（
344
）　A

.�Rivier,�Principes du droit des gens,�t.1�(Paris:�A
rthur�Rousseau,�1896),�p.8.

（
344
）　

こ
の
よ
う
な
観
念
に
お
け
る
類
似
性
が
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
本
章
第
四
節
㈠
に
お
け
る
検
討
を
見
よ
。

（
344
）　F.�von�H

oltzendorff,�„Grundbegriffe,�W
essen�und�V

erhältnißbestim
m

ungen�des�V
ölkerrechts

“;�in�ders�(H
rsg.),�a.a.O

.�
(A

nm
.307),�S.6.

（
34（
）　Ebd.,�S.26.�

な
お
、
ホ
ル
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
法
の
執
行
の
保
障
を
国
家
間
の
法
的
義
務
の
相
互
的
承
認
に
求
め
て
い
る（ebd.,�S.22

）。

（
343
）　

こ
の
点
の
検
討
は
本
章
第
四
節
㈠
を
見
よ
。

（
344
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.21.

（
344
）　Ibid.

（
344
）　

例
え
ば
プ
ラ
デ
ィ
エ
＝
フ
ォ
デ
レ（P.�Pradier-Fodéré

）は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。「
著
述
家
た
ち
は
、国
際
法
の
法
源
の
分
類
及
び
各
々
の

重
要
性
に
つ
い
て
意
見
が
一
致
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
法
源
と
い
う
語
の
意
味
に
つ
い
て
明
確
な
考
え
を
有
し
て
い
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
彼

ら
は
概
し
て
法
源
を
国
際
法
の
基
礎
と
混
同
し
て
お
り
、
時
に
は
法
源
を
そ
れ
に
よ
っ
て
規
則
を
発
見
す
る
と
こ
ろ
の
文
書
で
し
か
な
い
と
考
え
て

い
る
。
法
源
を
原
則
・
原
因
・
起
源
と
同
義
で
あ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
理
想
国
際
法
の
法
源
は
社
会
性（
集
団
で
い
る
こ
と
の
社
会
的
本
性
）で
あ

り
、〔
…
中
略
…
〕
現
実
国
際
法
の
法
源
は
明
示
又
は
黙
示
の
国
家
の
同
意
で
あ
る
。〔
…
中
略
…
〕。
し
か
し
な
が
ら
、
法
源
と
基
礎
と
を
混
同
し

て
は
な
ら
な
い
。」（Pradier-Fodéré,�supra�note�(448),�p.78.

）
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（
344
）　Rivier,�supra�note�(460),�p.27.�

リ
ヴ
ィ
エ
が
い
う
と
こ
ろ
の
一
次
的
法
源
と
い
う
の
は
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
お
い
て
は
「
基
礎
」
で
あ
っ
て
、

二
次
的
法
源
と
し
て
示
さ
れ
る
も
の
が
本
来
の
意
味
で
の
法
源
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
二
分
法
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
次
の
文

献
も
参
照
せ
よ
。
立
作
太
郎
『
平
時
国
際
法
論
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
三
〇
年
）三
四
頁
。

（
344
）　

一
次
的
法
源
と
二
次
的
法
源
と
い
う
区
別
を
明
確
に
否
定
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
議
論
を
見
よ
。Bonfils,�supra�note�(448),�pp.21-22.

（
344
）　W

heaton,�supra�note�(454),�pp.23-27.�See�also,�H
.�T

aylor,�A
 T

reatise on International Public Law
�(Chicago:�Callaghan,�1901),�

p.39.

（
344
）　See�Calvo,�supra�note�(304),�pp.158-163:�H

all,�supra�note�(448),�p.5:�H
alleck,�supra�note�(456),�p.55:�Law

rence,�supra�note�(443),�
p.91:�F.�von�M

artens�(übersetzt�von�C.�Bergbohm
),�V

ölkerrecht: das internationale R
echt der civilisirten N

ationen, 
system

atisch dargestellt,�Bd.1�(Berlin:�W
eidm

ann,�1883),�S.187:�Pradier-Fodéré,�supra�note�(448),�p.79.

（
344
）　

な
お
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
慣
習
及
び
条
約
以
外
で
以
上
の
よ
う
に
法
源
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
も
の

―
例
え
ば
、
国
際
法
学
者
の
見

解
、
捕
獲
審
検
所
の
決
定
及
び
仲
裁
判
断
等

―
を
「
国
際
法
の
成
長
に
影
響
を
与
え
る
要
素
」
と
捉
え
、
こ
れ
ら
の
要
素
が
い
ず
れ
は
慣
習
に

代
わ
る
で
あ
ろ
う
慣
行
や
、
条
約
締
結
へ
の
誘
因
と
な
る
も
の
と
し
て
論
じ
て
い
る
。O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�
note�(61),�p.24.

（
34（
）　Bonfils,�supra�note�(448),�pp.22�et�25-27.

（
343
）　N

ys,�supra�note�(303),�pp.144-163.

（
344
）　Rivier,�supra�note�(460),�pp.27�et�35-36.

（
344
）　See�e.g.,�G.�P.�Buzzini,�

“La�ʻgénéralitéʼ�du�droit�international�général:�réflexions�sur�la�polysém
ie�dʼun�concept

”,�R
evue 

général de droit international public,�t.108�(2004),�pp.381-405.�

な
お
、「
国
際
社
会
全
体
」
と
い
う
地
理
的
妥
当
範
囲
の
「
普
遍
性
」
に
着

目
し
て
、
本
概
念
は
普
遍
国
際
法
と
互
換
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
両
概
念
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
柳
原
ほ
か（
編
）・
前
掲
註（
6
）七
一
頁

〔
柳
原
正
治
執
筆
部
分
〕
を
見
よ
。

（
344
）　

こ
の
変
遷
過
程
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
せ
よ
。
小
森
光
夫
「
国
際
法
の
学
説
に
お
け
る
慣
習
法
概
念
の
位
置
づ
け
の
変
遷
」『
千
葉
大
学

法
学
論
集
』
第
五
巻（
一
九
九
〇
年
）一－

八
二
頁
。
な
お
、
国
際
法
の
妥
当
範
囲
を
限
定
す
る
議
論
が
一
八
世
紀
中
葉
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
展

開
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
議
論
に
お
い
て
も
、
欧
州
や
文
明
諸
国
間
と
い
っ
た
限
定
さ
れ
た
地
理
的
範
囲
に
お
け
る
国
際
法
の
一
般
的
妥
当
性
は

同
様
に
自
然
法
や
慣
習
法
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
明
石
・
前
掲
註（
444
）九－

一
〇
頁
を
見
よ
。

（
344
）　

小
森
・
前
掲
註（
344
）七
三
頁
。
な
お
、
こ
れ
ら
を
意
思
主
義
と
客
観
主
義
の
対
立
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
す
る
も
の
も
あ
る
。
藤
田
久
一
「
現
代

国
際
法
の
法
源
」
長
尾
龍
一
／
田
中
成
明（
編
）『
現
代
法
哲
学　

三

―
実
定
法
の
基
礎
理
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）二
八
八－

二
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九
〇
頁
：
森
川
・
前
掲
註（
4
）一
一
五－

一
四
一
頁
。

（
344
）　

田
畑
・
前
掲
註（
（43
）九
〇
頁
、
註
六
。

（
344
）　

ヴ
ォ
ル
フ
の
慣
習
国
際
法
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
見
よ
。
柳
原
・
前
掲
註（
28
）九
〇－

九
三
頁
。
尤
も
、
ヴ
ォ
ル
フ
の
国
際
法
理

論
に
お
い
て
、
慣
習
国
際
法
は
事
実（facti

）に
属
す
る
問
題
で
あ
る
た
め
国
際
法
学
の
対
象
と
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。Ch.�

W
olff,�Jus gentium

 m
ethodo scientifica pertractatum

�(Francofurti/Lipisiæ
,�[s.�n.],�1764);�reproduced�in�J.�B.�Scott�(ed.),�T

he 
Classics of International Law

,�vol.13�(O
xford/London:�H

um
phrey�M

ilford,�1934),�§
.23n.

（
344
）　See�e.g.,�O

.�A
.�Elias/C.�L.�Lim

,�T
he Paradox of Consensualism

 in International Law
�(T

he�H
ague:�K

luw
er�Law

�International,�
1998),�pp.31�et�162:�H

.�Günther,�Zur E
ntstehung von V

ölkergew
ohnheitsrecht�(Berlin:�D

uncker�&
�H

um
blot,�1970),�S.23-32:�P.�

H
aggenm

acher,�
“La�doctrine�des�deux�élém

ents�du�droit�coutum
ier�dans�la�pratique�de�la�cour�international

”,�R
evue générale 

de droit international public,�t.90�(1986),�p.13:�K
olb,�supra�note�(437),�pp.141-142:�K

oskenniem
i,�From

 A
pology to U

topia, supra�
note�(28),�pp.416-417:�M

.�H
.�M

endelson,�

“The�Form
ation�of�Custom

ary�International�Law

”,�R
ecueil des cours,�t.272�(1998),�p.254,�

n.272-274:�N
eff,�supra�note�(151),�pp.313-315:�A

.�V
erdross,�„Entstehungsw

eisen�und�Geltungsgrund�des�universellen�
völkerrechtlichen�Gew

ohnheitsrechts

“,�Zeitschrift für ausländisches öffentliches R
echt und V

ölkerrecht,�Bd.29�(1969),�S.636-637.�

（
344
）　See�G.�I.�T

unkin�(trans.�by�W
.�E.�Butler),�T

heory of International Law
�(London:�A

llen�and�U
nw

in,�1974),�pp.123-133.�

慣
習
国

際
法
の
一
般
的
効
力
を
否
定
す
る
ト
ゥ
ン
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
大
多
数
の
国
家
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
慣
習
国
際
法
が
す
べ
て
の
国
家
を
拘
束
す
る
よ

う
に
な
る
の
は
、
あ
く
ま
で
残
り
の
国
々
が
か
か
る
慣
習
国
際
法
を
国
際
法
規
範
と
し
て
承
認
す
る
か
ら
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
彼
の
慣
習
法
理
論
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
次
の
文
献
を
見
よ
。
松
井
芳
郎
『
国
際
法
か
ら
世
界
を
見
る

―
市
民
の
た
め
の
国
際
法
入
門
〔
第

三
版
〕』（
東
信
堂
、
二
〇
一
一
年
）五
一－

五
三
頁
。

（
34（
）　

尤
も
、
ト
ゥ
ン
キ
ン
自
身
が
こ
の
議
論
を
一
貫
し
て
提
示
し
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
次
の
文
献
を
参
照
せ
よ
。
松
井
・
前
掲
註（
31
）一
四－
一
五
頁
。

（
343
）　

第
三
部
第
一
章
及
び
第
二
章
を
見
よ
。

（
344
）　

こ
の
点
を
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
次
の
文
献
を
見
よ
。
小
寺
ほ
か（
編
）・
前
掲
註（
（44
）四
六
頁
〔
小
森
光
夫
執
筆
部
分
〕：
森
川
・
前

掲
註（
4
）一
三
六－

一
三
七
頁
。

（
344
）　

ま
た
、
関
連
す
る
国
家
実
行
の
例
と
し
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
と
同
様
に
「
共
通
の
同
意
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
世
界
中
の
す
べ
て
の
国
に

よ
っ
て
で
は
な
く
と
も
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
慣
行
が
普
遍
的
な
義
務
を
創
設
す
る
と
判
示
し
た
「
ス
コ
チ
ア
号
」
事
件
も
想
起
せ
よ
。T

he�
Scotia,�81�U

.�S.�14�W
all.�170�(1872).
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（
344
）　

付
言
す
る
な
ら
ば
、
自
ら
の
国
際
法
論
の
中
か
ら
非
実
定
的
要
素
を
排
除
し
、
且
つ
、
慣
習
国
際
法
を
一
般
国
際
法
と
同
一
視
し
な
い
と
い
う
条

件
を
充
足
し
た
場
合
に
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
以
外
で
も
こ
の
よ
う
な
問
題
は
生
じ
得
る
。
例
え
ば
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
実
証
主
義
国
際
法
理
論

の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
ウ
ー
ル
ズ
ィ
ー
の
国
際
法
論
に
お
い
て
は
、
非
実
定
的
要
素
が
完
全
に
排
除
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、「
国
際
法

は
そ
の
当
事
者
に
よ
る
同
意
に
よ
っ
て
の
み
生
成
し
得
る
」
と
し
て
、
慣
習
法
も
同
意
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
の
構
想
す
る
慣

習
法
は
一
般
法
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
国
際
法
論
に
対
し
て
提
起
さ
れ
得
る
よ
う
な
問
題
は
生
じ
な
か
っ

た
と
言
え
よ
う
。See�T

h.�D
.�W

oolsey,�Introduction to the Study of International Law
�(Boston/Cam

bridge:�Jam
es�M

unroe�and�
Co.,�1860),�pp.5-6.

（
344
）　von�M

artens,�a.a.O
.�(A

nm
.471),�S.187-188.

（
344
）　Pradier-Fodéré,�supra�note�(448),�p.86.

（
344
）　Bonfils,�supra�note�(448),�p.22.

（
344
）　H

alleck,�supra�note�(456),�p.51.

（
344
）　W

estlake,�supra�note�(447),�p.14.

（
34（
）　H

effter,�a.a.O
.�(A

nm
.450),�S.7:�von�H

oltzendorff,�a.a.O
.�(A

nm
.462),�S.83-85.

（
343
）　

「
国
家
の
慣
習
又
は
慣
行（la�coutum

e�ou�lʼusage

）は
そ
の
必
要
性
の
信
念
を
伴
っ
て
継
続
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
事
実
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
国
際
的
な
法
意
識
の
表
明
で
あ
る
。」（Rivier,�supra�note�(460),�p.35.

）リ
ヴ
ィ
エ
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
定
式
化
は
、
二
要
件
論
の
祖
型
と
し
て

一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。See�J.�Craw

ford,�
“Chance,�O

rder,�Change:�T
he�Course�of�International�Law

”,�R
ecueil des cours,�t.365�

(2013),�p.54.�

尤
も
、
リ
ヴ
ィ
エ
に
先
行
す
る
概
説
書
に
お
い
て
も
、「
法
的
必
要
的
信
念（opinio juris necessitatis

）」
と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ

る
こ
と
で
二
要
件
の
定
式
化
が
な
さ
れ
て
い
る
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。A

.�Q
uaritsch,�Com

pendium
 des europäischen 

V
ölkerrechts: Lehrbuch und R

epetitorium
,�2.�A

ufl.�(Berlin:�Puttkam
m

er�und�M
ühlbrecht,�1875),�S.4.

（
344
）　H

all,�supra�note�(448),�pp.6-7.

（
344
）　H

alleck,�supra�note�(456),�pp.55-57.

（
344
）　W

estlake,�supra�note�(447),�p.16.

（
344
）　von�U

llm
ann,�a.a.O

.�(A
nm

.445),�S.29.

（
344
）　Rivier,�supra�note�(460),�p.25.

（
444
）　von�M

artens,�a.a.O
.�(A

nm
.471),�S.187-188.

（
444
）　Bonfils,�supra�note�(448),�pp.22-23.

岡　法（72―２） 248

七
八



（
444
）　Pradier-Fodéré,�supra�note�(448),�p.86.

（
44（
）　H

effter,�a.a.O
.�(A

nm
.450),�S.7.

（
443
）　von�H

oltzendorff,�a.a.O
.�(A

nm
.462),�S.83-85.

（
444
）　W

estlake,�supra�note�(447),�p.16.
（
444
）　Bonfils,�supra�note�(448),�p.23.

（
444
）　von�U

llm
ann,�a.a.O

.�(A
nm

.445),�S.30.

（
444
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.23.

（
444
）　

概
説
書
第
一
巻
の
第
四
九
二
節
「
様
々
な
種
類
の
条
約
」
に
お
い
て
、
様
々
な
種
類
の
条
約
を
区
別
す
る
た
め
の
多
く
の
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
れ
ら
は
失
敗
し
て
い
る
と
い
う
紹
介
の
後
に
、
立
法
条
約
と
そ
の
他
の
条
約
と
を
区
別
す
る
と
い
う
自
身
の
構
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
後
に
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
、
ウ
ル
マ
ン
の
著
作
が
当
該
部
分
で
挙
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

（
444
）　Calvo,�supra�note�(304),�pp.159-160.

（
444
）　H

alleck,�supra�note�(456),�pp.50�et�62.

（
444
）　Fiore,�supra�note�(448),�p.213.

（
44（
）　Pradier-Fodéré,�supra�note�(448),�pp.82-83.

（
443
）　von�M

artens,�a.a.O
.�(A

nm
.471),�S.189-190.�

マ
ル
テ
ン
ス
は
、
条
約
を
①
国
際
法
原
則
を
承
認
す
る
条
約
、
②
多
様
な
利
害（
友
好
関
係
・
通

商
・
領
事
等
）に
つ
い
て
妥
協
を
取
り
決
め
た
条
約
、
と
い
う
二
つ
に
類
型
化
し
、
②
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
が
一
般
国
際
法
の
直
接
の
法
源
と
は

な
ら
な
い
も
の
の
、
当
事
国
間
に
一
種
の
法
秩
序
を
創
設
す
る
も
の
で
あ
る
故
に
法
源
と
み
な
さ
れ
る
と
論
じ
て
い
る
。
な
お
、
マ
ル
テ
ン
ス
の
か

か
る
二
類
型
は
、
後
述
の
規
範
内
容
を
基
準
と
す
る
類
型
化（
法
律
行
為
条
約
と
法
規
範
条
約
と
の
区
別
に
基
づ
く
も
の
）に
属
す
る
も
の
と
も
評
価

し
得
る
が
、
す
べ
て
の
条
約
の
法
源
性
を
承
認
し
て
い
る
点
に
お
い
て
か
か
る
類
型
化
を
採
用
す
る
議
論
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
444
）　Bonfils,�supra�note�(448),�pp.23-24.

（
444
）　Ibid.,�pp.24-25.

（
444
）　Rivier,�supra�note�(460),�p.36.

（
444
）　von�H

oltzendorff,�a.a.O
.�(A

nm
.462),�S.104.

（
444
）　Ebd.,�S.105.�

な
お
、
法
源
と
し
て
の
重
要
性
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
両
者
の
間
に
次
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
集
団
条
約

の
中
で
も
、
国
家
間
関
係
に
一
般
的
に
適
用
可
能
な
規
則
又
は
国
家
間
関
係
に
と
っ
て
有
害
で
あ
っ
た
先
の
時
代
の
実
行
を
改
め
る
規
則
が
国
際
法

の
法
源
と
し
て
重
要
で
あ
る
。」
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（
444
）　

こ
れ
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
私
法
学
で
支
配
的
な
見
解
で
あ
っ
た
法
律
行
為
と
法
命
題
と
の
区
別
を
国
際
法
に
類
推
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
章
第
四
節
㈠
も
見
よ
。

（
444
）　H

all,�supra�note�(448),�pp.9-12.
（
444
）　Law

rence,�supra�note�(443),�pp.94-99.
（
44（
）　Ibid.,�p.91.

（
443
）　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
同
意
が
一
般
的
で
あ
れ
ば
足
り
る
こ
と
の
理
由
と
し
て
、「
法
は
些
事
を
顧
み
な
い（de m

inim
is non curat lex

）」
と
い

う
原
則
を
挙
げ
て
い
る
。
但
し
、
米
国
が
批
准
を
拒
否
し
た
一
八
五
六
年
の
パ
リ
宣
言
の
法
源
性
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。Ibid.,�p.96.

（
444
）　Ibid.,�p.100.

（
444
）　T

aylor,�supra�note�(470),�pp.93-96.�

（
444
）　Ibid.,�pp.93-94.

（
444
）　Ibid.,�p.94.

（
444
）　

ホ
ー
ル
及
び
ロ
ー
レ
ン
ス
が
英
国
人
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
両
者
と
米
国
人
で
あ
る
テ
イ
ラ
ー
が
、
各
自
の
概
説
書
に
お
い
て
、
英
国
の
実

行
を
分
析
し
た
文
献（M

adison,�supra�note�(454),�pp.39-44.

）を
同
様
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
当
時
の
英
国
の
実
行
に
即
し
た

分
類
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（
4（4
）　von�H

oltzendorff,�a.a.O
.�(A

nm
.462),�S.102.

（
4（4
）　Ebd.,�S.103.

（
4（4
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.518,�n.2.

（
4（（
）　von�U

llm
ann,�a.a.O

.�(A
nm

.445),�S.31-32.�

な
お
、ウ
ル
マ
ン
は
ベ
ル
ク
ボ
ー
ム（C.�Bergbohm

,�Staatsverträge und G
esetze als Q

uellen 
des V

ölkerrechts�(D
orpat:�C.�M

attiesen,�1877),�S.91-98.
）、リ
ヴ
ィ
エ（A

.�Rivier,�Lehrbuch des V
ölkerrechts�(Stuttgart:�Ferdinand�

Enke,�1889),�S.14.

）及
び
マ
ル
テ
ン
ス（von�M

artens,�a.a.O
.�(A

nm
.471),�S.190.

）を
参
照
し
つ
つ
立
法
条
約
を
例
示
し
て
い
る
が
、一
九
世
紀
に

関
す
る
も
の
に
限
っ
て
い
え
ば
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
例
示
と
殆
ど
重
複
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
刊
行
時
ま
で
に
締
結
さ
れ
た
条
約
で
、
オ
ッ

ペ
ン
ハ
イ
ム
の
概
説
書
の
み
で
言
及
さ
れ
て
い
た
の
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
永
世
中
立
を
規
定
し
た
ロ
ン
ド
ン
条
約（
一
八
六
七
年
）、「
東
方
問

題
」
の
解
決
を
図
っ
た
ベ
ル
リ
ン
条
約（
一
八
七
八
年
）、
そ
し
て
ス
エ
ズ
運
河
の
永
世
中
立
を
規
定
し
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
条
約（
一
八

八
八
年
）の
三
点
で
あ
る
。

（
4（3
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.23.

（
4（4
）　von�U

llm
ann,�a.a.O

.�(A
nm

.445),�S.31-33.
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（
4（4
）　Ebd.,�S.31.�

尤
も
、
ウ
ル
マ
ン
は
契
約
理
論
を
全
面
的
に
国
際
法
論
に
類
推
す
る
こ
と
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。Ebd.,�A

nm
.3.

（
4（4
）　H

.�Lauterpacht,�Private Law
 Sources and A

nalogies of International Law
: W

ith Special R
eference to International 

A
rbitration�(London/N

ew
�Y

ork:�Longm
ans,�Green�and�Co.,�1927),�p.158.�See�also,�T

.�Gihl�(trans.�by�S.�J.�Charleston),�
International Legislation: A

n E
ssay on Changes in International Law

 and in International Legal Situations�(London:�O
xford�

U
niversity�Press,�1937),�p.48

：
広
部
和
也
「
立
法
条
約
」
国
際
法
学
会（
編
）『
国
際
関
係
法
辞
典
〔
第
二
版
〕』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
五
年
）八
七

四－
八
七
五
頁
。
こ
の
よ
う
な
見
解
と
異
な
る
も
の
と
し
て
、
法
理
学
者
ポ
ロ
ッ
ク（F.�Pollock

）の
立
法
条
約
論
を
挙
げ
る
篠
原
の
研
究
が
あ
る
。

篠
原
初
枝
『
戦
争
の
法
か
ら
平
和
の
法
へ

―
戦
間
期
の
ア
メ
リ
カ
国
際
法
学
者
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）五
五
頁
。
ポ
ロ
ッ
ク
は

一
九
〇
二
年
の
論
文
に
お
い
て
、「
一
般
的
・
恒
久
的
な
利
害
調
整
の
た
め
に
、
文
明
諸
国
に
お
け
る
少
数
の
国
家
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
数
に
お

い
て
も
勢
力
に
お
い
て
も
大
部
分
の
国
家
が
締
結
し
た
合
意
」を
立
法
条
約
と
論
じ
て
い
た
。F.�Pollock,�

“The�Sources�of�International�Law

”,�
Colum

bia Law
 R

eview
,�vol.2�(1902),�p.512.

（
4（4
）　T

riepel,�a.a.O
.�(A

nm
.453).�

ト
リ
ー
ペ
ル
の
議
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
章
も
見
よ
。

（
4（4
）　

な
お
、
一
八
九
九
年
の
著
作
と
は
別
に
、
ト
リ
ー
ペ
ル
は
一
九
二
三
年
に
ハ
ー
グ
国
際
法
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
「
国
内
法
と
国
際
法
と
の
関
係
」

と
い
う
講
義
を
担
当
し
て
い
る（H

.�T
riepel,�

“Les�rapports�entre�le�droit�interne�et�le�droit�international�public

”,�R
ecueil des cours,�

t.1�(1923),�pp.73-121.

）。
三
部
構
成
の
同
講
義
の
第
一
部
「
国
際
法
と
国
内
法
と
の
関
係
」
に
お
い
て
、
立
法
条
約
論
が
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
既

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
同
講
義
に
お
い
て
は
、
一
八
九
九
年
の
著
作
の
背
景
に
あ
っ
た
問
題
意
識
や
契
約
合
意
と
共
同
意
思
形
成
合
意
に
関
す

る
議
論
は
非
常
に
単
純
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
次
の
文
献
を
見
よ
。
田
中
忠
「
国
際
法
と
国
内
法
の
関
係
を
め

ぐ
る
諸
学
説
と
そ
の
理
論
的
基
盤
」
広
部
和
也
／
田
中
忠（
編
）『
国
際
法
と
国
内
法

―
国
際
公
益
の
展
開
：
山
本
草
二
先
生
還
暦
記
念
』（
勁
草

書
房
、
一
九
九
一
年
）三
一－

五
六
頁
。

（
434
）　T

riepel,�a.a.O
.�(A

nm
.453),�S.27.

（
434
）　Ebd.,�S.8-11.

（
434
）　Ebd.,�S.27-29,�32.

（
43（
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
も
参
照
。
長
谷
川
正
国
「
適
用
論
の
観
点
よ
り
み
た
多
数
国
間
条
約
義
務
の
構
造（
一
）」『
福
岡
大
学
法
学
論
叢
』

第
三
九
巻（
一
九
九
四
年
）三
二
〇－

三
二
二
頁
。

（
433
）　Bergbohm

,�a.a.O
.�(A

nm
.533),�S.79-82.�

前
掲
註（
4（（
）で
既
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
ウ
ル
マ
ン
の
概
説
書
に
お
い
て
は
、
こ
の
ベ
ル
ク
ボ
ー
ム

の
著
作
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
で
立
法
条
約
論
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
同
様
に
、
ト
リ
ー
ペ
ル
の
著
作（
一
八
九
九
年
）刊
行
以
前
に
上
梓
さ
れ
た
概
説

書
に
お
い
て
も
、
ベ
ル
ク
ボ
ー
ム
の
同
著
作
が
参
照
さ
れ
る
こ
と
で
、
条
約
類
型
が
提
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。von�M

artens,�a.a.O
.�
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(A
nm

.471),�S.189,�A
nm

.5:�L.�Renault,�Introduction à lʼétude du droit international�(Paris:�L.�Larose,�1879),�pp.33-40:�H
.�Schulze,�

G
rundriss zu V

orlesungen über V
ölkerrecht�(H

eidelberg:�J.�H
örning,�1880),�S.26-27.

（
434
）　K

.�Binding,�

“Die�Gründung�des�N
orddeutschen�Bundes:�ein�Beitrag�zur�Lehre�von�der�Staatenschöpfung

”;�in�ders�u.�a.�
(H

rsg.),�Festgabe der Leipziger Juristenfakultät für D
r. Bernhard W

indscheid zum
 22. D

ezem
ber 1888�(Leipzig:�D

uncker�&
�

H
um

blot,�1889),�S.69-70.

（
434
）　G.�Jellinek,�System

 der subjektiven öffentlichen R
echte�(Freiburg:�J.�C.�B.�M

ohr,�1892),�S.193-197.

（
434
）　T

riepel,�a.a.O
.�(A

nm
.453),�S.47.�

尤
も
、
ベ
ル
ク
ボ
ー
ム
が
こ
の
区
別
を
締
約
国
の
意
思
に
求
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
そ
の
基
礎
づ
け
が
不

十
分
で
あ
る
」（ebd.,�S.48.

）と
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
章
も
見
よ
。

（
434
）　Ebd.,�S.50.

（
434
）　Ebd.,�S.51.

（
444
）　Ebd.,�S.63-66.

（
444
）　

な
お
、
ト
リ
ー
ペ
ル
の
観
念
し
た
“Vereinbarung

”を
「
共
同
意
思
形
成
合
意
」
と
訳
出
し
た
の
は
、
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
て
き
た
「
合
同
行

為（Gesam
m

takt

）」
か
ら
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ト
リ
ー
ペ
ル
に
お
い
て
「
共
同
意
思（Gem

einw
ille

）」
の

形
成
を
担
う
合
意
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
る
“Vereinbarung

”を
記
述
的
に
「
共
同
意
思
形
成
合
意
」
と
訳
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
ト
リ
ー
ペ
ル

の
一
八
九
九
年
著
作
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
る
彼
以
前
の
論
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
“Vereinbarung

”に
つ
い
て
は
「
協
約
」
と
訳
出
し
て

い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
も
見
よ
。
小
島
慎
司
『
制
度
と
自
由

―
モ
ー
リ
ス
・
オ
ー
リ
ウ
に
よ
る
修
道
会
教
育
規
制
法
律
批
判
を

め
ぐ
っ
て
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）九
五
頁
、
註
三
三
：
西
・
前
掲
註（
21
）八
七
頁
、
註
一
六
〇
。
な
お
、
長
谷
川
・
前
掲
註（
43（
）三
五
〇－

三
五
一
頁
、
註
六
も
参
照
。

（
444
）　T

riepel,�a.a.O
.�(A

nm
.453),�S.67-70.

（
44（
）　O

ppenheim
,�supra�note�(392),�pp.14-16.

（
443
）　O

ppenheim
,�International�Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.519.

（
444
）　H
all,�supra�note�(448),�p.339.

（
444
）　G.�Jellinek,�D

ie rechtliche N
atur der Staatenverträge: ein Beitrag zur juristischen Construction des V

ölkerrechts�(W
ien:�

A
lfred�H

ölder,�1880),�S.31.

（
444
）　O

.�N
ippold,�D

er völkerrechtliche V
ertrag, seine Stellung im

 R
echtssystem

 und seine Bedeutung für das internationale R
echt�

(Bern:�K
.�J.�W

yss,�1894),�S.203-204.�

な
お
、
ニ
ッ
ポ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
自
己
拘
束
を
表
明
す
る
国
家
意
思
は
理
性
的
な
も
の
と
し
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て
構
想
さ
れ
て
い
た
。Ebd.,�S.25.

な
お
、
国
家
意
思
と
理
性
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
章
も
見
よ
。

（
444
）　T

riepel,�a.a.O
.�(A

nm
.453),�S.82.

（
444
）　J.�C.�Bluntschli,�D

as m
oderne V

ölkerrecht der civilisirten Staten als R
echtsbuch dargestellt,�3.�A

ufl.�(N
ördlingen:�C.�H

.�Beck,�
1878),�S.236.

（
444
）　Ebd.,�S.237.

（
444
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.517.

（
444
）　D

espagnet,�supra�note�(303),�p.479.

（
44（
）　P.�Pradier-Fodéré,�T

raité de droit international public européen &
 am

ericain: progrès de la science et de la pratique 
contem

poraines,�t.2�(Paris:�G.�Pedone-Lauriel,�1885),�pp.476-477.�

尤
も
、彼
は
究
極
的
な
妥
当
根
拠
を
自
然
法
に
求
め
て
い
た
。Ibid.,�p.844.

（
443
）　A

.�Rivier,�Principes du droit des gens,�t.2�(Paris:�A
rthur�Rousseau,�1896),�p.38.

（
444
）　H

effter,�a.a.O
.�(A

nm
.450),�S.183.

（
444
）　von�M

artens,�a.a.O
.�(A

nm
.471),�S.390.

（
444
）　F.�Laghi,�T

eoria dei trattati internazionali: parte generale�(Parm
a:�[s.�n.],�1882),�p.240.

（
444
）　See�e.g.,�K

ennedy,�supra�note�(253),�pp.99-136:�M
.�K

oskenniem
i,�

“The�Legacy�of�the�N
ineteenth�Century

”;�in�D
.�A

rm
strong�

(ed.),�R
outledge H

andbook on International Law
�(O

xon/N
ew

�Y
ork:�Routledge,�2009),�pp.141-153:�V

ec,�supra�note�(254),�pp.679-
698.

（
444
）　

例
え
ば
次
の
文
献
を
見
よ
。
明
石
欽
司
「
国
際
法
学
に
お
け
る
実
証
主
義
の
史
的
系
譜

―
一
八
世
紀
に
お
け
る
『
実
証
主
義
的
』
著
作
の
検

討
を
中
心
と
し
て
」『
世
界
法
年
報
』
第
二
二
号（
二
〇
〇
二
年
）五－

八
頁
：
郭
舜
『
国
際
法
哲
学
の
復
権
』（
弘
文
堂
、
二
〇
二
二
年
）一
六
八－

一
八
一
頁
：
西
・
前
掲
註（
20
）（「
実
証
主
義
者
ラ
ウ
タ
ー
パ
ク
ト
」）九
五－

九
七
頁
。

（
444
）　

西
・
前
掲
註（
20
）（「
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
」）一
七
五
頁
、
註
一
三
。

（
444
）　O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�p.93.

（
444
）　T
riepel,�a.a.O

.�(A
nm

.453),�S.30,�A
nm

.1.�

こ
の
よ
う
な
ト
リ
ー
ペ
ル
の
歴
史
法
学
に
対
す
る
批
判
に
関
連
し
て
、
歴
史
法
学
の
祖
で
あ
る
サ

ヴ
ィ
ニ
ー（F.�C.�von�Savigny

）を
国
際
法
史
の
文
脈
に
位
置
づ
け
た
議
論
も
参
照
せ
よ
。L.�N

uzzo,�

“History,�Science�and�Christianity:�
International�Law

�and�Savignyʼs�Paradigm

”;�in�N
uzzo/V

ec�(eds.),�supra�note�(254),�pp.25-50.

（
44（
）　See�von�Bernstorff,�D

er G
laube an das universale R

echt,�a.a.O
.�(A

nm
.145),�S.13-37:�K

oskeniem
m

i,�From
 A

pology to U
topia,�

supra�note�(28),�pp.476-481:�W
eil,�supra�note�(23),�pp.66-81.�

意
思
主
義
と
合
意
主
義
と
を
観
念
上
区
別
す
る
必
要
性
を
説
明
し
た
前
掲
註
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（
23
）で
言
及
し
た
よ
う
に
、
ヴ
ェ
イ
ユ
は
、
国
際
法
の
拘
束
的
性
質
の
基
礎
づ
け
に
は
二
つ
の
方
法
が
あ
る
と
し
て
、
国
家
意
思
及
び
合
意
の
よ
う

な
国
際
法
体
系
に
内
在
す
る
要
素
に
基
礎
づ
け
る
「
主
観
主
義（
意
思
主
義
又
は
合
意
主
義
）」
と
、
自
然
法
又
は
道
徳
的
価
値
の
よ
う
な
体
系
に
外

在
す
る
要
素
に
基
礎
づ
け
る
「
客
観
主
義
」
を
挙
げ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
ヴ
ェ
イ
ユ
の
議
論
に
基
づ
い
て
、
本
稿
が
採
用
す
る
国
際
法
秩
序
の
主

観
主
義
的
構
成
と
客
観
主
義
的
構
成
と
の
区
別
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
文
献
も
参
照
せ
よ
。E.�

W
yler,�

“Lʼinfluence�
du�

positivism
e�sur�la�doctrine�volontariste�et�objectiviste�en�droit�international:�plus�quʼun�facteur�de�rapprochem

ent?

”;�in�
D

upuy/Chetail�(eds.),�supra�note�(151),�pp.335-364.

（
443
）　

本
稿
に
お
け
る
客
観
主
義
的
構
成
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
法
学
に
お
け
る
法
命
題
と
法
律
行
為
と
の
区
別
に
関
す
る
議
論
を
説
明
し
得
る
も
の
と
し

て
も
構
想
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
区
別
に
よ
れ
ば
、
既
に
後
者
が
共
同
体
又
は
法
秩
序
を
措
定
し
て
い
る
点
で
客
観
主
義
的
な
構
成
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
そ
れ
故
に
、
こ
の
法
命
題
・
法
律
行
為
と
い
う
区
別
に
基
づ
く
客
観
主
義
的
構
成
と
、
国
際
法
の
主
観
的
構
成

―
主
権
に
基
づ
く
国
家

意
思
の
絶
対
性
を
強
調
す
る
考
え
方

―
に
対
し
て
提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
客
観
主
義
的
構
成

―
国
際
共
同
体
の
法
意
識
に
よ
っ
て
国

際
法
を
客
観
的
に
根
拠
づ
け
る
考
え
方

―
と
い
う
二
つ
の
客
観
主
義
的
構
成
が
観
念
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
当
時
の
文
脈
に
お
け
る
法

命
題
・
法
律
行
為
と
い
う
区
別
に
つ
い
て
は
例
え
ば
次
の
文
献
を
見
よ
。
石
川
健
治
「『
基
本
的
人
権
』
の
主
観
性
と
客
観
性

―
主
観
憲
法
と
客

観
憲
法
の
間
」
西
原
博
史（
編
）『
岩
波
講
座
憲
法　

二

―
人
権
論
の
新
展
開
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）五－

六
頁
。

（
444
）　

リ
ヴ
ィ
エ
は
か
か
る
「
共
通
の
法
的
確
信
」
を
共
有
す
る
共
同
体
と
し
て（
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
と
同
様
に
）「
同
質
的
な
国
際
社
会（la�Fam

ille�des�
N

ations

）」
を
構
想
し
た
上
で
、
こ
の
法
的
確
信（
一
次
的
法
源
）が
慣
習
国
際
法
と
法
形
成
条
約（
二
次
的
法
源
）に
そ
れ
ぞ
れ
反
映
さ
れ
、
こ
れ
ら

の
国
際
法
の（
二
次
的
）法
源
の
一
般
的
妥
当
性
を
措
定
し
て
い
る
。
な
お
、
リ
ヴ
ィ
エ
に
よ
れ
ば
、
条
約
の
拘
束
力
は
か
か
る
共
同
体
を
構
成
す
る

諸
国
の
一
致
し
た
同
意
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
と
論
じ
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
条
約
の
み
に
限
定
さ
れ
ず
、
国
際
法
の
拘
束
力
一
般
を
承
認
し
て
い

る
国
家
の
み
が
共
通
の
法
的
確
信
を
有
す
る
国
家
と
し
て
か
か
る
共
同
体
の
構
成
員
と
な
る
と
構
想
さ
れ
て
い
る
た
め
、
国
際
法
秩
序
の
淵
源
は
国

家
の
同
意
で
は
な
く
、
共
通
の
法
的
確
信
を
共
有
す
る
と
措
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
共
同
体
そ
れ
自
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
に
、
リ

ヴ
ィ
エ
の
国
際
法
構
想
は
客
観
主
義
的
構
成
を
採
用
し
て
い
る
と
評
価
可
能
で
あ
る
。Rivier,�supra�note�(460),�pp.8�et�38.

（
444
）　W

estlake,�supra�note�(447),�p.16.

（
444
）　T
riepel,�a.a.O

.�(A
nm

.453),�S.32.

（
444
）　H

effter,�a.a.O
.�(A

nm
.450),�S.7.

（
444
）　von�H

oltzendorff,�a.a.O
.�(A

nm
.462),�S.26.

（
444
）　See�Bonfils,�supra�note�(448),�p.22:�Carty,�supra�note�(246),�p.33.

（
444
）　

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
明
示
的
に
参
照
し
て
い
な
い
文
献
の
中
で
も
、
例
え
ば
次
の
も
の
は
歴
史
法
学
に
属
す
る
議
論
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。A

.�
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von�Bulm
erincq,�„D

as�V
ölkerrecht�oder�internationales�Recht

“;�in�O
.�von�Sarw

ey�(H
rsg.),�H

andbuch des oeffentlichen R
echts 

(Freiburg/T
übingen:�J.�C.�B.�M

ohr,�1884),�S.187:�A
.�H

artm
ann,�Institutionen des praktischen V

ölkerrechts in Friedenszeiten,�2.�
A

ufl.�(H
annover:�C.�M

eyer,�1878),�S.1:�H
.�B.�O

ppenheim
,�System

 des V
ölkerrechts,�2.�A

ufl.�(Stuttgart:�A
.�K

röner,�1866),�S.4,�82.�
See�also,�D

.�A
nzilotti,�T

eoria generale della responsabilità dello stato nel diritto internazionale�(Firenze:�F.�Lum
achi,�1902),�

p.29,�n.2.

（
444
）　Bonfils,�supra�note�(448),�pp.17-22.�

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
概
説
書
で
は
明
示
的
に
参
照
さ
れ
て
い
な
い
が
、例
え
ば
次
の
概
説
書
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
、
自
然
国
際
法
と
は
区
別
さ
れ
る
欧
州
国
際
法
の
法
源
に
つ
い
て
の
議
論
の
み
を
提
示
す
る
も
の
も
同
様
で
あ
る
。P.�

Resch,�
D

as 
europäisches V

ölkerrecht der G
egenw

art�(Graz/Leipzig:�U
.�M

oser,�1885),�S.4-5.

（
44（
）　Pradier-Fodéré,�supra�note�(448),�p.86.

（
443
）　H

alleck,�supra�note�(456),�p.51.

（
444
）　W

estlake,�supra�note�(447),�p.14.

（
444
）　von�M

artens,�a.a.O
.�(A

nm
.471),�S.187-188.

（
444
）　Bonfils,�supra�note�(448),�p.22.

（
444
）　H

alleck,�supra�note�(456),�p.51.

（
444
）　Bonfils,�supra�note�(448),�p.3.

（
444
）　von�U

llm
ann,�a.a.O

.�(A
nm

.445),�S.31-32.

（
444
）　

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
概
説
書
初
版
が
出
版
さ
れ
た
三
年
後
に
ウ
ル
マ
ン
の
概
説
書
第
二
版
が
上
梓
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
第
二
版
に
お
い

て
は
、「
立
法
条
約（rechtsetzender�V

ertrag
）」
と
い
う
独
語
表
記
に
、
英
語
の
“law

-m
aking�treaty

”が
追
記
さ
れ
て
い
る
。D

ers,�
V

ölkerrecht,�2.�A
ufl.�(T

übingen:�J.�C.�B.�M
ohr,�1908),�S.45.

さ
ら
に
、ト
リ
ー
ペ
ル
の
契
約
条
約
・
立
法
条
約
と
い
う
分
類
に
つ
い
て
、イ
ェ

リ
ネ
ッ
ク
の
『
公
法
上
の
権
利
の
体
系
』
に
お
け
る
議
論
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
契
約
条
約
で
あ
っ
て
も
国
際
法
の
法
源
に
な
り
得
る
と
論
じ
た
上

で
、
こ
の
よ
う
に
契
約
条
約
を
国
際
法
の
法
源
と
捉
え
る
議
論
と
し
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
概
説
書
初
版（
第
一
八
節
）を
挙
げ
て
い
る
。Ebd.,�

A
nm

.3.

（
444
）　

例
え
ば
ウ
ル
マ
ン
が
法
源
と
し
て
の
条
約
か
ら
排
除
し
よ
う
と
し
た
同
盟
条
約
に
つ
い
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
同
盟
が
条
約
に
よ
り
設
立
さ
れ

る
と
論
じ
る
の
み
で
、
そ
の
法
源
性
に
つ
い
て
は
何
も
論
じ
て
い
な
い
。O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.1,�supra�note�(61),�
p.569.

（
44（
）　

こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
概
説
書
第
二
巻
に
お
い
て
戦
争
が
条
約
に
及
ぼ
す
効
果
を
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
論
じ
る
際
に
、
戦
争
の
開
始
と
同
時
に
消
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滅
し
な
い
条
約
類
型
の
一
つ
と
し
て
「
例
え
ば
パ
リ
宣
言
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
立
法
条
約
」
を
挙
げ
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
。O

ppenheim
,�International Law

,�1st�ed.,�vol.2,�supra�note�(61),�p.108.
　
　
　

確
か
に
、
こ
の
よ
う
な
条
約
の
一
定
の
類
型
化
に
即
し
て
、
戦
争
の
開
始
に
よ
っ
て
自
動
消
滅
す
る
条
約
と
停
止
・
廃
棄
さ
れ
得
る
条
約
と
を
区

別
す
る
思
考
自
体
は
、
例
え
ば
マ
ル
テ
ン
ス（G.�F.�de�M

artens

）の
よ
う
に
「
一
九
世
紀
」
前
半
の
国
際
法
論
に
お
い
て
既
に
確
認
さ
れ
る
も
の

で
あ
っ
た（
若
狭
彰
室
「『
戦
争
が
条
約
に
及
ぼ
す
効
果
』
の
正
当
化
原
理

―
一
八－

一
九
世
紀
初
頭
学
説
の
一
断
面
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第

一
一
一
巻（
二
〇
一
二
年
）一
一
八－

一
二
三
頁
）。
し
か
し
な
が
ら
、（
マ
ル
テ
ン
ス
の
類
型
論
と
同
様
に
）オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
お
い
て
も
、
立
法

条
約
で
あ
れ
ば
戦
争
の
開
始
に
よ
っ
て
消
滅
し
な
い
こ
と
の
根
拠
は
何
も
説
明
さ
れ
て
い
な
い
点
が
問
題
と
な
る
。
さ
ら
に
、
彼
の
記
述
を
内
在
的

に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
国
際
法
の
法
源
た
る
立
法
条
約
で
あ
る
が
故
に
条
約
が
消
滅
し
な
い
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
同
類
型

と
し
て
立
法
条
約
と
並
列
す
る
形
で
そ
の
直
後
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
大
多
数
の
国
家
が
当
事
国
と
な
っ
て
い
る
条
約
」（
該
当
部
分
で
は
万
国
郵

便
連
合
に
関
す
る
条
約
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。）に
該
当
す
る
が
故
に
、
多
く
の
立
法
条
約
も
戦
争
の
開
始
に
よ
っ
て
消
滅
し
な
い
と
い
う

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
理
解
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
仮
に
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
お
い
て
、
立
法
条
約
の
み
が
国
際
法
の
法
源
と
し
て

の
条
約
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
法
源
性
を
根
拠
と
し
た
立
法
条
約
に
固
有
の
法
的
効
果
を
戦
争
と
の
関
係
で
提

示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
彼
は
そ
の
よ
う
な
立
論
を
こ
こ
で
は
試
み
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
は
パ
リ
宣
言

の
よ
う
な
戦
時
国
際
法
に
関
す
る
初
期
の
多
数
国
間
条
約
が
、
多
数
国
間
条
約
で
あ
る
が
故
に
戦
争
の
開
始
に
よ
っ
て
消
滅
し
な
い
と
い
う
こ
と
が

論
じ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
お
け
る
立
法
条
約
と
い
う
観
念
は
パ
リ
宣
言
を
形
容
す
る
意
味
し
か
有
さ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
れ
ら
の
解
釈
の
妥
当
性
は
措
い
て
も
、
消
滅
し
な
い
根
拠
を
提
示
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
オ
ッ
ペ
ン
ハ

イ
ム
の
立
法
条
約
論
は
不
完
全
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
実
際
に
、（
恐
ら
く
）こ
の
よ
う
な
理
解
に
即
し
て
、
こ
の
文
脈
に
お
け
る
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム

の
立
法
条
約
に
つ
い
て
の
議
論
が
「
踏
み
込
ん
だ
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
坂
元
茂
樹
「
武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぼ
す
効
果（
一
）：
国

際
法
学
会
ヘ
ル
シ
ン
キ
決
議（
一
九
八
五
年
）の
批
判
的
検
討
」『
関
西
大
学
法
学
論
集
』
第
四
一
巻（
一
九
九
一
年
）一
二
一
五
頁
、
註
二
一
。

　
　
　

な
お
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
と
同
様
に
立
法
条
約
観
念
を
援
用
し
た
ウ
ル
マ
ン
は
、
戦
争
が
条
約
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
は
立
法
条

約
に
言
及
し
て
い
な
い
。von�U

llm
ann,�a.a.O

.�(A
nm

.445),�S.319-320.�

（
443
）　

な
お
、
第
一
部
で
取
り
上
げ
た
一
九
三
五
年
の
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
草
案
第
二
〇
条
の
註
釈
に
お
い
て
、
条
約
の
拘
束
力
を
国
家
に
義
務
づ
け
る
慣
習

国
際
法
の
存
在
に
基
礎
づ
け
る
議
論
と
し
て
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
を
は
じ
め
と
し
て
複
数
の
議
論
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ

イ
ム
も
参
照
し
得
た
唯
一
の
概
説
書
が
ハ
イ
ル
ボ
ル
ン
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た
も
の（P.�H

eilborn,�D
as System

 des V
ölkerrechts entw

ickelt 
aus den völkerrechtlichen Begriffen�(Berlin:�Julius�Springer,�1896),�S.8.

）で
あ
る
が
、
該
当
箇
所
を
精
査
し
て
も
、
ハ
イ
ル
ボ
ル
ン
が
オ
ッ

ペ
ン
ハ
イ
ム
と
同
旨
の
議
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。
同
様
に
、
ロ
ー
レ
ン
ス
に
つ
い
て
も
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
草
案
で
参
照
さ
れ
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て
い
る
箇
所（T

h.�J.�Law
rence�(rev.�by�P.�H

.�W
infield),�T

he Principles of International Law
,�7th�ed.�(London:�M

acm
illan,�1925),�

p.303.

）に
お
い
て
同
旨
の
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
ロ
ー
レ
ン
ス
の
概
説
書
に
つ
い
て
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
参
照
し
た
一

九
〇
〇
年
の
第
三
版
に
お
い
て
も
「
条
約
の
義
務
」
に
関
す
る
記
述（Law

rence,�supra�note�(443),�pp.287-289.

）が
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
慣
習

法
に
よ
る
基
礎
づ
け
の
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
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